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外国人留学生約4500名、海外提携校は約660校、私
費を含めた海外への留学生約2700名、ボランティア
に参加する学生数、年間のべ２万人、校友数57万人。こ
れらは受験生があまり意識しない指標ながら、早稲田
大学が日本の大学の中で１、２を誇る数字です。
世界的に大きな価値の転換が予想され、社会の様々な
場所で新しい時代をリードできる人材が求められる中、
《進取の精神》に富んだ人材の育成には社会から熱い
期待が寄せられています。昨秋、第16代早稲田大学の
総長に就任された鎌田薫総長に、大学の使命、早稲田
大学の取組、高校生へのメッセージなどを伺いました。

に
、
次
の
時
代
へ
向
け
て
の

転
換
を
模
索
し
て
い
ま
す

が
、
こ
こ
で
の
大
学
の
役
割

は
き
わ
め
て
大
き
い
と
私

は
思
っ
て
い
ま
す
。
今
求
め

ら
れ
て
い
る
の
は
目
先
の

対
応
で
は
な
く
、
根
本
的
な

変
革
で
あ
り
、
そ
れ
を
受
け

て
新
し
い
価
値
観
を
提
示

し
、
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ

し
い
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す

る
こ
と
こ
そ
大
学
の
使
命

だ
か
ら
で
す
。

早
稲
田
大
学
の
自
覚

最
近
は
大
学
と
産
業
界

や
官
界
と
の
間
で
、
次
世
代

リ
ー
ダ
ー
養
成
に
つ
い
て

の
話
し
合
い
の
場
が
し
ば

し
ば
も
た
れ
ま
す
。
そ
の
中

で
産
業
界
か
ら
は
、
昨
今

の
各
方
面
に
お
け
る
リ
ー

ダ
ー
不
在
は
大
学
の
責
任

で
は
な
い
か
と
い
う
厳
し

い
声
も
発
せ
ら
れ
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
私
た
ち
と
し
て
も

そ
れ
を
怠
っ
て
き
た
つ
も

り
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
大
学

に
全
て
を
押
し
付
け
ら
れ

て
は
困
る
と
も
思
っ
て
い

ま
す
。
た
だ
、
東
日
本
大
震

災
に
限
ら
ず
、
タ
イ
の
大
洪

水
、
欧
州
の
金
融
危
機
な

ど
、
最
近
の
大
き
な
出
来
事

は
す
べ
て
国
際
的
な
連
関

の
中
で
増
幅
さ
れ
ま
す
か

ら
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
資

質
も
、
従
来
型
の
均
質
な
社

会
の
中
だ
け
で
活
き
る
も

の
か
ら
、
多
様
な
価
値
観
を

持
っ
た
人
た
ち
を
リ
ー
ド

で
き
る
も
の
へ
と
変
わ
っ

て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
社
会
構
造
の
変
化
は
ず

い
ぶ
ん
以
前
か
ら
予
想
さ

れ
て
い
た
こ
と
だ
っ
た
と

は
い
え
、
あ
ま
り
の
急
激
な

変
化
に
、
大
学
全
体
が
つ
い

て
い
け
な
か
っ
た
と
い
う

の
も
正
直
な
と
こ
ろ
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

様
々
な
危
機
が
明
確
に

な
っ
た
今
こ
そ
、
大
学
は
こ

れ
ま
で
以
上
に
《
自
覚
的
》

に
、
新
し
い
価
値
観
を
提
示

す
る
と
と
も
に
、
次
世
代
の

リ
ー
ダ
ー
養
成
を
急
が
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し

て
早
稲
田
大
学
は
、
率
先
し

て
そ
の
一
翼
を
担
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
ま
す

早
稲
田
大
学
が

大
切
に
す
る
こ
と

新
し
い
時
代
を
担
う
人

材
に
最
も
求
め
ら
れ
る
も

の
は
、
何
を
す
べ
き
か
を
自

分
で
見
つ
け
、
解
決
の
方
向

性
を
自
ら
示
す
こ
と
の
で

早稲田大学　総長

鎌田　薫先生 

アンケートにお答えいただいた希望者の中から抽
選で、早稲田大学提供の『０泊３日の支援からの出
発』（早稲田大学ブックレット「震災後に考える」／
加藤基樹編著）を５名の方にプレゼントします。上
のバーコードを読み取り、お申し込みください。大学
ジャーナルHPからもお申し込みいただけます。

1948年静岡県生まれ。70年早稲田大学法学部卒業、75年同大学大学
院法学研究科博士課程単位取得退学。78-80年･2001-03年パリ第２大
学および第１大学で在外研究。早稲田大学法学部専任講師、助教授など
を経て、83年教授。2004年法科大学院の発足に伴い大学院法務研究
科教授となる。専門は、民法･不動産法･フランス法など。学外でも、法科大
学院協会理事長、法制審議会民法(債権関係)部会部会長、国土交通省
土地鑑定委員会委員長など多数活躍。『民法ノート・物権法①[第3番]』（日
本評論社）、『民事法Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ[第2版]』（共編著）など著書多数。

様々な個性と
      出会うために C o n t e n t s                              

FREE

読者
アンケート
プレゼント

トップが語る、「大学」と高校生へのメッセージ

き
る
力
で
す
。
環
境
問
題
に

始
ま
り
、
大
災
害
の
世
界
的

な
影
響
、
あ
る
い
は
世
界
中

を
揺
る
が
す
よ
う
な
金
融

危
機
な
ど
は
、
こ
れ
ま
で
な

か
な
か
予
想
し
え
な
か
っ

た
こ
と
で
、
既
存
の
知
識

の
み
で
は
解
決
の
糸
口
を

見
つ
け
る
こ
と
は
困
難
で

す
。
ま
た
い
ず
れ
も
総
合
的

で
あ
り
、
か
つ
複
合
化
し
た

も
の
で
す
か
ら
、
自
分
ひ
と

り
の
力
に
頼
る
の
で
は
な

く
、
関
連
す
る
分
野
の
専
門

家
を
束
ね
、
そ
れ
を
牽
引
す

る
力
も
必
要
で
す
。

私
は
、
こ
う
し
た
力
を
生

む
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
こ
そ
、
大

学
空
間
に
満
ち
溢
れ
た
多

様
性
で
あ
り
、
そ
れ
が
早
稲

田
大
学
の
最
大
の
特
徴
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
大
学
と

は
教
室
で
講
義
を
受
け
、

ノ
ー
ト
を
取
る
だ
け
の
と

こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

課
外
活
動
も
含
め
キ
ャ
ン

パ
ス
の
至
る
と
こ
ろ
で
、

様
々
な
個
性
と
ぶ
つ
か
り

合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の

個
性
を
自
由
に
伸
ば
し
て

い
く
場
所
な
の
で
す
。

具
体
的
な
取
組
か
ら

早
稲
田
大
学
で
は
、
数

年
前
か
ら
大
規
模
な
国
際

寮
、
中
野
国
際
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
プ
ラ
ザ
（
仮
称
）

の
建
設
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
場
所
は
中
野
の
新
キ
ャ

ン
パ
ス
で
、
収
容
人
員
約

8
0
0
人
（
予
定
）
と
い

う
大
規
模
な
も
の
で
す
。
こ

こ
で
は
海
外
か
ら
の
留
学

生
と
、
国
内
の
学
生
が
一

つ
屋
根
の
下
で
生
活
し
ま

す
。
早
稲
田
に
は
、
受
け
入

れ
数
の
多
さ
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
留
学
生
の
教
育
や

日
本
人
学
生
と
の
交
流
に
つ

大
学
の
使
命

私
た
ち
の
間
で
は
、
よ
く

《
危
機
時
の
早
稲
田
》
と

い
う
言
い
方
を
し
ま
す
。
こ

れ
は
か
つ
て
の
《
バ
ン
カ

ラ
》
と
い
う
言
葉
と
と
も

に
、
早
稲
田
大
学
が
輩
出
す

る
人
材
を
あ
る
意
味
で
象

徴
す
る
も
の
で
す
。

早
稲
田
大
学
は
長
い
歴

史
の
中
で
、
政
財
界
、
官
界

を
は
じ
め
、
社
会
の
あ
ら
ゆ

る
と
こ
ろ
に
、
有
為
の
人

材
を
多
数
送
り
出
し
て
き

ま
し
た
が
、
そ
の
多
く
は
、

既
成
の
価
値
観
に
捉
わ
れ

ず
、
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

「やればできる」をやろう！

03

06

08

12

04

05

02

07

を
発
揮
で
き
る
人
、
ま
さ
に

《
進
取
の
精
神
》
に
満
ち

溢
れ
た
人
た
ち
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
を
受
け

て
、
今
後
の
科
学
技
術
の
あ

り
方
や
、
危
機
に
対
応
で

き
る
社
会
シ
ス
テ
ム
の
構

築
な
ど
が
議
論
さ
れ
る
一

方
、
節
電
と
い
う
二
文
字
に

も
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ

れ
ま
で
の
浪
費
型
の
生
活

様
式
か
ら
の
脱
却
な
ど
、
日

本
社
会
は
今
、
大
き
な
価
値

観
の
転
換
を
迫
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況

の
中
で
、
行
政
は
行
政
な

り
に
、
民
間
は
民
間
な
り

13

14

15

16

紙面の都合により、「青い目の熱血授業」『効
き目あり！』はお休みさせていただきました。

　私には、受験勉強らしい勉強をあま
りした記憶がありません。その代わり高
校でも大学でも、当時の高校生、大学
生がしたようなことはほとんどしました。
　法学部を選んだのは、将来どんな
道へも進んでいけそうだったから。た
だ、当時の世相を反映して、自由な人
間の生き方に外から枠をはめる法とい
うものに興味があったのも事実です。
生意気にいえば、人間の自由な感性
と法的枠組みの相克に興味があった
といえばいいでしょうか。

Jはフランス語で青春を表すjeunesseの頭文
字。お話をお聞きする先生方に、読者のみなさ
んの時代を振り返っていただいています。

進 路 のヒント
ススメ！理系特集Ⅱ
「世界で初めて、「シュレディンガーの猫」
状態にある光のテレポーテーションに
成功！
東京大学工学系研究科物理工学専攻
古澤明先生

学 ぼう！物 理　理系の中でも「物理履
修者」は、就職後、最も所得が高くなる！

癒しを創る――癒し工学からの提言
東京工業大学大学院理工学研究科
北岡哲子先生
アロマコラム
イノベーションの軌跡
東京理科大学イノベーション研究科
森健一先生

“触れる”プログラムをつくろう！
京都産業大学コンピュータ理工学部
青木淳先生

時代が研究に追いついてきた
関西大学システム理工学部　田實佳郎先生

大学が求める力、高校で培いたい力
第3回京都大学総長と首都圏有力進学校校長座談会

自分で考えて行動するために
佛教大学社会学部長　的場信樹先生

島国として見ることで、
新しいアメリカが見えてくる
法政大学法学部政治学科　中野勝郎先生

ススメ！理 系
村山斉先生の最新宇宙論／
どうして数学を学ぶの？

教科書の教えてくれない物理／書評

宇宙天気



法 学 の ス ス メ

高校時代は伸び伸びと過ごそう
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平成24年1月11日（水）

平成24年1月5日（木）
〈レベル４～８まで実施〉

2月11日（土）
2月5日（日）

特別準会場（団体受検）

公開会場　特別準会場（団体受検）
申込締切日※当日消印有効検定日会場種別

第3回検定日程

計算能力検定では、得点率に応じて5段階の称号が付与されます。「合格」「不合格」だけの評価では学習した努力を十
分に表すことができないと考えており、合否にかかわらず、現在の学習の達成度により実力に応じた称号を獲得し、次の
ステップアップに活かしていただきたいと考えるからです。また、問題ごとの正誤はもちろん、全国の合格者平均と自己得
点の分野別比較が可能です。全国規模で実施する検定なので、より客観的に実力を判断することが可能になるのです。 

計算能力検定は、生徒の学習の仕方を変えるためのツールとして使うことができる、今
までの検定試験とは全く違った検定です。生徒の力を測る“アセスメントツール”として
ご活用いただくことで、生徒一人一人の「何ができて何ができないのか」、「何をすればで
きるようになるのか」を明確にし、その後の学習に役立てていただくことができます。

 近年、教育の世界では、ゆとりという言葉が
ひとり歩きし、あたかも指導をゆあるめることが
ゆとりであるという誤解を生み学力低下の原
因であるかのように言われてきました。
　しかし、本来ゆとりというのは、盤石な基礎
ができた結果、生まれてくるものです。例えば、
計算は一つの基礎基本です。基礎的な計算
能力がないと数学の問題に対する理解も弱く
なります。深刻な場合にはそれが進路にかか
わり、将来の夢や可能性さえも失われることさ
えあります。
　この検定は、小学生レベルの問題から高
校生レベルの高度なものまで、系統的に作ら

元　文部大臣
根津育英会武蔵学園長
静岡文化芸術大学 理事長
有馬　朗人氏

京都大学経済研究所
特任教授
西村　和雄氏

私 た ち も 推 薦 し ま す 。

　日本の未来を創っていくのは「みなさん」です。世界はグローバ
ル化が進んでおり、みなさんが社会に出て行く頃には、活躍の
場は世界全体となっているでしょう。
　国際標準計算能力検定は、小学校から、高校までのカリキュ
ラムに沿った問題からなっています。自ら「目標」をたて、勉強した
成果を検定で試すことによって、学力がつき、学習能力もさらに
高まっていきます。
　計算能力検定の結果は、進学の際にとどまらず、企業に就職
する際にも活用できると思います。また、国際標準ということです
ので、海外における人材評価でも通用することが期待できます。
　みなさんは多くの可能性を持っています。将来、世界で活躍で
きる人材となるよう、この検定に取り組んでいかれることを推奨
いたします。

第 3 回 の 申 込 受 付 中！計 算 は 数 の 世 界 の 言 語

TEL 03-5537-0595
一般財団法人　基 礎 力財団

合格ライン

70-89％

0-49％

100％

50-69％

90-99％

まだまだある！
基 礎 力 財 団 の 検 定 試 験

国際標準英単語能力検定 準備中
　Ｐ11へ

お問い合わせは

れています。ですから、自分の弱点をしっかり押
さえ、幅広い計算能力をしっかり身につけること
ができます。さらには新旧の学習指導要領を研
究し、後々学んでいく数学や他の学問に必要
な要素を漏らさず効率的に吸収できる、体系
的かつ実用的なカリキュラムになっています。
　数学の基本である計算能力を確実に身に
つけ、各レベルを達成することで、「やればでき
る」という自信をつけ、学ぶことへの面白さを体
感してほしいと思います。
　また、計算能力の必要性は子どもに限った
ことではなく、我々大人においても、様々な場面
で必要となってきますので、大人の方の受検も
お薦めいたします。
　私はこの検定に賛同し、推薦させていただ
き、１人でも多くの方が確かな計算能力を身に
つけ、可能性あふれる未来へと羽ばたいてい
ただけることを願って止みません。

〒104-0061
東京都中央区銀座6-7-18

❶算数・数学・その他あらゆる教科の土台となる能力を確実に身につけよう！
❷計算能力は、努力すれば必ず伸びる！反復学習で達成感と自信をつけよう！
❸計算を速く正確に解く練習をして、集中力を高めよう！
❹自分の得意・不得意分野を把握して、その後の学習に役立てよう！

計算能力
検定の特長

Webで検索！
▼国際標準論理文章能力検定もスタート！

※詳細はHPをご覧ください。

※お申込は、郵送にて受け付けます。詳しくはお問合せください。

い
て
、
歴
史
に
培
わ
れ
た
た

く
さ
ん
の
知
恵
が
あ
り
、
授

業
だ
け
で
な
く
、
キ
ャ
ン
パ

ス
の
中
で
も
日
本
人
学
生
と

交
流
す
る
た
め
の
き
っ
か
け

づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

同
時
に
こ
れ
は
、
日
本
人
学

生
に
と
っ
て
、
海
外
留
学
と

変
わ
ら
な
い
異
文
化
交
流
が

キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
も
で
き
る

こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
国
際

寮
は
、
こ
の
考
え
方
を
さ
ら

に
進
め
て
、
生
活
空
間
そ
の

も
の
を
グ
ロ
ー
バ
ル
化
さ

せ
、
一
層
の
多
様
性
を
生
み

出
そ
う
と
構
想
さ
れ
た
も
の

で
す
。

寮
の
新
設
に
は
、
地
方
か

ら
の
学
生
に
便
宜
を
図
る
と

い
う
目
的
も
あ
り
ま
す
。
早

稲
田
大
学
は
こ
れ
ま
で
、
地

方
か
ら
優
れ
た
人
材
を
受
け

入
れ
、
そ
う
し
た
人
た
ち
が

や
が
て
社
会
を
大
き
く
動
か

す
原
動
力
に
も
な
っ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
近
年
は
、
首

都
圏
の
大
多
数
の
大
学
の
例

に
も
れ
ず
、
自
宅
通
学
者
が

増
加
し
、
早
稲
田
伝
統
の
多

様
性
が
失
わ
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
危
機
感
を
募
ら

せ
て
い
ま
し
た
。

地
方
の
学
生
の
減
少
は
、

経
済
的
負
担
の
増
大
の
ほ

か
、
入
試
の
高
度
化
・
複
雑

化
な
ど
に
も
よ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
ま
ず
は
経
済
的

支
援
の
充
実
と
都
会
で
の
生

活
の
サ
ポ
ー
ト
を
最
優
先
に

し
、
2
0
0
9
年
度
入
学

者
か
ら
は
『
め
ざ
せ
！
都
の

西
北
奨
学
金
』
※
１
が
創
設

さ
れ
ま
し
た
。
学
生
寮
の
充

実
は
、
い
わ
ば
そ
の
第
二
弾

で
、
地
方
か
ら
の
学
生
を
生

活
面
か
ら
支
援
す
る
役
割
も

担
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

早
稲
田
大
学
で
は
そ
の

他
、
２
０
０
２
年
か
ら
、
基

礎
的
な
知
識
や
技
能
を
し
っ

か
り
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、

進路の
ヒント

英
語
力
や
数
学
力
、
そ
れ

に
、
英
語
・
日
本
語
に
よ
る

専
門
的
な
文
章
作
成
の
作
法

を
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
す
る
仕
組

の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
※

２
。
自
ら
問
題
を
発
見
し
、

そ
の
解
決
に
つ
い
て
自
分
で

考
え
る
に
も
、
基
礎
的
な
知

識
や
ス
キ
ル
が
な
け
れ
ば
不

可
能
だ
か
ら
で
す
。
こ
の
一

連
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
特
徴

は
、
従
来
の
学
部
単
独
で
行

う
も
の
と
違
っ
て
、
ど
の
学

部
に
い
て
も
必
要
に
応
じ
て

受
け
ら
れ
る
と
い
う
点
で
、

大
規
模
大
学
と
し
て
の
利
点

を
極
大
化
し
て
い
ま
す
。

ス
ス
メ
！
理
系
特
集
Ⅱ

ま
た
、
何
の
た
め
に
大
学

で
学
ぶ
の
か
を
理
解
し
、
よ

り
意
欲
を
高
め
る
た
め
に
、

企
業
や
官
公
庁
な
ど
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
実
際
の

仕
事
や
社
会
を
体
験
す
る
場

を
極
力
増
や
す
よ
う
に
し
て

い
ま
す
※
３
。

早
稲
田
大
学
は
、
開
講
さ

れ
て
い
る
授
業
の
数
や
登
録

さ
れ
た
課
外
活
動
の
数
で

も
、
お
そ
ら
く
全
国
で
１
、

２
を
争
う
と
思
い
ま
す
が
、

そ
れ
以
外
に
も
、
夥
し
い
数

の
私
的
な
勉
強
会
、
サ
ー
ク

ル
が
あ
り
ま
す
。
す
べ
て
を

手
取
り
足
取
り
教
え
る
よ
う

な
大
学
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
自
ら
進
ん
で
こ
の
巨
大

な
大
学
空
間
を
探
索
す
れ

ば
、
私
た
ち
も
知
ら
な
い
よ

う
な
す
ば
ら
し
い
経
験
や
学

び
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

授
業
や
課
外
活
動
、
あ
る

い
は
生
活
の
場
で
、
た
く
さ

ん
の
留
学
生
を
は
じ
め
と
し

た
様
々
な
個
性
に
出
会
え
る

大
学
、
早
稲
田
で
し
か
学
べ

な
い
も
の
、
経
験
で
き
な
い

こ
と
を
ぜ
ひ
見
つ
け
に
来
て

く
だ
さ
い
。

※
１　

入
学
試
験
の
出
願
前
に
申
込
み
、書

類
選
考
に
よ
り
奨
学
金
採
用
候
補
者
と
し

て
認
定
さ
れ
た
場
合
、
受
験
前
に
、
入
学
後

の
奨
学
金
交
付
を
約
束
す
る
制
度
。奨
学
金

採
用
候
補
者
は
、
該
当
入
学
試
験
に
合
格
・

入
学
す
る
こ
と
で
奨
学
金
に
正
式
採
用
さ

れ
る
。

原
資
は
卒
業
生
・
教
職
員
を
中
心
に
組
織
さ

れ
て
い
る「
早
稲
田
大
学
校
友
会
」
か
ら
の

寄
付
と
、主
に
校
友
が
利
用
す
る
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド「
早
稲
田
カ
ー
ド
」の
還
元
金
。

※
２　

2
0
0
2
年
の『
チ
ュ
ー
ト
リ

ア
ル
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
』
に
始
ま
る

“
W
A
S
E
D
A
式
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
リ
テ
ラ

シ
ー
”「
1
万
人
シ
リ
ー
ズ
」。英
語
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
文
章
作
成
力
、
数
学
的
思

考
力
の
学
問
を
究
め
る
道
の
り
に
欠
か
せ

な
い
３
つ
の
基
礎
学
力
を
高
め
る
。

※
３　

実
践
型
産
学
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト　
『
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ズ
・
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
』で
は
、
企
業
人
と
学
生
が
共
同

で
問
題
解
決
に
取
組
み
、実
践
的
な
解
決
策

を
提
案
す
る
。

どんなときにも法というものを意識する西洋社会と違っ
て、日本は長い間、法意識はそれほど必要とされてきま
せんでした。潜在的に社会の掟というものがあったから
です。しかし、核家族化や大都市圏への人口集中など
で地縁・血縁が薄れ、一方でグローバル化の進展もあっ
て、いいか悪いかは別にして、日本も法社会の基盤を
整備する必要に迫られてきました。

規制緩和という考え方、国の政策もこの流れを加速
しました。これからは一人ひとりが法を意識して自分で決
めていく。そして何かあれば司法に救済を求める。そして
このことを各人が自覚するのが自己責任の原則です。
最近は小、中学校でも法教育が行われるようになりまし
たが、それは市民として最低限、法のあり方を知ってお
かなければならない社会に、小さいうちから備えてほしい
からです。

ヨーロッパとアメリカとでは少し違いますが、法を学ぶこ
と、法学とは、物の考え方の基本を学ぶことと言い換え
ることができます。複雑に絡み合った事実から、解決の
糸口を見つけ、それを解きほぐして誰もが納得するように
きちんと説明する。法学とは人を説得する学問でもある
のです。だからこそ昔から、法学部を出れば法曹になら
ずに他の仕事についてもやっていける、「潰しが効く」と
も言われてきたのです。行政や企業に進んだ人だけでな
く、理系に進み、科学・技術に携わるようになった人の
多くも、法知識が欠かせないことは実感しているはずで
す。学部で学ぶのか、あるいは大学院・ロースクールで
学ぶのかは別にして、法学は、現代人ならすべての人
に学んでほしい学問の一つといえると思います。途上国
支援も、今や熱意だけでは通用しません。社会インフラ
の整備は法整備と一体でなければうまくいきません。国
内だけでなく、国際社会においても、法学の知識を持っ
た人は今後ますます必要とされるのです。

現在、さまざまな批判も受けている法科大学院（ロー
スクール）ですが、私は早稲田のロースクールについて
は、新しい法曹養成の確立を目指した理想的なもので
あると思っています。司法試験合格者数のランキングが
下がったなどの指摘もありますが、例えば早稲田の法学
部出身者の全司法試験合格者に占める人数を数えれ
ば、早稲田の法学部で学んだ成果がこれまでと少しも
変わっていないことがわかると思います。

東京大学　工学系研究科
物理工学専攻　教授

古澤　明先生

不
確
定
性
原
理
と
は

最
初
に
お
断
り
し
て
お
き
ま

す
が
、量
子
テ
レ
ポ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
や
そ
の
技
術
を
応
用
す
る
量

子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
概
念
は
、

き
わ
め
て
難
解
で
す
。
こ
こ
で

は
で
き
る
だ
け
み
な
さ
ん
の
理

解
で
き
る
範
囲
の
知
識
を
使
っ

て
、
そ
の
一
端
を
ご
紹
介
し
ま

す
が
、
ま
ず
は
一
連
の
研
究
の

P r o f i l e
1984年東京大学工学部物理
工学科卒業。86年同大学大
学院工学系研究科物理工学
専攻修士課程修了後、株式
会社ニコン入社。東京大学先
端科学技術研究センター研
究員、カリフォルニア工科大
学客員研究員を経て、2000年
10月株式会社ニコン退職。11
月より東京大学大学院工学
系研究科物理工学専攻助教
授。2007年7月より現職。埼玉
県立浦和高等学校出身。

前
号
に
引
き
続
き
、特
色
あ
る
理
系
の
学
び
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
実
現
も
一
歩
引
き
寄
せ
る

ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
量
子
力

学
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

量
子
力
学
の
基
本
は
、
ハ
イ

ゼ
ン
ベ
ル
グ
（
1
9
0
1
〜

1
9
7
6
）
に
よ
っ
て
確
立
さ

れ
た
不
確
定
性
原
理
に
基
づ
い

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
あ
る
量

子
（
光
子
や
原
子
な
ど
の
ミ
ク

ロ
な
物
質
）
の
位
置
と
運
動
量

（
質
量
×
速
度
）
は
同
時
に
測

定
で
き
な
い
と
い
う
も
の
で
す
。

物
体
の
位
置
や
大
き
さ
、
形

は
、
ぶ
つ
か
っ
た
も
の
の
反

射
で
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
私
た
ち
が
様
々
な
物
体
に

つ
い
て
、
そ
れ
ら
を
認
識
で
き

る
の
は
、
そ
こ
に
ぶ
つ
か
っ
た

光
の
反
射
に
よ
り
ま
す
。
こ
の

時
、
光
が
当
た
る
こ
と
で
物
体

が
動
く
と
い
う
こ
と
は
ま
ず
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
極
め
て

小
さ
い
物
体
の
場
合
は
、
光
が

当
た
る
と
動
い
て
し
ま
い
、
も

と
も
と
止
ま
っ
て
い
た
の
か
動

い
て
い
た
の
か
が
わ
か
ら
な
く

な
り
ま
す
。
た
と
え
ば
原
子

の
よ
う
な
光
と
変
わ
ら
な
い
ス

ケ
ー
ル
の
ナ
ノ
の
世
界
で
は
、

観
測
に
よ
っ
て
原
子
の
運
動
量

は
完
全
に
乱
れ
、位
置
が
わ
か
っ

た
瞬
間
に
は
、
運
動
量
が
わ
か

ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
れ
が
不
確
定
性
原
理
で
す
。

不
確
定
性
原
理
で
記
述
さ
れ
る

世
界
で
は
、
F

=

m
a
の
よ
う

な
力
学
法
則
は
普
通
に
は
つ
く

れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ

う
な
《
ゆ
ら
ぎ
》
を
含
め
て
記

述
で
き
る
よ
う
な
力
学
体
系
が

必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ

が
、
量
子
力
学
で
す
。

量
子
力
学
で
は
、
観
測
す
る

ま
で
あ
る
粒
子
が「
あ
る
」か「
な

い
」
か
、「
動
い
て
い
る
」
か
「
止

ま
っ
て
い
る
」
か
な
ど
は
決
め

ら
れ
な
い
と
し
て
、
両
方
の
事

象
が
起
こ
る
可
能
性
が
、
あ
る

確
率
で
同
時
に
存
在
し
て
い
る

と
い
う
意
味
か
ら
、《
重
ね
合
わ

せ
》と
い
う
状
態
を
考
え
ま
す
。

例
え
ば
、あ
る
粒
子
は
、「
あ
る
」

確
率
が
50
％
、「
な
い
」
確
率
が

50
％
で
、
重
な
り
合
っ
た
状
態

に
あ
る
と
さ
れ
ま
す
。
量
子
力

学
で
は
こ
の
よ
う
な
状
態
を《
波

束
》
と
い
う
も
の
で
表
し
、「
光

子
や
原
子
な
ど
の
量
子
は
観
測

さ
れ
な
い
と
き
は
波
で
、
観
測

す
る
と
収
縮
し
て
粒
子
の
形
を

と
る
」
な
ど
と
表
現
し
ま
す
。

観
測
し
た
ら
動
い
て
し
ま
う
と

い
う
事
実
を
含
め
る
に
は
、
点

大学では、何事についても「○か×か」で考えていては先に
進めなくなります。正解があってそれに素早く辿りつくためのマニュ
アルは、受験の役には立ちますが大学では通用しません。もちろ
ん受験勉強も将来必ずどこかで役に立ちますから、確実にこなし
てもらわなくてはなりませんが。

ただ、高校時代というのは感受性が強く体力もあって、頭の働
きも活発ですから、時間が許すかぎりいろんなものに接し、またチャ
レンジしてみるといいと思います。磨けばどんどん光るのです。若
い時の回り道は薬にこそなれ、毒にはならないともいいます。失
敗も若い時であれば成長の糧です。そもそも、自分が一番関心
を持つことや自分の適性を見つけるには、教室で授業を受けるだ
けでは不十分ですし、使命感なども湧いてこないと思います。自
分の殻に閉じこもりこじんまりとまとまったり、自分で自分を曇らせた
りすることがないように、伸び伸びと過ごしてほしいと思います。
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西村　和雄先生

二
つ
の
思
考
実
験

「
シ
ュ
レ
デ
ィ
ン
ガ
ー
の
猫
」

や
「
E
P
R
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
」

と
い
う
の
は
、
頭
の
中
で
想
像

す
る
だ
け
の
実
験
と
言
う
意
味

で
、《
思
考
実
験
》
と
呼
ば
れ
ま

す
。
20
世
紀
初
頭
、
量
子
力
学

の
研
究
者
の
間
で
は
、
こ
う
し

た
思
考
実
験
が
い
く
つ
も
考
え

ら
れ
ま
し
た
。
た
だ
当
時
は
、

そ
れ
ら
を
実
証
す
る
だ
け
の
技

術
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
シ
ュ
レ
デ
ィ
ン
ガ
ー
の
猫
」

は
、
原
子
核
の
崩
壊
を
検
知
す

る
と
毒
を
入
れ
た
ビ
ン
が
割
れ

る
よ
う
な
装
置
と
猫
と
を
、
箱

の
中
に
一
緒
に
閉
じ
込
め
た
と

き
、
箱
の
中
の
猫
は
ど
う
い
う

状
態
に
な
っ
て
い
る
か
を
想
像

し
て
み
よ
う
と
い
う
話
で
す
。

世
界
で
初
め
て
、

「
シ
ュ
レ
デ
ィ
ン
ガ
ー
の
猫
」状
態
に
あ
る

光
の
テ
レ
ポ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
成
功
！

で
は
な
く
、
波
の
よ
う
に
《
ゆ

ら
ぎ
》
を
持
っ
た
も
う
少
し
大

き
な
も
の
を
考
え
る
方
が
好
都

合
だ
か
ら
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、「
波
で
あ
っ
て
粒

子
で
あ
る
」
と
か
、《
波
束
》
な

ど
と
い
っ
た
概
念
は
、
一
つ
の

仮
定
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
し
か
し

少
な
く
と
も
こ
れ
ま
で
、
こ
れ

を
使
っ
て
物
理
事
象
を
説
明
で

き
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
十

分
信
頼
に
足
る
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

当
然
、《
波
束
》
や
《
収
縮
》

と
は
そ
も
そ
も
何
か
と
い
う
問

い
も
出
て
く
る
わ
け
で
す
が
、

そ
れ
ら
は
《
解
釈
問
題
》
と
呼

ば
れ
て
様
々
な
と
こ
ろ
で
議
論

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ

の
答
え
に
つ
い
て
は
実
験
な
ど

で
確
か
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
量
子
力
学
は
自
然
を
語
る

言
葉
で
、
そ
れ
は
解
釈
し
て
は

い
け
な
い
も
の
だ
と
私
は
考
え

て
い
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
、「
私
は

…
…
」
と
い
う
文
章
で
、
な
ぜ

《
は
》
と
書
く
の
か
を
疑
問
に

し
て
は
い
け
な
い
の
と
同
じ
よ

う
に
。量
子
力
学
の
理
解
は
、「
波

束
が
収
縮
す
る
」
と
か
、「
位
置

と
運
動
量
が
同
時
に
決
ま
ら
な

い
」
と
い
う
表
現
を
、
そ
う
い

う
言
葉
の
ル
ー
ル
な
の
だ
と
考

え
る
こ
と
か
ら
ま
ず
始
ま
る
の

で
す
。

の
で
、「
同
時
に
」
知
る
こ
と
は

で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
し

て
否
定
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し

二
つ
の
粒
子
か
ら
二
つ
の
物
理

量
を
測
る
こ
と
自
体
は
、
不
確

定
性
原
理
に
反
し
て
い
ま
せ
ん

の
で
、
エ
ン
タ
ン
グ
ル
メ
ン
ト

し
た
粒
子
を
用
い
れ
ば
、
片
方

で
位
置
や
運
動
量
を
測
定
す
る

こ
と
で
、
そ
の
結
果
が
も
う
片

方
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
い
う
不

思
議
な
現
象
を
起
こ
せ
る
は
ず

で
す
。
こ
の
仕
組
み
を
使
っ
て

情
報
伝
達
を
行
お
う
と
い
う
の

が
、
量
子
テ
レ
ポ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
の
ア
イ
デ
ア
に
他
な
り
ま
せ

ん
。思

考
実
験
を
最
新
の

技
術
で
実
証

物
理
学
は
実
証
の
学
問
で
す

か
ら
、
そ
の
原
理
の
正
否
は
、

本
来
実
験
に
よ
っ
て
確
か
め
ら

れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
ま
で
、
こ
の
よ
う
な
思
考
実

験
や
ア
イ
デ
ア
は
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
れ
を
実
証
す
る
た
め
の

技
術
を
わ
れ
わ
れ
が
手
に
入
れ

る
に
は
、
1
0
0
年
近
く
を
待

た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。21

世
紀
に
入
る
と
、
最
新
の

技
術
を
生
か
し
て
様
々
な
実
証

実
験
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
が
、
今
回
私
た
ち
は
、

「
シ
ュ
レ
デ
ィ
ン
ガ
ー
の
猫
」

と
い
う
一
番
難
し
い
状
態
の
量

子
テ
レ
ポ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
世

界
で
初
め
て
成
功
し
、「
シ
ュ
レ

デ
ィ
ン
ガ
―
の
猫
」
と
「
E
P
R

パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
」
と
い
う
、
量

子
力
学
の
二
大
思
考
実
験
を
組

み
合
わ
せ
て
実
験
で
確
か
め
る

こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
突
き
詰
め
れ
ば
不
確
定
性
原

理
の
正
し
さ
を
確
か
め
る
と
い

う
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
か

ら
、
物
理
学
に
お
い
て
と
て
も

大
き
な
意
味
を
持
つ
も
の
だ
と

確
信
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
「
シ
ュ
レ
デ
ィ
ン

ガ
ー
の
猫
」
状
態
を
、
位
相
反

転
し
た
二
つ
の
レ
ー
ザ
ー
光
の

状
態
の
重
ね
合
わ
せ
で
表
し
ま

し
た
（
図
）。
位
相
が
反
転
し

た
二
つ
の
波
が
同
時
に
存
在

し
て
い
る
の
が
見
え
る
と
思
い

ま
す
。
普
通
な
ら
、
位
相
反
転

し
た
波
を
重
ね
る
と
打
ち
消
し

合
っ
て
０
に
な
っ
て
し
ま
う
は

﹁
シ
ュ
レ
デ
ィ
ン
ガ
ー
の
猫
﹂、﹁
E
P
R
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
﹂

※
。量
子
力
学
や
不
確
定
原
理
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
際
に

必
ず
出
て
く
る
こ
れ
ら
の
思
考
実
験
及
び
そ
の
概
念
が
、

登
場
し
て
か
ら
お
よ
そ
1
0
0
年
。こ
の
春
、
実
現
が

難
し
い
と
さ
れ
る
こ
れ
ら
の
有
名
実
験
を
組
み
合
わ
せ
、

﹁
シ
ュ
レ
デ
ィ
ン
ガ
ー
の
猫
﹂
状
態
に
あ
る
光
の
テ
レ
ポ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
に
成
功
し
世
界
を
驚
か
せ
た
の
が
、
東
京
大

学
の
古
澤
明
先
生
。ど
こ
に
世
界
が
注
目
し
た
の
か
。ま

た
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
未
来
な
ど
に
つ
い
て
、お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。

※
提
唱
し
た
、ア
イ
ン
シ
ュタ
イ
ン
、ボ
リ
ス・ボ
ド
ル
ス
キ
ー
（
1
8
9
6
〜
1
9
6
6
、ソ
連
）、ネ
イ

サ
ン・ロ
ー
ゼ
ン（
1
9
0
9
〜
1
9
9
5
、ア
メ
リ
カ
）の
3
名
の
物
理
学
者
の
頭
文
字
か
ら
とっ
た
。

ず
で
す
が
、
こ
こ
で
は
な
ん
と

二
つ
の
波
が
、
同
時
に
存
在
し

て
い
る
の
で
す
（
図
左
）。
レ
ー

ザ
ー
は
光
子
が
た
く
さ
ん
集

ま
っ
て
向
き
が
揃
っ
て
い
る
マ

ク
ロ
な
状
態
で
す
か
ら
、
こ
の

重
ね
合
わ
せ
こ
そ「
シ
ュ
レ
デ
ィ

ン
ガ
ー
の
猫
」
に
ほ
か
な
り
ま

せ
ん
。
し
か
も
量
子
テ
レ
ポ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
し
た
後
で
も
、
こ

の
重
ね
合
わ
せ
状
態
を
維
持
す

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
（
図

右
）。
量
子
テ
レ
ポ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

水
素
原
子
な
ど
ミ
ク
ロ
な
も
の

で
し
か
成
功
し
て
い
ま
せ
ん
か

ら
、マ
ク
ロ
な
状
態
の
テ
レ
ポ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
は
画
期
的
だ
と
い

え
ま
す
。

量
子
テ
レ
ポ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

と
は
、
あ
る
場
所
で
ブ
ラ
ッ
ク

ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
た
も
の
を
バ

ラ
バ
ラ
に
し
て
得
た
情
報
を

使
っ
て
、
別
の
場
所
の
ブ
ラ
ッ

ク
ボ
ッ
ク
ス
の
中
で
全
く
同
じ

物
を
粒
子
か
ら
組
み
直
す
技
術

で
す
。
こ
の
原
理
を
使
え
ば
、

ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
の
中
身
を

い
じ
る
こ
と
で
、
入
れ

た
も
の
と
別
の
物
を
取

り
出
す
こ
と
も
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ

こ
で
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク

ス
の
中
身
を
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
読
み
替
え
れ
ば
、

あ
る
入
力
に
、
希
望
通

り
の
出
力
が
出
せ
る
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
と
み
な
せ

ま
す
。
そ
れ
が
量
子
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
で
す
。
今

回
の
成
功
に
よ
っ
て
、

私
た
ち
は
そ
の
実
現
を

も
大
き
く
後
押
し
で

き
た
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

高 校 生 へ の メッセ ー ジ

私たちの時代に比べると、今の高校の学
習内容は「ゆとり教育」に象徴される教育観、
教育政策によってかなり少なくなっています。
一方で科学の最先端のレベルは上がってい
ますから、その間のギャップは年々広がってい
ます。

さらに、学習内容を減らした結果、富士山
のような頂点も少なくなってきています。富士
山をならして高尾山をたくさんつくったところで、
飛び抜けた人材は育ちません。また、富士
山のような高いレベルには、広い裾野が必
要です。そのためには、大勢の人が高校で
の基礎学力の習得を徹底し、高みを目指す
ような仕組みがなくてはいけません。

基礎学力とは、数学や物理をはじめとして、
高校で学ぶすべての勉強のことです。基礎
体力と同じで、それがないと怪我をしやすいよ
うに、学問においても、基礎学力がないと一
時いくら高いパフォーマンスを示しても、すぐに
限界に突き当たります。人間として大成する
ためには、ステップを踏んで登っていくことが
必要で、高校時代にはその基礎となるものを
きちんと修得しておくことが大切です。

近年、私が心配しているのは、専門にして
いる物理の履修率が年々下がっていることで
す。これは、最初に出てくる力学で、「摩擦
のない坂道を転がる質点の運動」などの抽
象的な題材に苦手意識を持つ生徒が多い
からかもしれません。しかし後から習う電磁気
学は、実体験に結びつけて理解しやすいで
すし、実際の生活にも役立つ楽しい分野で
す。電磁気を学んで基礎を固めれば、やが
ては量子力学にも辿りつけます。力学でつま
ずくことなく、ぜひ物理の楽しさを知ってほしい
と思います。

私自身もそうでしたが、高校時代というのは、
人生経験もまだまだ少なく、本当の意味で何
が面白いかなどはわからないと思います。将
来、本当に面白いことに出会った時に備えて、
できるだけ幅広く学び、様 な々経験をしてきて
ほしいと思います。

量
子
力
学
で
は
、
原
子
核
の

崩
壊
も
重
ね
合
わ
せ
状
態
で
表

現
さ
れ
ま
す
。「
崩
壊
す
る
」
と

「
崩
壊
し
な
い
」
の
二
つ
の
場

合
は
、
あ
る
確
率
で
同
時
に
存

在
し
ま
す
か
ら
、
猫
が
「
生
き

て
い
る
」
か
「
死
ん
で
い
る
」

か
に
つ
い
て
も
重
ね
合
わ
せ
状

態
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
箱
を

開
け
た
瞬
間
に
ど
ち
ら
か
に
収

縮
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
ス
ケ
ー

ル
の
小
さ
い
ミ
ク
ロ
な
世
界
だ

け
で
な
く
、
私
た
ち
が
普
段
接

し
て
い
る
多
数
の
量
子
が
関
わ

る
マ
ク
ロ
な
世
界
で
も
、
量
子

力
学
的
な
事
象
が
起
こ
り
得
る

こ
と
を
示
唆
し
ま
す
。

一
方
、「
E
P
R
パ
ラ
ド
ッ

ク
ス
」
と
は
、
次
の
よ
う
な
考

え
方
で
す
。

「
あ
る
場
所
に
止
ま
っ
て
い
た

原
子
が
崩
壊
し
て
、
二
つ
の
同

じ
質
量
の
原
子
核
に
分
裂
し
た

と
す
る
と
、
片
方
の
運
動
量
が

+p
な
ら
も
う
片
方
は
–p
に
、

片
方
の
位
置
が
+x
な
ら
も
う

片
方
は
–x
と
な
る
。
こ
の
仮
定

に
基
づ
け
ば
、
一
方
の
運
動
量

を
測
定
す
れ
ば
、
も
う
片
方
は

直
接
観
測
し
な
く
て
も
自
動
的

に
わ
か
る
。
そ
こ
で
こ
の
も
う

片
方
の
原
子
核
の
位
置
を
観
測

し
、
そ
の
後
で
も
う
片
方
の
運

動
量
を
測
定
す
れ
ば
、
運
動
量

を
測
定
し
た
原
子
核
の
位
置
と

運
動
量
が
同
時
に
わ
か
る
は
ず

だ
」こ

れ
は
一
見
、
不
確
定
性
原

理
に
反
し
て
い
る
よ
う
に
見
え

ま
す
か
ら
、「
E
P
R
パ
ラ
ド
ッ

ク
ス
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
こ
の
よ
う
な
、
片
方
の

物
理
量
を
測
定
す
れ
ば
も
う

片
方
の
物
理
量
が
わ
か
る
よ
う

な
、
絡
み
合
っ
た
二
つ
の
粒
子

の
状
態
を
エ
ン
タ
ン
グ
ル
メ
ン

ト (Entanglement)

と
呼
び
ま

す
。こ

の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
自
体

は
、
ボ
ー
ア
と
い
う
物
理
学
者

が
、空
間
が
離
れ
て
い
る
以
上
、

情
報
の
伝
達
に
遅
れ
が
生
じ
る

　昨年、西村和雄先生(京都大学経済学研究所特任教授)らは、慶
應義塾大学と共同でJHPS(日本家計パネル調査)のデータに基づき

「理系科目出身者は就職に有利で所得も高い」ということを発表した
が、さらに先頃、株式会社日経リサーチを通じて行ったインターネット調査
の結果に基づいた分析を用い「理科の中でも、物理を履修した方が所
得が高い」と発表した。
　調査は2011年2月に行われ、日経リサーチの有する16万9536人
の母集団モニターの中から10万人を無作為に抽出し、回答を依頼。最
終的に、大卒以上の学歴を持つ者のみを抽出し、1万1399人から回
答を得ている。これにより、大学卒業後の所得を分析し、理科学習の内
容の変遷が、人的能力の形成と、労働者の労働市場における競争力
にどのような影響を及ぼすかを検証している。
　また学習指導要領の変更がもたらした影響を分析するため、「ゆとり
以前(1966年3月以前生まれ)」「ゆとり世代(1966年4月〜1978年3
月生まれ)」「新学力観世代(1978年4月〜1987年3月生まれ)」と、サン
プルを3分割して比較した。その結果、若い世代になるほど、教科学習
の軽減化に伴って理数系科目の学習にしわ寄せがいき、得意科目でな
くなる(不得意科目になる)という傾向がうかがえた。理科の中でも、特に
物理が「不得意科目になる」傾向が強かった。また基本的にどの世代

においても、物理を得意とする理系出身者は、他の理系出身者と比べ
て就職後得られる所得が高い。加えて世代が高くなるにつれ、その差は
大きくなることもわかった。
　以前の研究では、理系学部出身者と文系学部出身者との所得格差
を実証的に明らかにし、理系的な能力の形成によって、労働市場におい
て相対的に強い競争力を持ち得るというメッセージを発信した。「この競
争力の源泉は、数理的思考能力を培うことによって、初めて対応可能に
なる仕事が存在していることにあり、労働市場では、このような能力に対し
てある種の優位性が認められている」と西村教授らは考えている。
　それにもかかわらず、過去30年にわたる学習指導要領の改訂は、物
理をはじめとする理数系の教科学習を促進する内容ではなかった。そう
いった学習指導要領の改訂によって、多くの者が偏りのある学習を余
儀なくされ、理数系科目や物理の学習を敬遠するようになった。別の見方
をすれば、その結果、それらの科目を熱心に学習した者が身につけた数
理的かつ論理的思考力の価値が相対的に高まり、労働市場における
評価につながっているとも考えられる。
　物理学習はどの世代においても所得上昇に寄与する。大学卒業後
に高所得を得るためには、理系的な能力を身に付けること、とりわけ物理
の学習に取り組んでいくことが重要だといえそうだ。

学 ぼ う！ 物 理 理系の中でも「物理履修者」は、就職後、最も所得が高くなる！

図 高難易度大学理系学部出身者の理科の得意科目別平均所得(万円)
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い つ 、 だ れ が

1988年に、文化人類学者、上田紀行
東京工業大学大学院准教授がスリラ
ンカの悪魔祓いの儀式を、こう表現し
たことに始まる。上田准教授によると、
悪魔祓いとは単なる病気の治療だけで
はなく、人と人のつながりを取り戻す儀
式とされる。1990年代初頭、バブル崩
壊で、心身共に疲弊しきった日本社会
に「癒し」という言葉は浸透し、1999
年には流行語トップ１０賞を受賞。その
後癒しブームが訪れるなど、今に至るま
で人々の心を捉えて離さない。

学
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
よ
う
と

い
う
試
み
は
、
虚
し
い
心
か
ら

生
じ
る
様
々
な
社
会
的
問
題

行
動
を
未
然
に
防
ぐ
効
果
も

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
期

待
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

の
研
究
者
の
注
目
を
集
め
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
、

私
の
主
宰
す
る
癒
し
工
学
研

究
会
に
は
、
工
学
は
勿
論
の
こ

と
心
理
学
や
哲
学
、
芸
術
な

ど
の
人
文
・
社
会
科
学
、
ま
た

医
学
な
ど
、
異
分
野
で
先
端

的
な
研
究
を
さ
れ
て
い
る
先

生
方
が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
こ

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
、
現

代
が
求
め
て
い
る
学
際
的
研

究
領
域
の
始
ま
り
で
す
。

　

具
体
的
研
究
例
の
一
つ
は
、

う
つ
症
状
を
呈
す
る
患
者
さ

ん
に
対
し
て
、
癒
し
刺
激
を
組

み
込
ん
だ
検
査
キ
ッ
ト
を
作

解
放
し
た
り
す
る
こ
と
が
不

可
能
な
人
の
心
を
、
よ
り
好
ま

し
い
状
態
に
戻
す
刺
激
」
と
、

癒
さ
れ
る
を
そ
の「
プ
ロ
セ
ス
」

と
定
義
し
ま
し
た
。
そ
し
て
癒

し
刺
激
は
、
癒
さ
れ
た
と
い
う

状
態
を
作
り
だ
す
き
っ
か
け

と
な
る
人
、
事
象
全
て
が
関

与
す
る
と
考
え
ま
し
た
。

　

次
に
取
り
か
か
っ
た
の
は
癒

し
と
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
を

含
む
刺
激
な
の
か
、
そ
れ
を
分

析
し
ま
し
た
。
世
間
で
人
気
の

高
い
癒
し
グ
ッ
ズ
を
調
査
・
収

集
し
、
人
は
そ
の
グ
ッ
ズ
の
ど

ん
な
と
こ
ろ
に
癒
し
を
感
じ
、

そ
の
時
の
心
の
状
態
は
ど
の
よ

う
で
あ
る
か
を
実
験
的
に
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。
市
場
調
査

の
結
果
、
ヒ
ッ
ト
商
品
に
な
っ

て
い
る
癒
し
グ
ッ
ズ
を
67
点
集

め
、
被
験
者
に
も
っ
と
も
癒
さ

れ
た
グ
ッ
ズ
3
点
を
選
択
し

て
も
ら
い
、
言
葉
で
そ
の
グ
ッ

ズ
の
も
つ
特
徴
と
、
自
分
の
心

癒
し
を
創
る

る
、「
癒
し
」
と
い
う
も
の
に

関
心
を
も
ち
、
癒
し
を
科
学
し

工
学
的
に
実
現
す
る
こ
と
を

目
指
し
た
い
と
考
え
る
に
至
っ

た
わ
け
で
す
。

　

癒
し
と
は
何
か
（「
知
る
」）、

癒
さ
れ
る
と
は
ど
う
い
う
状

態
な
の
か
。（「
測
る
」）、
そ
し

て
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
癒
し
を

工
学
的
に
「
創
る
」
と
い
う
研

究
で
す
。

癒
し
を
定
義
し

分
析
す
る

　

ま
ず
最
初
、
癒
し
そ
の
も

の
を
定
義
す
る
こ
と
が
必
要

で
し
た
。
癒
し
は
社
会
で
い
ろ

い
ろ
な
場
面
に
使
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
癒
し
の
本
質
を
解
明

す
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
。

1
9
8
8
年
に
マ
ス
コ
ミ
に

初
め
て
《
癒
し
》
と
い
う
概

念
を
提
示
し
た
本
学
の
上
田

紀
行
准
教
授
の
説
【
コ
ラ
ム
参

照
】
を
踏
ま
え
、
人
が
癒
し
を

求
め
る
の
は
「
心
に
《
共
に
あ

る
》《
受
容
さ
れ
る
》《
自
分
の

居
場
所
を
取
り
戻
す
》
を
実

感
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
」
と

捉
え
、
癒
し
を
「
充
た
さ
れ
な

い
心
を
独
力
で
緩
和
し
た
り
、

東京工業大学大学院
理工学研究科
機械理工学専攻　助教

北岡　哲子先生

表
情
認
識

癒
し
工
学

　

車
を
運
転
す
る
人
の
顔
の
表

情
を
読
み
取
っ
て
、
眠
そ
う
だ

な
と
判
断
し
た
ら
「
も
う
す
ぐ

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
が
あ
り
ま
す

よ
」
と
マ
ス
コ
ッ
ト
ロ
ボ
ッ
ト

が
声
を
か
け
て
く
れ
る
よ
う
な

車
の
開
発
が
す
で
に
始
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
人
間
の

顔
画
像
か
ら
、
心
の
状
態
を
読

み
取
る
表
情
認
識
や
顔
全
体
の

動
き
検
出
の
技
術
な
ど
が
ベ
ー

ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。
表
情
心

理
学
に
お
い
て
人
間
の
基
本
６

感
情
は
、
44
あ
る
顔
の
筋
肉
の

動
き
の
組
み
合
わ
せ
に
還
元
で

き
る
と
い
う
ポ
ー
ル
・
エ
ク
マ

ン
（
P
a
u
l 

E
k
m
a
n:

ア
メ
リ
カ
の
心
理
学
者
：

1
9
3
4
～
）
の
研
究
が
よ

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
エ
ク
マ

P r o f i l e
異分野から工学の世界に飛びこみ、北岡
オリジナルの「癒し工学」を提唱し社会貢
献を目指す。工学・心理学・脳科学・芸術
を結びつけ学際的研究に従事している。
2008年12月に日本機械学会計算力学部
門に「癒し工学研究会」を設立。09年、東
京工業大学において博士(工学)を取得。
日本機械学会、感性工学会、日本早期認
知症学会、脳電位学会会員。2011年日本
機械学会｢癒し工学研究分科会｣主査。
青山学院高等部出身。

様
々
な
心
の
不
安
が
渦
巻
く
現
代
社
会
、そ
れ
を
少

し
で
も
解
消
し
よ
う
と
す
る
か
の
よ
う
に
、人
々
は

心
に
癒
し
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
を
探
し
求
め
て

い
ま
す
。温
泉
や
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
が
ブ
ー
ム
に
な

る
だ
け
で
な
く
、癒
し
グ
ッ
ズ
と
呼
ば
れ
る
商
品
が

登
場
し
た
り
、癒
し
系
な
ど
と
い
う
人
や
物
に
対
す

る
形
容
語
ま
で
現
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
ん

な
癒
し
を
、定
義
し
科
学
的
に
分
析
す
る
こ
と
か
ら

始
め
て
、そ
の
工
学
的
な
再
現
を
目
指
そ
う
と
い
う

学
際
的
な
研
究
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

提
唱
者
で
あ
る
北
岡
哲
子
先
生
に
、癒
し
工
学
と
は

何
か
、そ
の
可
能
性
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

の
状
態
を
回
答
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。人
が
癒
さ
れ
る
物
は
、

な
つ
か
し
い
、
き
れ
い
、
か
わ

い
い
と
い
う
3
つ
の
要
素
を

も
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。

　

ま
た
人
は
人
に
癒
さ
れ
る

の
は
周
知
の
事
実
で
す
し
、
人

の
表
情
も
人
を
癒
す
刺
激
と

な
り
う
る
と
い
う
考
え
か
ら
、

顔
画
像
の
サ
ン
プ
ル
を
用
意

し
被
験
者
に
見
せ
、
癒
さ
れ
る

顔
を
選
ん
で
も
ら
う
と
い
う

実
験
も
行
い
ま
し
た
。
こ
の
結

果
を
工
学
的
な
顔
表
情
学
習

シ
ス
テ
ム
で
心
理
実
験
と
比
較

し
、
顔
表
情
の
ど
の
部
分
が
癒

し
に
関
係
し
て
い
る
か
を
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。

今
後
の
展
望

　

現
在
癒
し
を
科
学
し
、
工

制
し
、
検
査
す
る
こ
と
で
患
者

さ
ん
が
癒
さ
れ
、
う
つ
症
状
を

改
善
で
き
る
デ
ー
タ
を
心
療

内
科
・
脳
外
科
の
現
場
と
連

携
し
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
現
在
は
こ
の
キ
ッ
ト
の
精

度
を
上
げ
る
と
と
も
に
、
う
つ

の
診
断
を
す
る
医
療
者
を
サ

ポ
ー
ト
で
き
る
「
う
つ
表
情
分

析
シ
ス
テ
ム
」
の
開
発
に
力
を

注
い
で
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
人
々
の
癒
し
を

求
め
る
気
持
ち
は
高
ま
る
と

予
想
さ
れ
ま
す
か
ら
、
他
分

野
の
研
究
に
お
い
て
も
癒
し
は

キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
て
い
く
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
癒
し
工

学
が
社
会
的
問
題
の
解
決
に

貢
献
で
き
る
工
学
と
し
て
発

展
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

進路の
ヒント

ス
ス
メ
！
理
系
特
集
Ⅱ

癒 し は I Y A S H I

一般的に癒しはHealingと直訳されて
いる。Healingは元来治療や宗教的意
味合いが強いため、本定義の癒しと意
味が異なる。また温泉やマッサージ、睡
眠などはリラクゼーションであり、共にあ
る・受容される・自分の居場所を取り戻す
という癒しの本質を含んでいない点で、
北岡の癒しの定義の範囲ではない。

癒
し
工
学
か
ら
の
提
言

ン
は
様
々
な
実
験
を
通
じ
て
、

顔
の
筋
肉
の
動
き
と
感
情
と
の

対
応
関
係
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

貴
族
に
も
、
鏡
の
存
在
も
知
ら

な
い
ア
フ
リ
カ
の
未
開
の
現
地

人
や
生
ま
れ
つ
き
全
盲
の
人
に

も
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

を
示
し
ま
し
た
。

　

自
殺
者
が
年
間
3
万
人
を

超
え
る
現
代
社
会
に
お
い
て
、

職
場
や
家
庭
で
強
い
ス
ト
レ
ス

を
感
じ
う
つ
症
状
を
呈
す
る

人
が
激
増
し
て
い
ま
す
。
私

は
、
普
通
に
生
き
て
い
く
だ

け
で
心
の
健
康
が
阻
害
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
社
会
の
中
で
、

人
々
の
心
を
少
し
で
も
良
い
状

態
に
も
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
方
法
は
な
い
か
熟
考
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

漠
然
と
し
た
概
念
で
い
ろ
い
ろ

な
使
い
方
を
さ
れ
て
い
る
け
れ

ど
、
誰
も
が
好
ま
し
く
感
じ

緊 急 時 の ア ロ マ
　スポーツには
様々なケガがつ
きものですが、ア
ロマセラピーは
ケガの予防に役
立つだけでなく、
緊急時のケアに
も有 用です。ス
ポーツの種類に
よっておこりやすいケガの種類や部位は異なりますが、スポーツ全般
を通して起こりやすいものに捻挫や肉離れ、打撲、こむら返りなどがあ
ります。これらの対処策としては、ケガをした直後（急性期）と炎症が
治まった後（慢性期）によって変える必要があります。急性期にはマッ
サージは行わず、通常より濃い濃度（5％程度）のブレンドオイルを患
部に塗布し、氷などでアイシングを行いましょう。慢性期には濃度を３
%程度に薄め、腱や筋肉の硬化した部分をほぐすようにマッサージを
行います。急性期には炎症を抑え痛みをやわらげる作用のある、ウイ
ンターグリーンやクローブ、ペパーミントなどが適しています。また打撲
や内出血の場合は、血腫抑制作用のあるヘリクリサムの塗布もお薦
めです。慢性期には患部を温める作用のあるレモングラス、マージョラ
ム、ジンジャーなどの精油を用いてマッサージを行うと効果的です。

●講師　森　美侑紀
医科学修士、正看護師、柔道整復師、介護支援専門員、アロマコ
ーディネーター、アロマトップインストラクター、プロバスケチーム“大
阪エヴェッサ”公認メディカルアロマトレーナー。現在、和歌山県立
医科大学大学院医学研究科博士課程に在学し「活性酸素」の
研究に従事。森ノ宮医療大学非常勤講師。森ノ宮医療学園専
門学校柔道整復学科教員。同大学と専門学校にて、一般の方も
学べる「アロマコーディネーター資格取得講座」を開講中。

第12回

●提供/森ノ宮医療大学
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森先生が注目している研究を聞いてみました

日本に1台しかない1985年当時の試作ワープロ。

進路の
ヒント

イノベーション　の
軌跡

ま
り
載
っ
て
い
ま
せ
ん
。「
原

発
」
の
よ
う
な
省
略
語
は
も

ち
ろ
ん
載
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
、
高
校
の
社
会
科
や
国

語
の
教
科
書
、
会
社
で
使
う

文
例
集
な
ど
か
ら
も
単
語
を

拾
い
集
め
る
必
要
が
あ
っ
た
の

で
す
。

私
た
ち
が
初
の
国
産
ワ
ー

プ
ロ
J
W

–

10
を
世
に
出
し
た

の
は
、
研
究
を
始
め
て
か
ら
７

索
研
究
と
呼
ば
れ
た
。

※
３　

1
9
7
8
年
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

の
展
示
会
、
デ
ー
タ
シ
ョ
ー
に
参
考
出

品
し
た
。ス
タ
ー
ト
か
ら
６
年
間
は
、表

に
出
る
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、
正
式
に

認
め
ら
れ
た
６
年
目
に
は
論
文
の
第
一

報
を
発
表
し
、
翌
年
に
は
製
品
を
出
す

こ
と
が
で
き
た
。ア
イ
デ
ア
の
発
表
か

ら
商
品
化
ま
で
１
年
だ
っ
た
た
め
話
題

に
な
っ
た
。

明
確
な
目
標
を
立
て
よ
う
。

対
話
も
大
事

こ
の
間
の
経
験
か
ら
も
言

え
ま
す
が
、
私
は
大
き
な
仕

事
を
成
し
遂
げ
る
の
に
欠
か

せ
な
い
の
は
明

確
な
目
標
を
掲

げ
る
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

東
芝
の
研

究
所
で
は
、
新

し
い
研
究
を
ス

タ
ー
ト
す
る
に

あ
た
っ
て
、
お

客
様
が
望
ん
で

い
る
も
の
、
あ

る
い
は
そ
れ
を
実
現
す
る
こ

と
で
お
客
様
が
得
ら
れ
る
メ

リ
ッ
ト
を
、
三
行
以
内
の
短
い

文
章
で
ま
と
め
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。そ
し
て
こ
れ
を《
コ

ン
セ
プ
ト
》
と
呼
び
、
そ
れ

に
向
か
っ
て
必
要
な
技
術
を

開
発
し
て
い
く
の
で
す
。
開
発

の
進
め
方
に
は
、
あ
る
原
理
が

見
つ
か
っ
た
か
ら
そ
れ
を
活
か

せ
る
分
野
を
探
す
と
い
う
方

法
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
と

は
逆
の
考
え
方
で
す
。
当
然
、

日
頃
か
ら
お
客
様
の
声
も
聞

い
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

ワ
ー
プ
ロ
開
発
に
あ
た
っ
て

掲
げ
た
の
は
、
以
下
の
三
行
で

す
※
４
。

１
。
手
書
き
よ
り
も
早
く
日

本
語
の
文
章
が
書
け
る
こ
と

２
。
ど
こ
で
も
持
ち
運
べ
る
も

年
後
の
1
9
7
8
年
で
し
た

※
３
。

※
１　

基
礎
研
究
で
は
、当
時
、京
都
大

学
工
学
部
電
子
工
学
科
で
人
工
知
能
を

研
究
し
て
い
た
長
尾
真
先
生
（
国
立
国

会
図
書
館
長
、元
京
都
大
学
総
長
）の
協

力
を
仰
い
だ
。

※
２　
（
株
）東
芝
に
は
、
主
に
定
時
の

間
に
行
う
正
規
の（
オ
ン
・
ザ
・
テ
ー
ブ

ル
）研
究
の
他
に
、１
〜
２
割
の
時
間
を

使
っ
て
自
由
な（
ア
ン
ダ
ー
・
ザ
・
テ
ー

ブ
ル
）研
究
を
し
て
も
い
い
と
い
う
、新

し
い
ル
ー
ル
を
作
っ
て
も
ら
っ
た
。こ

れ
は
解
が
あ
る
か
な
い
か
わ
か
ら
な
い

こ
と
を
研
究
す
る
と
い
う
意
味
か
ら
探

社会が求めているものを
三行以内で表してみよう 東京理科大学

イノベーション研究科
技術経営専攻　教授

森　健一先生
P r o f i l e
１９６２年東京大学応用物理学科卒業後、東京芝浦電気
株式会社総合研究所入社。同社情報システム研究所長、
取締役パーソナル情報機器事業本部長、常務取締役を歴
任。 １９９９年東芝テック株式会社取締役社長、２００３年相
談役、２００４年からMOT専攻教授。大河内記念技術賞、科
学技術庁長官賞など多数受賞。『日本語ワードプロセッサの
誕生』（丸善）、『MOTの達人』（共著、日本経済新聞出版
社）など著書多数。麻布高等学校出身。

理
を
見
つ
け
れ
ば
い
い
わ
け
で

す
。
そ
こ
で
開
発
し
た
の
が
、

人
の
文
字
の
癖
を
覚
え
て
お

く
長
期
学
習
と
、
直
前
に
使
っ

た
言
葉
を
覚
え
て
お
く
と
い

う
短
期
学
習
と
組
み
合
わ
せ

た
、
学
習
方
式
と
呼
ば
れ
る

方
法
で
す
。

同
音
異
義
語
が
10
個
あ
っ

た
と
し
て
も
、
人
に
よ
っ
て
言

葉
の
使
い
方
に
は
偏
り
、
癖

が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、

私
が
「
こ
う
し
ょ
う
」
と
打
っ

た
と
す
る
と
、
そ
れ
は
「
交

渉
」
で
は
あ
っ
て
も
、「
鉱
床
」

や
「
校
章
」
で
あ
る
可
能
性

は
極
め
て
低
い
。
で
す
か
ら

使
う
頻
度
が
高
い
順
番
に
出

せ
ば
、
第
一
変
換
率
は
高
ま
る

は
ず
で
す
。
そ
れ
と
同
様
に
、

直
前
に
使
っ
た
言
葉
を
も
う
一

度
使
う
確
率
も
高
い
と
考
え

た
の
で
す
。
ち
な
み
に
現
在
の

パ
ソ
コ
ン
に
は
、
短
期
学
習
し

か
組
み
込
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
前
提
と
な
る
単
語
の

登
録
も
、
当
時
は
大
き
な
問

題
で
し
た
。当
時
、相
談
に
乗
っ

て
い
た
だ
い
た
国
語
学
者
の

金
田
一
春
彦
先
生
（
1
9
1
3

年
～
2
0
0
4
年
）
に
よ

る
と
、
国
語
辞
書
は
漢
和
辞

典
の
系
譜
を
引
い
て
い
て
、

読
む
際
に
使
う
の
が
便
利
な

よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
た
め
、

難
し
い
単
語
と
基
本
的
な
単

語
し
か
載
っ
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
た
し
か
に
日
常

よ
く
使
う
言
葉
は
少
な
い
。

た
と
え
ば
「
部
長
」
や
「
課

長
」
は
載
っ
て
い
て
も
、
派
生

語
で
あ
る
「
次
長
」
は
載
っ
て

い
ま
せ
ん
。
ま
た
手
紙
に
使

わ
れ
る
「
お
慶
び
」
な
ど
は

専
門
用
語
と
い
う
こ
と
で
あ

その2

パソコンに向かって、キーボードでローマ字を打ち込みながら操作していくと、ディ
スプレイには次々と漢字仮名交じりの日本語が表われてきます。今では当たり前に
なっているこの日本語変換。その基礎技術となっているのが日本語ワードプロセッ
サー、通称ワープロです。この技術は、日本の情報社会の進展に多大な貢献をした
だけでなく、中国や韓国でも、中国語、韓国語によるテキスト作成に大きく寄与して
います。株式会社東芝の研究所時代にこの技術を開発した森健一先生に、ワープ
ロ誕生にまつわるエピソード、そしてイノ
ベーションを起こすのに求められる考え
方などをお聞きしました。

国
内
初
の

ワ
ー
プ
ロ
誕
生

私
た
ち
の
最
初
の
研
究

テ
ー
マ
は
、
文
字
を
「
打
ち
込

む
」（
文
字
入
力
）
の
で
は
な

く
、
紙
に
書
か
れ
た
文
字
を

機
械
で
ど
の
よ
う
に
「
読
み

取
る
」
か
で
し
た
。
1
9
6
3

年
に
始
ま
り
、
最
初
に
形
に

な
っ
た
の
が
、
手
書
き
の
郵
便

番
号
を
自
動
的
に
識
別
で
き

る
装
置
、
自
動
手
書
き
郵
便

番
号
読
み
取
り
機
で
す
※
１
。

1
9
6
7
年
に
郵
政
省
が
採

用
し
て
く
れ
て
、
翌
年
か
ら

郵
便
番
号
制
度
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。

1
9
7
1
年
に
は
、
国
家

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
数

字
に
加
え
て
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ

ト
や
記
号
の
読
取
も
実
用
化

し
、
研
究
の
最
終
目
的
で
あ

る
、
手
書
き
の
漢
字
の
読
み

取
り
に
つ
い
て
も
、
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
上
で
は
可
能
な
と

こ
ろ
ま
で
漕
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

そ
こ
で
一
旦
、
文
字
を
た
く
さ

ん
印
刷
し
て
い
る
新
聞
社
や

役
所
の
ニ
ー
ズ
を
聞
い
て
み
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
当
時
は
、

殴
り
書
き
さ
れ
た
字
を
タ
イ

プ
ラ
イ
タ
ー
で
打
ち
直
す
の

に
専
門
の
部
署
が
置
か
れ
る

な
ど
、
活
字
化
す
る
こ
と
自

体
が
大
変
な
作
業
で
し
た
。

た
だ
彼
ら
の
多
く
は
、
手
書

の
で
あ
る
こ
と

３
。
自
分
の
文
書
フ
ァ
イ
ル
に

は
ど
こ
か
ら
で
も
ア
ク
セ
ス
で

き
る
こ
と

一
行
目
は
、
す
で
に
お
話
し

し
た
よ
う
に
７
年
後
に
実
現

し
ま
し
た
。
大
き
さ
は
事
務

机
の
サ
イ
ズ
。
そ
れ
ま
で
の

も
の
は
巨
大
で
、
熱
も
た
く

さ
ん
出
す
こ
と
か
ら
、
空
調

の
整
備
さ
れ
た
計
算
機
室
と

呼
ば
れ
る
特
別
な
部
屋
で
管

理
さ
れ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
事

務
所
内
に
置
け
る
と
い
う
の

は
画
期
的
な
こ
と
で
し
た
。

た
だ
、
二
行
目
を
実
現
す
る

に
は
、
小
型
化
が
必
要
で
、

そ
れ
に
は
ま
ず
ブ
ラ
ウ
ン
管

を
な
く
す
必
要
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
だ
高
解
像
度
の
ブ
ラ

ウ
ン
管
さ
え
な
い
時
代
に
、
私

た
ち
は
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

を
作
っ
て
も
ら
い
に
他
の
部
署

に
掛
け
合
い
ま
し
た
。
そ
れ

も
正
式
に
認
め
ら
れ
て
い
な
い

研
究
で
研
究
費
も
あ
り
ま
せ

ん
か
ら
、「
将
来
必
ず
役
に
立

つ
か
ら
」
と
い
っ
て
出
世
払
い

で
お
願
い
し
た
わ
け
で
す
。

そ
の
結
果
、
７
年
後
の

1
9
8
5
年
、
二
行
分
の

液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
備

え
た
ワ
ー
プ
ロ
が
完
成
し

ま
し
た
（
写
真
）。
こ
れ
は

「
R
u
p
o
」
と
呼
ば
れ
る

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
の
原
型
に
も

な
っ
た
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ

て
東
芝
は
、
世
界
の
ノ
ー
ト
パ

ソ
コ
ン
の
元
祖
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
目
標
と
な
る

明
確
な
コ
ン
セ
プ
ト
を
創
造

す
る
時
に
欠
か
せ
な
い
の
が

議
論
で
す
。
そ
れ
も
半
年
く

ら
い
か
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
間
に
、
大
事
な
こ

と
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
く

る
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
行
き

詰
ま
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
か

ら
、
そ
の
場
合
は
一
旦
中
止
し

ま
す
。
ワ
イ
ン
を
発
酵
さ
せ
る

よ
う
に
、
意
識
的
に
放
置
す

る
の
で
す
。
し
か
し
こ
の
間
、

各
自
は
自
分
の
中
で
議
論
を

続
け
て
い
ま
す
か
ら
、
少
し

時
間
が
経
つ
と
、
必
ず
誰
か

が
新
し
い
視
点
を
持
ち
込
ん

で
き
ま
す
。
す
る
と
、
未
来

の
お
客
様
に
と
っ
て
重
要
な

こ
と
は
こ
れ
だ
と
い
う
も
の
が

絞
ら
れ
て
く
る
。
そ
し
て
一
行

目
が
ま
ず
決
ま
る
の
で
す
。

考
え
た
コ
ン
セ
プ
ト
を
人

に
話
し
て
み
る
、
お
客
様
に
確

か
め
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

そ
こ
で
ま
た
、
大
事
な
こ
と
が

浮
き
彫
り
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
J
W

–

10
も
そ
う
で

し
た
。
私
は
７
割
の
方
か
ら

手
応
え
が
得
ら
れ
れ
ば
、
十

分
な
確
信
を
持
っ
た
も
の
で

す
。三

行
目
の
、
自
分
の
文
書

フ
ァ
イ
ル
に
ど
こ
か
ら
で
も
ア

ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
な
る
、

に
つ
い
て
は
、
1
9
9
0
年

代
半
ば
か
ら
始
ま
る
情
報
通

信
革
命
を
待
た
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
は
ま

さ
に
、
み
な
さ
ん
が
育
っ
て
き

た
時
代
と
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
す

る
時
代
で
す
。

※
４　

既
存
の
製
品
を
改
良
す
る
場
合

は
一
行
で
ま
と
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い

た
。た
と
え
ば
、
共
働
き
で
、
夜
し
か
洗

濯
機
を
回
せ
な
い
家
庭
の
た
め
の
静
か

な
洗
濯
機
の
開
発
コ
ン
セ
プ
ト
は
、《
夜

の
公
園
の
静
け
さ
》。欧
米
で
は
洗
濯
機

が
台
所
に
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
世
界
的

な
大
ヒ
ッ
ト
と
な
っ
た
。

社
会
の
役
に
立
つ

研
究
に
は
、
思
う
よ
う
に

進
ま
な
い
時
期
が
つ
き
も
の

で
す
。
J
W–

10
の
開
発
で

は
、
６
年
間
ず
っ
と
地
下
に

潜
っ
て
い
る
よ
う
な
状
態
で

し
た
か
ら
、
く
じ
け
そ
う
に

な
っ
た
こ
と
も
何
度
も
あ
り

ま
す
。
そ
も
そ
も
、
解
が
あ

る
か
さ
え
わ
か
ら
な
い
の
で

す
か
ら
止
め
た
く
も
な
り
ま

す
。
し
か
し
明
確
な
目
標
で

あ
る
三
行
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
あ

る
か
ら
こ
そ
、
そ
の
都
度
原

点
に
立
ち
戻
っ
て
気
を
取
り

直
し
、
ま
た
先
に
進
め
た
の

で
す
。
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の

開
発
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

他
の
人
の
協
力
を
得
る
に
も

目
標
は
明
確
で
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
J
W

–

10
開
発
で

は
、
１
万
字
分
の
正
確
な
活

字
パ
タ
ー
ン
を
作
る
こ
と
も

必
要
で
し
た
か
ら
、
新
聞
社

の
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
協
力
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
こ
れ
も
も
ち

ろ
ん
出
世
払
い
で
す
。
他
に
も

い
ろ
い
ろ
な
方
面
に
協
力
を

お
願
い
し
て
き
ま
し
た
が
、
み

な
さ
ん
が
喜
ん
で
協
力
し
て

く
れ
た
の
は
、
コ
ン
セ
プ
ト
が

明
確
だ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。
他
人
を
説
得
す
る
た
め

に
も
、
コ
ン
セ
プ
ト
は
明
確
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

物
理
や
数
学
で
真
理
を
探

求
す
る
の
な
ら
と
も
か
く
、

工
学
分
野
で
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
目
指
す
な
ら
、
研
究
室

に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
て
は
ダ

メ
で
す
。
工
学
は
社
会
と
切

り
離
し
て
は
考
え
ら
れ
ま
せ

ん
。
社
会
貢
献
を
求
め
ら
れ

る
の
だ
か
ら
、
お
客
様
が
望

む
も
の
を
考
え
て
、
そ
れ
を

形
に
で
き
な
く
て
は
工
学
者

と
は
言
え
な
い
の
で
す
※
５
。

「
夢
を
言
葉
に
、
言
葉
を
形

に
、
形
を
製
品
に
、
製
品
を

産
業
に
」（
森
健
一
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
訓
）。

※
５　

森
先
生
は
こ
の
間
の
経
験
を
元

に
、『
新
規
事
業
創
出
論
』や『
コ
ン
セ
プ

ト
創
造
論
』を
教
え
て
い
る
。

　私がもし、これから新しい研究を始めるとしたら、それは
ズバリ脳の測定器です。とくに測定条件を工夫してみた
い。
　私は常々、４つの起源に興味を持ってきました。物質、
生命、自意識、言語です。このうち生命と自意識、言語、いっ
てみればヒューマンサイエンスが一番遅れている。脳研究
もずいぶん進んでいるようですが、はっきりわかっていること
はまだまだ少ない。並行処理をしながら、なぜ人は逐語的
にしゃべれるのか。さらには真善美の感覚をどのように持て
るのか。測定器の空間分解能はかなり上がってきていま
すが、時間分解能についてはまだまだです。それにはまず、
測定条件を一定にすることが必要です。
　体も不思議です。35、6℃の体温でなぜエンジンが動
き続けるのか。これほど身近な存在なのに、人間は未だ
に謎だらけ。ヒューマンサイエンスは対象が身近で、しかも
大型研究のようにお金もかかりませんから、予算の少ない
日本には最適です。
　みなさんには、できれば人がやったことのないことに挑戦
してほしいと思います。分野は問いません。人がやったこ
とをするのはつまらないですし、どうしても重箱の隅をつつく
ようなことに陥りやすいからです。
　最後に一言。これまで研究を続けてきて何かがひらめ
いたなどという都合のいい経験を私はしたことはありません。
もしそんな何かがあるとしたら、ただ苦しんで苦しんで、最
後に何かが出てきたということぐらいではないでしょうか。そ
んな経験をするためにも、高校時代には、基礎を大事に
するとともに、何かに夢中になることを経験してほしいと思
います。

き
で
書
い
た
も
の
を
機
械
が

読
み
取
っ
て
く
れ
る
の
は
あ
り

が
た
い
が
、
そ
も
そ
も
良
い

タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
が
な
い
こ
と

も
問
題
だ
と
考
え
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
を
ヒ
ン
ト
に
私
た
ち

は
、
文
字
読
み
取
り
の
研
究

を
続
け
る
一
方
、
非
公
式
な

研
究
と
し
て
、
使
い
や
す
い
日

本
語
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
の
開

発
、
文
字
入
力
の
研
究
に
も

取
り
か
か
る
こ
と
に
し
た
の
で

す
※
２
。

漢
字
を
含
む
日
本
語
の
文

章
を
活
字
に
す
る
に
は
、
１

万
字
規
模
の
文
字
が
不
可
欠

で
す
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
だ
け

の
キ
ー
を
用
意
す
る
わ
け
に

も
い
き
ま
せ
ん
の
で
、
や
は
り

か
な
文
字
や
ロ
ー
マ
字
で
入

力
し
て
か
ら
漢
字
仮
名
交
じ

り
文
へ
と
自
動
変
換
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
こ

れ
は
、
当
時
の
専
門
家
の
間

で
は
不
可
能
だ
と
言
わ
れ
て

い
た
こ
と
で
、
研
究
所
長
か
ら

も
正
式
な
研
究
と
し
て
は
認

め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。

日
本
語
の
場
合
、
二
語
に
一

語
の
割
合
で
同
音
異
義
語
が

登
場
し
ま
す
。
こ
れ
だ
け
頻

度
が
高
い
と
、
そ
の
都
度
選
択

し
て
変
換
す
る
の
で
は
か
な

り
面
倒
で
す
。
人
間
の
よ
う

に
書
き
か
け
の
文
章
や
前
後

の
文
章
か
ら
意
味
を
推
定
し

て
変
換
で
き
れ
ば
い
い
わ
け
で

す
が
、
そ
の
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
現
在
に
至
る
ま
で
実
現

で
き
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、〝
鳥

の
よ
う
に
”
で
は
な
く
て
も
、

推
進
力
と
揚
力
と
を
利
用
し

て
工
学
的
に
飛
行
機
が
作
れ

た
よ
う
に
、
文
字
の
変
換
も
、

効
率
よ
く
行
え
る
工
学
的
原
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コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の

発
展
の
歴
史

　

私
が
研
究
し
て
い
る
の

は
、「
可
触
化
」
と
い
う

技
術
で
す
。
こ
れ
は
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
の
中
で
「
も
の

に
触
れ
る
」
感
覚
を
実
現

し
よ
う
と
い
う
試
み
で
す
。

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
は
、

見
る
こ
と
、
聴
く
こ
と

が
可
能
に
な
り
ま
し
た

が
、
触
覚
に
つ
い
て
は
、

長
い
間
な
お
ざ
り
に
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
最
近
、

i
P
a
d
の
よ
う
な
タ
ッ

チ
パ
ネ
ル
系
の
「
触
る
」

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
が
登

場
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
ま

で
は
マ
ウ
ス
と
キ
ー
ボ
―

ド
だ
け
に
と
ど
ま
っ
て
い

た
の
で
す
。

　

可
触
化
の
技
術
が
進
ま

な
か
っ
た
の
は
、
そ
の
再

現
の
困
難
さ
に
一
因
が
あ

り
ま
す
。
人
間
の
目
は
、

0
・
1
秒
程
度
の
差
し
か

感
知
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ

よ
り
短
い
時
間
で
連
続
表

示
す
る
と
動
い
て
い
る
と

錯
覚
し
ま
す
。
テ
ン
ポ
が

技
術
が
す
ぐ
に
反
映
さ
れ

や
す
い
ゲ
ー
ム
。
最
近
で

は
、
３
D
セ
ン
サ
ー
を

リ
モ
コ
ン
に
搭
載
し
て
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
を
ゲ
ー
ム
で

再
現
し
て
い
ま
す
。
と
こ

ろ
が
、
こ
の
技
術
に
は
ま

だ
リ
ア
ル
な
手
応
え
が
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
可
触

化
の
技
術
を
利
用
す
れ
ば
、

現
実
と
変
わ
ら
な
い
感
覚

を
再
現
で
き
ま
す
。

　

教
育
に
も
応
用
で
き
ま

す
。
通
常
実
感
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
万
有
引
力
や

分
子
間
力
と
い
っ
た
物
理

の
力
も
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
っ
て
実
際
に
触
っ

て
体
験
で
き
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
複
数
の
ス
パ
イ

ダ
ー
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

つ
な
げ
ば
、
遠
く
離
れ
た

人
同
士
が
握
手
を
す
る
な

ど
、
違
う
場
所
に
い
な
が

ら
、
同
じ
も
の
を
触
る
感

覚
を
共
有
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

　

ス
パ
イ
ダ
ー
は
「
触
る
」

だ
け
で
な
く
「
重
み
」
を

感
じ
ら
れ
る
の
も
大
き
な

特
徴
で
す
。「
情
報
の
重
み
」

を
「
現
実
の
重
み
」
に
対

応
さ
せ
て
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
情
報
を
送
信
す
る

と
き
に
ク
リ
ッ
ク
が
重
く

な
る
仕
組
み
を
作
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
自

由
に
重
さ
や
抵
抗
を
変
え

ら
れ
ま
す
か
ら
、
ダ
ン
ベ

ル
代
わ
り
に
医
療
の
現
場

で
個
々
人
に
会
わ
せ
た
リ

ハ
ビ
リ
に
用
い
る
こ
と
も

で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

可
触
化
を
実
現
す
る

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
ス
パ

イ
ダ
ー
の
利
点
は
、
巨
大

化
す
る
こ
と
が
簡
単
な
こ

と
で
す
。
糸
を
頑
丈
な
ワ

イ
ヤ
ー
に
し
て
部
屋
い
っ

ぱ
い
に
張
り
、
中
央
に
等

身
大
の
ぬ
い
ぐ
る
み
を
吊

る
し
て
そ
れ
を
イ
ン
タ
ー

さ
れ
ま
す
。
モ
ニ
タ
ー
中

の
ボ
ー
ル
が
壁
に
ぶ
つ
か

れ
ば
、
手
元
の
ボ
ー
ル
も

そ
れ
以
上
先
に
は
動
き
ま

せ
ん
し
、
壁
沿
い
に
ボ
ー

ル
を
擦
り
つ
け
れ
ば
、
手

元
で
摩
擦
を
感
じ
ま
す
。

　

ス
パ
イ
ダ
ー
を
仮
想
の

「
手
」
の
よ
う
に
使
う
研

究
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
上
の
写
真
の
よ
う
に
、

画
面
上
に
ブ
ロ
ッ
ク
を
表

示
し
、
画
面
の
中
の
ボ
ー

ル
を
接
触
さ
せ
る
と
、
手

で
つ
か
ん
だ
よ
う
に
持
ち

上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
と
き
手
元
に
は
ブ

ロ
ッ
ク
の
分
だ
け
重
み
が

感
じ
ら
れ
る
の
で
す
。
ブ

ロ
ッ
ク
を
別
の
ブ
ロ
ッ
ク

に
ぶ
つ
け
る
と
抵
抗
を
感

じ
ま
す
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

方
向
に
回
転
さ
せ
て
、
本

物
の
積
み
木
の
よ
う
に
遊

ぶ
こ
と
も
で
き
ま
す
。
設

定
を
変
更
す
れ
ば
、
壁
や

ブ
ロ
ッ
ク
の
弾
力
や
摩
擦

力
も
自
由
に
変
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。ス
パ
イ
ダ
ー

は
と
て
も
精
巧
な
つ
く
り

で
、
体
験
し
た
人
の
多
く

が
驚
き
の
声
を
あ
げ
ま
す
。

今
後
の
可
能
性

　

ス
パ
イ
ダ
ー
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
応
用
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
た
と
え
ば
、
最
新

そ
れ
だ
け
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

に
か
け
る
負
担
が
大
き
い

の
で
す
。
可
触
化
の
技
術

は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術

が
発
展
し
た
こ
と
で
、
初

め
て
実
現
可
能
に
な
っ
た

の
で
す
。

ス
パ
イ
ダ
ー

（SPID
A

R
:Space Interface 

Device for Artificial Reality

）

　

現
在
主
に
使
わ
れ
て

い
る
マ
ウ
ス
は
平
面
上
を

動
く
だ
け
で
す
が
、
私

た
ち
が
研
究
し
て
い
る
の

は
、
立
体
的
に
三
次
元
空

間
を
動
か
せ
る
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ー
ス
で
、
ス
パ
イ
ダ
ー

と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

ス
パ
イ
ダ
ー
は
８
本
の

糸
で
釣
ら
れ
た
球
状
で
、

マ
ウ
ス
に
相
当
す
る
ボ
ー

ル
は
上
下
左
右
に
自
在
に

動
か
せ
ま
す
し
、
ひ
ね
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
の
モ
ニ
タ
ー
に

は
ス
パ
イ
ダ
ー
の
ボ
ー
ル

に
相
当
す
る
も
の
が
表
示

少
し
ず
れ
る
だ
け
で
違
和

感
を
覚
え
る
よ
う
に
、
耳

は
0
・
01
秒
程
度
の
音
の

差
ま
で
感
知
で
き
ま
す
。

　

一
方
、
触
覚
は
0
・

0
0
1
秒
程
度
の
差
さ
え

感
知
で
き
る
と
い
わ
れ
ま

す
。
み
な
さ
ん
も
、
も
の

の
表
面
が
平
ら
か
ど
う
か

を
確
か
め
る
と
き
、
目
で

見
て
も
音
を
聞
い
て
も
わ

か
ら
な
け
れ
ば
、手
で
触
っ

て
確
認
す
る
で
し
ょ
う
。

そ
れ
だ
け
触
覚
は
正
確
な

も
の
な
の
で
す
。

　

も
し
触
覚
を
だ
ま
そ
う

と
す
る
な
ら
ば
、
１
秒
間

に
２
千
回
ほ
ど
モ
ー
タ
を

動
か
し
て
微
調
整
し
続
け

な
い
と
す
ぐ
に
違
和
感
が

伝
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

「触れる」
プログラムをつくろう！

京都産業大学
コンピュータ理工学部
コンピュータサイエンス学科

青木　淳先生
P r o f i l e
近畿大学理工学部化学科卒業
後、同大学大学院化学研究科博
士前期課程修了。就職時にはあえ
てコンピュータの世界に飛び込み、
学部生が４年間かけて学ぶ内容を
半年で習得。株式会社SRA米国コ
ロラド州ボゥルダー研究所を経て、
京都産業大学へ。新潟県立高田
高等学校出身。

実
用
化
さ
れ
た
ば
か
り
の
頃
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
は
、
キ
ー
ボ
ー
ド
し
か
つ

い
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
れ
が
現
在
で
は
、
数
値
で
五
感
へ
の
情
報
を
作

り
出
す
技
術
に
よ
っ
て
、
モ
ニ
タ
ー
で
も
の
を﹁
見
る
﹂、
ス
ピ
ー
カ
ー
で
音

を﹁
聴
く
﹂こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。で
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
中
の

も
の
を﹁
触
る
﹂こ
と
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。実
は
い
ま
、﹁
触
る
﹂技
術
も
身

近
に
広
ま
る
一
歩
手
前
ま
で
来
て
い
ま
す
。可
触
化
を
実
現
し
た
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ー
ス﹁
ス
パ
イ
ダ
ー
﹂に
つ
い
て
、
京
都
産
業
大
学
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
理
工

学
部
の
青
木
淳
先
生
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。

三
次
元
空
間
を
動
か
せ
る
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス“
ス
パ
イ
ダ
ー
”

フ
ェ
ー
ス
に
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　

ス
パ
イ
ダ
ー
は
、
可
聴

化
や
可
視
化
の
技
術
と
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
さ

ら
な
る
可
能
性
を
生
み
出

し
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー

ス
が
三
次
元
空
間
を
自
由

に
動
け
て
も
、
モ
ニ
タ
ー

が
二
次
元
で
は
う
ま
く
奥

行
き
な
ど
が
伝
わ
ら
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
３
D

技
術
と
結
び
つ
け
ば
、
リ

ア
リ
テ
ィ
が
加
わ
る
で

し
ょ
う
。
空
間
上
の
さ
ま

ざ
ま
な
ポ
イ
ン
ト
に
音
を

割
り
当
て
て
、ス
パ
イ
ダ
ー

を
動
か
す
こ
と
で
音
楽
を

演
奏
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
私
た
ち
の
最
終
的
な

目
標
は
、
視
覚
・
聴
覚
・

触
覚
の
完
全
な
融
合
で
す
。

そ
の
実
現
を
探
り
な
が
ら
、

五
感
に
訴
え
る
も
の
と
現

代
世
界
と
の
関
係
を
考
え

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　専門分野を選ぶに際して、メジャー
な研究対象ばかりを追ってはいけま
せん。 競争相手が多くなりますし、
若い時にメジャーなものは、将来時
代遅れになっているものです。ぜひ

「Minority is the Best」のポリシー
で挑んでください。
　そして、大人に馬鹿にされてもいい
ので、子供らしさを持ち続けてください。

「こんなものがあったらいいな」とい
う思いを大切にしてほしい。その上
で、自分がやりたいことを実現するた
めに、サイエンスがどう役立っていく
のかを考えながら勉強してください。
　単に暗記やテクニックに頼るような
受験勉強では本物の学力は身につ
きません。今の受験は「これだけや
ればいい」という発想が多いようです
が、大事なのは「これ以外にどのよ
うな方法があるだろう」という考えを抱
くこと。それを自分で探していくことが、
将来の科学と工学の基礎になるはず
です。

一般入試［前期日程］1月4日○水～出願開始！

入 試 の P O I N T

お問い合わせ先
●一般入試［前期日程］では、1日（1回）の受験で、最大3回の合否判定を受けることができます。
●入学試験成績優秀者学費減免制度があります。（スタンダード3科目型のみ）
●センター試験利用入試［前期］では、複数の学部・学科（専修）に出願することができます。
●入学検定料優遇制度があります。

※スタンダード型に出願する場合、同日に実施する「高得点科目重視型」「センタープラス」と併願することができます。
　「センタープラス」では、外国語学部言語学科の募集は行いません。

※詳細は、2012 年度入学試験要項でご確認ください。

全学部

全学部

経済・経営・
法・外国語・
文化

本学での個別
学力試験は
実施しません

1/27（金）

2/12（日）

一般入試
［前期日程］

センター試験利用入試［前期］

1/4（水）～ 1/13（金）
 （締切日消印有効）
※インターネット出願は
1/13（金）まで受付

1/28（土）

1/29（日）

1/31（火）

2/1（水）

京都（本学）・
札幌・東京・浜松・金沢・
名古屋・大阪北・大阪南・
神戸・和歌山・米子・岡山・
広島・高松・松山・福岡

京都（本学）・東京・金沢・名古屋・
大阪北・大阪南・神戸・和歌山・
岡山・広島・高松・福岡

京都（本学）・金沢・名古屋・
大阪北・大阪南・神戸・岡山・

広島・高松

経済学部 経営学部 法学部 外国語学部 文化学部 理学部 コンピュータ理工学部 総合生命科学部

■2012年度　一般入試［前期日程］・センター試験利用入試［前期］
学部試験日入試制度 出願期間 試験会場 合格発表日

スタンダード3科目型※

スタンダード2科目型※

進路の
ヒント

ス
ス
メ
！
理
系
特
集
Ⅱ
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高 校 生 へ の メ ッ セ ー ジ テ
レ
ビ
の
リ
モ
コ
ン
と

パ
ソ
コ
ン
用
タ
ッ
チ

パ
ネ
ル
で
製
品
化
へ

こ
の
秋
行
わ
れ
た
家
電
や

O
A
機
器
、
電
子
部
品
メ
ー

カ
ー
が
集
う
最
大
の
見
本
市

Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
で
、
私
が
長

年
に
亘
っ
て
開
発
し
て
き
た

圧
電
性
高
分
子
を
も
と
に
、

村
田
製
作
所
が
開
発
し
た
テ

レ
ビ
用
リ
モ
コ
ン
と
パ
ソ
コ

違
っ
た
性
質
を
持
っ
た
シ
ー

ト
を
何
層
も
貼
り
合
わ
せ
れ

ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
電
圧
を
発

生
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
今
回
、

村
田
製
作
所
に
よ
っ
て
発
表

さ
れ
た
T
V
リ
モ
コ
ン
で
は
、

発
生
し
た
電
圧
を
I
C
端

子
で
受
け
、
無
線
信
号
に
変

換
し
ま
す
の
で
、
操
作
の
感

知
に
は
電
池
は
不
要
で
す
が
、

信
号
を
テ
レ
ビ
に
送
る
た
め

の
光
電
池
は
搭
載
し
て
い
ま

す
。現

在
、
家
電
や
O
A
機

器
の
製
造
現
場
で
は
技
術
革

新
の
中
心
は
ハ
ー
ド
か
ら
ソ

フ
ト
へ
、
機
器
本
体
の
機
能

向
上
も
勿
論
の
こ
と
ヒ
ュ
ー

マ
ン
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
の

向
上
へ
と
変
化
し
て
い
ま
す
。

透
明
で
軽
く
、
電
気
を
使
わ

ず
長
持
ち
す
る
と
い
う
性
能

は
、
ま
さ
に
現
代
の
ニ
ー
ズ

に
ピ
ッ
タ
リ
マ
ッ
チ
し
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま

た
将
来
、
液
晶
、
有
機
E
L

を
は
じ
め
と
し
た
モ
バ
イ
ル

の
操
作
画
面
に
使
え
ば
、
丸

め
ら
れ
る
モ
バ
イ
ル
の
実
現

に
も
一
役
買
う
こ
と
が
で
き

る
と
思
い
ま
す
。

※
1　

ポ
リ
乳
酸
は
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
の

一
種
。成
分
は
炭
素
に
酸
素
、水
素
。

※
2　

左
右
対
象
だ
が
、
人
間
の
手
の

ひ
ら
の
よ
う
に
同
じ
方
向
で
は
重
ね

合
わ
せ
る
こ
と
が
出
来
な
い
よ
う
な
形

状
。時

代
は
変
わ
る

私
は
大
学
を
出
て
か
ら
30

数
年
、こ
の
圧
電
性
ポ
リ
マ
ー

の
研
究
を
続
け
て
き
ま
し
た

が
、
こ
こ
へ
至
る
ま
で
の
道

程
は
順
風
満
帆
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
特
に
電
子
デ

バ
イ
ス
の
世
界
で
は
、
面
白

さ
は
あ
る
が
、
実
用
性
に
乏

し
い
と
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
な

ど
の
影
に
隠
れ
て
マ
イ
ナ
ー

な
存
在
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

原
因
の
一
つ
は
同
じ
力
を
加

え
た
時
、
ど
れ
だ
け
電
圧
が

生
ま
れ
る
か
の
指
標
で
あ
る

圧
電
性
、
圧
電
率
の
低
さ
で

す
。
現
在
で
も
、
か
な
り
向

上
し
た
と
は
い
え
、
圧
電
素

子
と
し
て
一
般
的
に
使
わ
れ

て
い
る
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
の
約

10
分
の
１
で
す
。

と
こ
ろ
が
最
近
は
、
モ
バ

イ
ル
の
急
増
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
、
技
術
革
新
の
焦
点
が

ヒ
ュ
ー
マ
ン
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー

ス
に
移
っ
て
き
た
た
め
、
従

来
の
よ
う
な
大
き
な
電
圧
よ

り
、
柔
軟
性
や
透
明
性
な
ど

が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
特
に
モ
バ
イ
ル
で

は
バ
ッ
テ
リ
ー
を
い
か
に
長

持
ち
さ
せ
る
か
が
鍵
で
す
か

ら
、
電
流
を
使
わ
ず
、
し
か

も
少
な
い
電
圧
で
信
号
が
送

れ
る
こ
と
は
大
き
な
メ
リ
ッ

ト
な
の
で
す
。

温
度
に
よ
っ
て
性
質
が
変

化
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
焦
電

性
が
な
い
こ
と
も
、
タ
ッ
チ

パ
ネ
ル
の
よ
う
な
接
触
型
セ

け
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
製
品
を
実
現

す
る
鍵
に
な
っ
た
の
が
圧
電

性
ポ
リ
マ
ー
シ
ー
ト
で
す
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
材
料
に
し

た
乳
酸
で
で
き
て
い
て
、
成

分
は
ご
み
袋
な
ど
に
使
わ
れ

る
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
の
袋
と
ほ

と
ん
ど
変
わ
り
ま
せ
ん
※
1
。

た
だ
、
螺
旋
状
の
キ
ラ
ル
※
2

高
分
子
を
上
手
に
な
ら
べ
て

（
高
次
構
造
制
御
）、
外
か
ら

引
っ
張
っ
た
り
、
曲
げ
た
り

し
て
圧
力
を
加
え
る
と
、《
ズ

リ
応
力
》
と
い
う
力
に
よ
っ

て
電
圧
を
発
生
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
し
か
も
キ
ラ

ル
高
分
子
圧
電
体
は
他
の
圧

電
体
と
異
な
り
、方
向
に
よ
っ

て
発
生
さ
せ
る
電
位
を
変
え

る
こ
と
も
で
き
ま
す
か
ら
、

す
。
し
か
し
あ
る
調
査
に
よ

る
と
、
利
用
者
の
80
％
は
６

種
類
の
ボ
タ
ン
し
か
使
っ
て

い
ま
せ
ん
。
ま
た
高
齢
者
に

と
っ
て
は
、
ボ
タ
ン
の
文
字

そ
の
も
の
が
見
に
く
い
と
い

う
欠
点
も
あ
り
ま
す
。

注
目
さ
れ
た
の
は
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ー
ス
の
ユ
ニ
ー
ク
さ

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
開

発
さ
れ
た
も
の
は
自
ら
電
圧

を
起
こ
し
、
信
号
を
取
り
出

し
ま
す
か
ら
電
池
も
不
要
で

す
。
ま
た
、
フ
ィ
ル
ム
を
使

用
し
た
も
の
で
す
か
ら
、
軽

く
、
し
か
も
劣
化
も
し
な
い

た
め
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
い
り

ま
せ
ん
。
T
V
用
リ
モ
コ
ン

は
、
長
年
に
亘
り
モ
デ
ル
チ
ェ

ン
ジ
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
ら
、

意
匠
と
し
て
の
斬
新
さ
も
受

ン
用
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
が
、
多

く
の
企
業
か
ら
注
目
を
集
め

ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
引
き

合
い
が
あ
り
、
同
社
で
は
、

来
秋
頃
の
サ
ン
プ
ル
出
荷
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

開
発
さ
れ
た
T
V
用
リ
モ

コ
ン
が
提
案
し
た
の
は
、
操

作
を
体
で
覚
え
る
と
い
う
全

く
新
し
い
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー

ス
で
す
。
現
在
の
も
の
は
ボ

タ
ン
だ
け
で
も
57
個
、
フ
ァ

ン
ク
シ
ョ
ン
キ
ー
は
5
0
0

近
く
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

時
代
が
研
究
に
追
い
つ
い
て
来
た

関西大学
システム理工学部副学部長
電気電子情報工学科教授

田實　佳郎先生
P r o f i l e
1978年早稲田大学工学部応用物理学科卒業。80年、同大学大
学院理学研究科応用物理専攻修士課程修了。88年、理学博士

（固体物理学）。理化学研究所、早稲田大学、山形大学で圧電
性を研究。2004年より関西大学教授、2008年10月より現職。

次
世
代
リ
モ
コ
ン
、タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
な
ど
へ
の
応
用
で
注
目
を
集
め
る
、圧
電
性
高
分
子
フ
ィ
ル
ム
を
開
発

村
田
製
作
所
が
発
表
し
た
テ
レ
ビ
に
か
ざ
し
て
振
る
と
O
N
、
O
F
F
、
曲
げ
た
り
ね
じ
っ
た

り
す
る
こ
と
で
チ
ャ
ン
ネ
ル
や
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
変
え
ら
れ
る
リ
モ
コ
ン
。強
く
押
せ
ば
素
早
く

拡
大
し
、
弱
く
押
せ
ば
ゆ
っ
く
り
拡
大
す
る
よ
う
な
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
が
話
題
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

両
方
に
共
通
す
る
の
は
表
面
の
透
明
な
フ
ィ
ル
ム
。圧
電
性
高
分
子
︵
ポ
リ
マ
ー
︶
フ
ィ
ル
ム
と

呼
ば
れ
、
見
た
目
は
普
通
の
ポ
リ
袋
を
少
し
硬
く
し
た
よ
う
な
も
の
で
す
が
、
中
の
高
分
子
の

組
織
や
そ
の
並
べ
方
に
特
別
の
工
夫
が
し
て
あ
っ
て
、
圧
力
を
受
け
る
と
さ
ま
ざ
ま
な
電
圧
を

生
み
ま
す
。自
ら
を
圧
電
性
高
分
子
研
究
の
最
終
ラ
ン
ナ
ー
と
称
す
る
関
西
大
学
の
田
實
佳
郎

教
授
に
、話
題
の
フ
ィ
ル
ム
の
仕
組
み
に
つ
い
て
、ま
た
注
目
を
浴
び
た
き
っ
か
け
と
そ
の
経
緯
、

研
究
の
心
構
え
な
ど
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

とにかく面白いと思ったものをとことん突き詰めてみ
ることです。それも諦めずに続けること。時代を追うと
いう生き方もあっていいかもしれませんが、反対に自分
の好きなことを追求するという生き方があってもいいと
思います。

透明なフィルムを引っ張ったり、曲げたりすると、中
の高分子が動いて電圧が発生し、それがまた電気信
号として外へ出てくる。大きな動きから小さな動きへ、
そしてまた小さな動きから大きな動きへ、しかもそれは目
に見えません。それだけでも不思議ではないでしょうか。

教科書でDNA の二重らせんを見たことがあると思
いますが、乳酸ポリマーもそれに似てとても美しいもの
です。それを、温度や条件を変えて、並べ替えたり、
つなぎ合わせたりする作業はそれだけでも楽しい。楽
しければ人は辛くても我慢できます。持続できるから、
結果もまたついてくるのです。

現代をよく、閉塞感に満ちた時代だという人がいま
す。しかし私は逆に、今ほど面白い時代はないと思っ
ています。大きな組織、一流の大学へ行かなくても、
優れた研究はいくらでもできます。立派な装置がなく
てもできる研究はたくさんありますし、大きな図書館が
なくてもインターネットで情報はいくらでも集められます。
起業するのにも店舗がいるとは限りません。どこで何
が求められているかがつかめればいいのです。発明、
発見には企業規模は関係ありません。若い人にとっ
てチャンスは昔に比べて広がっている、と私は思って
います。

私の研究も、もしこのような時代でなければ、埋も
れていたかもしれません。事実、かつて有力国立大
学には必ずあった圧電高分子の研究室は、今ではす
べて閉鎖されています。しかし、環境が変わり、今や
マイナーな研究が、かえって役に立つ時代になってき
たのです。私の研究と同じように、将来に役立つ研
究は、全国のさまざまな大学の中にも眠っているかもし
れません。

時代は変わるのだということを信じて、自らおもしろ
いと思えるものをひたすら追求してみるのも一つの生き
方だと思います。

ン
サ
ー
で
は
メ
リ
ッ
ト
に
な

り
ま
す
。
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
で

は
、
人
の
体
温
に
よ
っ
て
信

号
が
変
わ
る
と
誤
作
動
の
原

因
と
な
り
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス

で
は
長
年
、
焦
電
・
圧
電
分

離
問
題
が
課
題
で
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
圧
電
性
ポ

リ
マ
ー
は
こ
れ
ま
で
弱
点
と

さ
れ
て
き
た
こ
と
が
、
時
代

が
変
わ
る
こ
と
で
、
長
所
に

転
じ
て
き
た
の
で
す
。

ま
た
環
境
に
や
さ
し
い
こ

と
も
追
い
風
に
な
っ
て
い
ま

す
。
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
は
鋳
型

を
使
っ
て
成
形
し
ま
す
か
ら
、

形
を
少
し
変
更
す
る
に
も
高

価
な
鋳
型
を
新
た
に
作
ら

な
け
れ
ば
な
ら
ず
コ
ス
ト
が

か
さ
み
ま
す
。
そ
の
点
ポ
リ

マ
ー
は
、
今
で
は
ど
ん
な
大

き
さ
の
も
の
で
も
技
術
的
に

は
作
れ
ま
す
か
ら
、
あ
と
は

必
要
な
サ
イ
ズ
に
切
っ
て
使

え
ば
い
い
だ
け
で
す
。
さ
ら

に
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
は
製
造

過
程
で
1
〜
2
0
0
0
℃
と

い
う
高
い
温
度
を
必
要
と
し
、

大
量
の
C
O
２
を
排
出
し
ま

す
。
し
か
し
植
物
由
来
の
ポ

リ
マ
ー
は
、
燃
や
し
て
も
有

害
物
質
を
発
生
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
せ
ん
。

生
体
応
用
で
も
有
望

高
分
子
が
螺
旋
状
に
つ
な

が
っ
て
い
る
ポ
リ
マ
ー
の
形

状
か
ら
、
D
N
A
を
思
い

浮
か
べ
る
人
も
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
ま
さ
に
わ
れ

わ
れ
の
体
を
つ
く
っ
て
い
る

D
N
A
も
キ
ラ
ル
体
で
圧
電

体
で
す
。
D
N
A
だ
け
で
な

く
、
血
管
を
経
由
す
る
栄
養

補
給
で
も
電
気
的
な
仕
組
み

広大な敷地に建物群がゆったりと点在する東
洋大学板倉キャンパス（群馬県邑楽郡板倉町
泉野）。このキャンパスは、来春誕生する陸上競
技部女子長距離部門のホームグラウンドとなるた
め、現在、合宿所の建設やグラウンドの整備が
進められている。

板倉キャンパスには、“「生命」「環境」「食」
をテーマにいのちの未来に貢献するライフサイエン
スを創造する”生命科学部・生命科学研究科が
設置されており、地域や地元の高等学校との連
携を一層深めようと、最新の研究施設を生かして
高大連携などにも積極的に取り組んでいる。

その一つが「高校生理科実験講座」。去る
11月19日（土）には、午前中を使って『高校

ど、高校の化学教育には定評がある。
その後は調理実習室を使って、食環境科学科

の太田昌子准教授の指導により、身近な食品で、
調理によって色が変わる現象を確かめた。生徒た
ちはアシスタントとして協力した同学科３年生の学
生３人とともに、材料である焼きそばとホットケーキ
の調理を行った。焼きそばに通常加えるキャベツ
を紫キャベツに変えることで、麺の色が緑色にな
るが、酢をかけるともとの色へと戻る。またホットケー
キの素に紅いも粉を混ぜて焼き上げた後にレモン
汁をかけると、鮮やかなピンク色へと変化した。生
徒たちは、目の前で実際に色が変わる様子に驚
きの声をあげていた。調理に入る前の準備、手
洗い、下ごしらえから、後片付けでの食器・調理
器具の洗い方については、食品メーカーで実際
に行われている衛生管理の手順そのままで行っ
た。製造したものを二週間冷凍保存して万が一
の事態に備える《検食》についても説明を受けた。

生命科学部では、こうした取組や近隣の方を
対象としたサイエンス・カフェや公開講座をほぼ月１
回のペースで行っており、地元からは高い評価を
受けている。

高 大 連 携 の 現 場 レ ポ ー ト 東 洋 大 学 生 命 科 学 部
が
働
い
て
い
ま
す
か
ら
、
私

た
ち
の
体
そ
の
も
の
が
圧
電

体
の
塊
だ
と
も
い
え
ま
す
。

骨
の
場
合
は
、
骨
折
す
る

と
マ
イ
ナ
ス
電
気
を
発
生
し
、

プ
ラ
ス
イ
オ
ン
を
持
っ
た
カ

ル
シ
ウ
ム
を
呼
び
込
み
回
復

を
早
め
ま
す
。
そ
こ
で
圧
電

フ
ィ
ル
ム
を
骨
の
周
り
に
張

り
付
け
て
お
く
と
、
人
の
動

き
に
合
わ
せ
て
大
き
な
電
圧

を
生
じ
、
カ
ル
シ
ウ
ム
イ
オ

ン
の
吸
着
を
促
進
し
ま
す
。

フ
ィ
ル
ム
自
体
は
炭
素
と
酸

素
と
水
素
し
か
含
ま
ず
、
役

目
が
終
わ
っ
て
体
内
に
吸
収

さ
れ
ま
す
。

こ
の
研
究
は
、
今
回
、
電

子
デ
バ
イ
ス
が
話
題
に
な
る

ず
っ
と
以
前
か
ら
、
基
礎
的

な
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

私
の
一
連
の
研
究
か
ら
、
先

を
見
越
し
た
研
究
を
し
て
き

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
事
実
は
全
く

逆
で
す
。
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
の

考
え
方
が
生
ま
れ
た
の
は
１

９
８
０
年
ご
ろ
で
す
。
し
か

し
今
回
、共
同
開
発
に
加
わ
っ

た
企
業
側
の
研
究
者
た
ち
も
、

こ
れ
だ
け
の
も
の
が
作
れ
る

と
は
当
初
夢
に
も
思
っ
て
い

な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私

た
ち
に
共
通
す
る
の
は
、
自

分
た
ち
が
扱
っ
て
い
る
も
の

が
、
と
て
も
面
白
い
も
の
だ

と
い
う
、
た
だ
そ
の
一
点
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
夢
中
に
な
っ

て
一
つ
の
物
を
追
い
か
け
て

い
る
間
に
、
時
代
が
追
い

つ
い
て
来
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

生のためのキッチンサイエンス〜アントシアニンで色
を楽しもう〜』が開催された。参加したのは近隣
の高校２年生を中心とした19 人。まず実験室で、
この講座を企画した生命科学科の柄山正樹教
授および協力いただいた食環境科学科の吉江
由美子教授の指導の下、植物界に広く存在す
る水溶性のフラボノイド系色素の一種、アントシア
ニンを含む液体を使って、それが酸性やアルカリ
性の水溶液を加えると赤や青色に変わる変化を、
ぶどうジュースや紅茶などの身近な素材を使って確
かめた。目で確認した変化は、pH 計や色差計を
使って数値としても確認した。企画者の柄山教授
は、高校で長年化学を教え、国際化学オリンピッ
クの日本代表のサイエンスアドバイザーを務めるな

村田製作所が開発したリーフグリップリモコン
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こ
ん
な
学
校
だ
と
い
う
こ
と
と
、
今

の
総
長
の
問
題
意
識
に
対
し
て
の
ご

意
見
を
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま

す
。ま
ず
出
口
先
生
、
い
か
が
で
す

か
。

出
口
校
長
：
2
0
0
7
年
度
か
ら
、従

来
の
附
属
大
泉
中
学
校
と
帰
国
子
女

を
受
け
入
れ
て
い
た
附
属
高
等
学
校

大
泉
校
舎
を
改
編
し
て
、
中
高
一
貫

の
新
し
い
学
校
を
つ
く
り
ま
し
た
。

現
在
、
５
年
生
ま
で
埋
ま
っ
て
い
ま

す
。教
育
の
目
標
と
し
て
は
、ま
ず
第

一
に
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
を
挙

げ
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
英
語
に
よ

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
情
報

発
信
力
の
育
成
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。ま
た
教
員
養
成
大
学
の
附
属
で

す
の
で
、教
育
実
習
生
が
、グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
を
育
て
る
に
は
ど
う
い
う
ス

キ
ル
が
必
要
か
を
学
べ
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

　

日
本
の
学
習
指
導
要
領
に
沿
い
な

が
ら
も
、
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア（
I
B
）

※
２
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導
入
し
、
昨
年
２

月
に
は
認
定
校
に
な
り
ま
し
た
。多

く
の
教
科
で
、
英
語
で
授
業
を
行
う

イ
マ
ー
ジ
ョ
ン
教
育
※
３
を
取
り
入

れ
て
い
て
、
今
日
は
１
時
間
ち
ょ
っ

と
、
中
川
文
部
科
学
大
臣
に
も
そ
れ

を
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

５
年
生
で
は
海
外
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン

プ
に
出
か
け
ま
す
。修
学
旅
行
の
よ

う
な
も
の
で
、４
泊
は
、２
人
１
組
で

現
地
の
高
校
生
の
家
に
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
し
、
そ
こ
か
ら
現
地
の
高
校
へ
通

い
ま
す
。

　

成
果
の
方
も
少
し
ず
つ
出
て
い

て
、
経
団
連
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
い
るUW

C

（ United W
orld 

Colleges

※
４
と
い
う
海
外
の
留
学
制

度
に
５
年
生
が
１
人
合
格
し
ま
し

た
。

森
上
：
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん

「
積
分
値
の
学
力
を
見
た
い
」「
大
学
へ
入
っ
て
か
ら
伸
び
る
に
は
、
や
は
り
基
礎
基
本
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
欠
か
せ
な
い
」
―
―
首
都
圏
有
力
進
学
校
校
長
と
京
都
大
学
総
長
に

よ
る
座
談
会
も
、
今
回
で
早
く
も
３
回
目
を
迎
え
る
。先
月
に
は
、
関
西
で
も
同
様
の
座

談
会
が
実
現
し
た
。今
回
は
先
月
の
関
西
に
引
き
続
き
、
大
学
の
入
試
制
度
に
つ
い
て
こ

れ
ま
で
以
上
に
踏
み
込
ん
だ
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
。最
難
関
国
立
大
学
の
入
試
改
革

は
、高
等
学
校
以
下
の
教
育
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
い
う
意
味
で
も
、一
朝
一
夕
に

行
え
る
も
の
で
は
な
い
。し
か
し
受
験
生
と
し
て
は
、
こ
こ
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
問
題
点

や
改
革
へ
の
提
言
か
ら
、自
ら
に
求
め
ら
れ
る
も
の
を
読
み
取
り
、ま
た
、巨
視
的
な
視

点
か
ら
進
路
を
考
え
る
一
助
に
し
て
ほ
し
い
。

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

教
育
は
社
会
全
体
で
。

ま
ず
大
学
入
試
の

問
題
点
を
考
え
よ
う

森
上
：
ま
ず
総
長
の
最
近
の
問
題
意

識
か
ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

松
本
総
長
：
日
本
は
今
、次
の
世
代
の

人
を
ど
う
育
て
る
か
を
考
え
る
の

に
、
と
て
も
重
要
な
時
期
に
差
し
か

か
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。こ
れ
に

つ
い
て
は
、
大
学
の
教
員
だ
け
で
な

く
高
校
の
先
生
方
も
同
じ
思
い
を
さ

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

先
の
大
震
災
で
日
本
は
、
被
災
地

に
お
い
て
略
奪
も
な
く
整
然
と
復
興

に
向
け
て
協
力
し
合
う
姿
を
世
界
の

人
々
の
目
に
焼
き
つ
け
た
と
思
い
ま

す
。最
近
の
子
は
駄
目
だ
、社
会
も
お

か
し
く
な
っ
て
い
る
と
言
っ
て
い
た

け
れ
ど
、日
本
人
の
根
底
に
は
、ま
だ

熱
い
心
が
残
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
を
、
み
な
さ
ん
も
感

じ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

し
か
し
一
方
で
日
本
は
、
人
育
て

に
関
し
て
は
や
や
手
を
抜
い
て
き
た

の
も
事
実
で
す
。教
育
界
に
す
べ
て

を
押
し
付
け
、
人
は
社
会
全
体
で
育

て
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て

き
た
と
言
っ
た
ほ
う
が
い
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。多
く
の
人
が
幼
稚
園
、

小
学
校
に
始
ま
り
、
中
学
校
、
高
校
、

あ
る
い
は
大
学
、大
学
院
へ
と
進
み
、

実
社
会
へ
出
る
。社
会
人
に
な
っ
て

結
婚
し
て
子
ど
も
が
で
き
れ
ば
、
ま

た
元
に
戻
る
と
い
う
よ
う
に
一
連
の

ル
ー
プ
を
描
く
人
生
を
歩
み
ま
す
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、教
育
の
議
論
は
、

高
校
な
ら
高
校
だ
け
、
大
学
な
ら
大

学
だ
け
と
い
う
よ
う
に
部
品
に
拘

る
。国
も
、
教
育
は
文
科
省
、
そ
れ
も

初
等
、
中
等
教
育
と
高
等
教
育
は
局

が
違
う
と
か
、
私
学
と
国
立
大
学
法

人
と
は
別
だ
と
い
う
よ
う
に
、
小
さ

な
部
品
に
分
け
て
考
え
る
。私
は
あ

え
て
教
育
と
言
わ
ず
に
育
人
、
人
づ

く
り
と
言
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
世
の

中
全
体
で
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
で
、
高
校
と
大
学
の
関

係
者
が
こ
う
し
て
集
ま
れ
ば
、
や
は

り
入
学
試
験
の
話
題
は
避
け
て
通
れ

な
い
と
思
い
ま
す
。近
頃
、東
京
大
学

が
９
月
期
入
学
を
打
ち
出
し
ま
し

た
。単
独
で
は
で
き
な
い
か
ら
一
緒

に
や
ら
な
い
か
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、全
大
学
が
動
い
て
も
、高
校
と

し
て
は
勝
手
に
や
ら
れ
て
は
困
る
と

い
う
こ
と
も
当
然
お
あ
り
だ
と
思
い

ま
す
。ギ
ャ
ッ
プ
イ
ヤ
ー
※
１
と
言
っ

て
い
る
半
年
間
を
ど
う
す
る
か
も
問

題
で
し
ょ
う
。

　

た
だ
私
は
、
時
期
よ
り
も
試
験
の

や
り
方
の
方
が
大
き
な
問
題
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。今
日
お
集
ま
り
の

高
校
は
、
高
校
教
育
の
理
想
を
追
求

し
て
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
大

学
の
入
学
試
験
科
目
に
力
点
を
置
か

が
、す
ご
く
難
関
で
す
よ
ね
。

松
本
総
長
：
日
本
の
古
典
や
漢
文
、歴

史
に
は
ど
の
ぐ
ら
い
力
を
入
れ
ら
れ

て
い
ま
す
か
。

出
口
校
長
：
基
本
的
に
は
学
習
指
導

要
領
に
従
っ
て
い
ま
す
。

松
本
総
長
：
自
国
の
文
化
を
十
分
わ

か
っ
て
い
な
い
と
、
国
際
会
議
な
ど

で
、
外
国
人
に
日
本
人
の
バ
ッ
ク

ボ
ー
ン
を
問
わ
れ
て
も
答
え
ら
れ
な

い
。そ
の
た
め
の
教
育
を
、ど
こ
か
で

や
っ
て
お
ら
れ
る
か
な
と
。日
本
人

は
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
。韓
国
や
中

国
、
イ
ン
ド
の
文
化
と
は
ど
う
違
う

の
か
と
い
う
こ
と
を
、
わ
れ
わ
れ
は

し
っ
か
り
言
え
な
い
と
い
け
な
い
と

思
う
。

　

ラ
テ
ン
や
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
の
話
を
さ

れ
た
ら
、
少
々
勉
強
し
て
い
て
も
西

洋
人
に
は
か
な
い
ま
せ
ん
。ヘ
ブ
ラ

イ
ズ
ム
と
言
わ
れ
た
ら
も
っ
と
わ
か

ら
な
い
。や
は
り
異
文
化
と
渡
り
合

う
だ
け
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
は
、
若
い

と
き
に
ぜ
ひ
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。大
学
に
来
て
か
ら
で
は

遅
い
。私
も
高
校
時
代
に
た
た
き
込

ま
れ
た
知
識
が
今
ご
ろ
役
に
立
っ
て

い
る
。若
い
と
き
に
教
え
て
も
ら
っ

た
こ
と
は
忘
れ
な
い
も
の
で
す
ね
。

　

漢
文
は
教
え
ら
れ
て
い
ま
す
か
。

出
口
校
長
：
今
の
学
習
指
導
要
領
で

は
高
校
課
程
に
な
っ
て
い
ま
す
か

ら
、
本
校
で
は
４
年
生
に
古
文
と
漢

文
を
入
れ
て
い
ま
す
。

松
本
総
長
：
漢
文
に
は
中
国
の
考
え

方
が
し
っ
か
り
出
て
い
ま
す
。日
本

に
は
古
文
だ
け
で
な
く
、
和
歌
や

俳
句
も
あ
り
ま
す
。そ
れ
ら
を
厳

選
し
て
、
頭
が
柔
ら
か
い
う
ち
に
、

1
0
0
首
、
2
0
0
首
と
覚
え
さ
せ

た
ら
、将
来
、国
際
舞
台
で
ホ
メ
ロ
ス

が
話
題
に
な
っ
て
も
、
日
本
に
は
こ

う
い
う
も
の
が
あ
る
と
言
え
る
。課

埼
玉
県
立
浦
和
高
等
学
校
　
校
長

関
根　

郁
夫 

先
生

武
蔵
高
等
学
校 

・ 

中
学
校
　
校
長

梶
取　

弘
昌 

先
生

京都大学総長と首都圏有力進学校校長座談会

開
成
中
学
校 

・ 

高
等
学
校
　
校
長

柳
沢　

幸
雄 

先
生

大
学
が
求
め
る
力
、高
校
で
培
い
た
い
力
。

ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
多
く
の
高
校

が
追
い
込
ま
れ
て
い
る
の
も
事
実
で

す
。入
試
に
関
係
し
な
い
科
目
が
手

抜
き
に
な
っ
て
い
な
い
か
。科
学
技

術
立
国
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
私

は
一
つ
の
専
門
を
究
め
る
だ
け
で
新

し
い
も
の
を
生
み
出
せ
る
と
は
思
っ

て
い
ま
せ
ん
。様
々
な
こ
と
を
学
ん

で
そ
れ
を
総
動
員
で
き
る
、
知
識
と

知
識
を
つ
な
ぐ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受

け
た
人
間
で
な
い
と
、
創
造
的
な
仕

事
は
で
き
な
い
か
ら
で
す
。

　

高
校
と
し
て
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
勉
強
さ
せ
た
い
が
、
大
学
受
験
が

あ
っ
て
思
う
よ
う
に
で
き
な
い
―

―
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
悪
い
の
は
大

学
だ
、い
や
高
校
だ
、あ
る
い
は
ニ
ワ

ト
リ
と
卵
の
関
係
で
語
ら
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
私
は
責
任
の
大
半

は
大
学
に
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
大
学
入
学
の
時
期
を
ず

ら
す
だ
け
で
は
問
題
は
解
決
し
な

い
。や
は
り
今
の
入
試
の
や
り
方
、

た
っ
た
一
度
の
学
力
試
験
で
す
べ
て

を
決
め
る
方
法
を
見
直
さ
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。試
験
の
日
、

体
調
が
悪
く
て
失
敗
し
た
ぐ
ら
い
で

人
生
が
決
ま
る
の
は
お
か
し
い
し
、

教
育
の
成
果
が
そ
れ
だ
け
で
測
れ
る

の
か
は
き
わ
め
て
疑
問
で
す
。京
都

大
学
で
も
、
高
校
教
育
の
成
果
を
い

か
に
公
平
に
評
価
す
る
か
、
二
次
試

験
も
含
め
て
検
討
を
始
め
て
い
ま

す
。要
は
、ま
じ
め
に
勉
強
す
る
子
に

報
い
る
、
と
い
う
一
つ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
入
試
を
通
じ
て
送
り
た
い
の
で

す
。

　

確
か
に
最
近
で
は
A
O
入
試
な
ど

も
あ
っ
て
、
た
と
え
ば
数
学
だ
け
が

飛
び
抜
け
て
よ
く
で
き
れ
ば
、
ほ
か

は
全
く
駄
目
で
も
い
い
と
い
う
選
考

方
法
も
あ
り
ま
す
。数
学
者
は
若
い

と
き
に
才
能
が
開
か
な
い
と
駄
目
だ

と
い
う
考
え
方
な
の
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
、
み
ん
な
が
大
学
へ
入
っ
て

か
ら
伸
び
る
と
い
う
保
証
は
な
い

し
、
駄
目
な
場
合
に
は
本
人
が
す
ご

く
不
幸
に
な
る
。や
は
り
高
校
で
は
、

強
制
し
て
で
も
様
々
な
科
目
を
勉
強

さ
せ
た
ほ
う
が
い
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、
日
本
の
ほ
と
ん
ど
の

大
学
で
教
養
部
が
な
く
な
っ
た
今
、

ど
こ
で
教
養
（
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
）

を
き
ち
ん
と
教
え
る
か
も
よ
く
協
議

す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。ス
テ
ィ
ー

ブ
・
ジ
ョ
ブ
ス
は
、ア
ッ
プ
ル
の
製
品

は
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
と
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
の
交
差
点
か
ら
生
ま
れ
た
と

言
っ
て
い
ま
す
。彼
の
作
品
、製
品
を

見
て
も
、
技
術
的
に
は
取
り
立
て
て

驚
く
ほ
ど
の
も
の
は
な
い
。た
だ
、社

会
の
ニ
ー
ズ
か
ら
人
の
行
動
パ
タ
ー

ン
、芸
術
的
セ
ン
ス
、人
の
欲
求
に
至

る
ま
で
全
て
考
え
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
せ
る
ふ
し
が
あ
る
。

　

今
ほ
ど
科
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

求
め
ら
れ
て
い
る
時
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
そ
れ
に
は
科
学
の
知
識
だ
け

で
な
く
、
教
養
に
基
づ
く
幅
広
い
知

識
が
必
要
と
な
る
。で
は
そ
の
教
育

を
ど
こ
が
担
う
の
か
。京
都
大
学
で

は
今
、
教
養
教
育
の
再
構
築
に
取
り

掛
か
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
高
大

接
続
も
大
き
な
テ
ー
マ
だ
と
思
い
ま

す
。■

■
■
■
■
■
■
■
■
■

各
校
の
取
り
組
み
と

大
学
入
試

森
上
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
に
、
ご
自
分
の
と
こ
ろ
は
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外
で
も
い
い
で
す
か
ら
、
ぜ
ひ
教
え

て
ほ
し
い
で
す
ね
。

森
上
：
そ
れ
で
は
石
井
先
生
お
願
い

し
ま
す
。

石
井
校
長
：
転
任
し
て
き
た
教
員
の

多
く
が
、「
こ
う
い
う
都
立
が
い
ま
だ

に
あ
っ
た
の
か
」と
い
う
よ
う
な
、昔

な
が
ら
の
文
武
二
道
の
オ
ー
ソ
ド
ッ

ク
ス
な
進
学
校
で
す
。教
養
教
育
を

重
視
し
て
い
る
と
い
う
の
で
し
ょ

う
。生
徒
に
は
、高
校
の
３
年
間
で
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
経
験
さ
せ
よ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。そ
し
て
、そ
れ
ぞ
れ

の
生
徒
が
お
互
い
に
や
っ
て
い
る
こ

と
を
認
め
合
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と

で
、で
き
る
だ
け
、価
値
観
の
多
様
性

を
確
保
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

松
本
総
長
：
い
ろ
い
ろ
な
中
学
か
ら

集
ま
る
か
ら
多
様
性
は
あ
る
と
。

石
井
校
長
：
都
立
の
中
で
は
い
ろ
い

ろ
な
中
学
校
か
ら
生
徒
が
集
ま
る
学

校
だ
と
思
い
ま
す
。

松
本
総
長
：
進
学
先
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。東
京
の
大
学
は
、数
が
多
い
だ

け
で
な
く
質
も
い
い
で
す
か
ら
、
多

様
性
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。し
か
し

文
化
と
い
う
点
で
は
、
や
は
り
利
便

性
や
効
率
を
追
求
す
る
画
一
的
な
も

の
に
な
り
が
ち
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。良
い
点
も
あ
る
が
、失
っ
て
い
る

も
の
も
多
い
。反
対
に
地
方
に
行
け

ば
、昔
か
ら
の
も
の
や
、地
域
や
人
と

の
つ
な
が
り
と
い
っ
た
も
の
を
大
切

に
し
て
い
る
。京
都
な
ど
は
典
型
で

す
が
、
人
を
育
て
る
と
い
う
意
味
で

は
、
若
い
と
き
に
そ
う
い
う
場
所
で

学
ぶ
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

日
本
全
体
を
考
え
る
と
、
東
京
と
い

う
都
市
の
中
で
一
生
を
過
ご
す
人
が

多
い
の
は
あ
ま
り
い
い
こ
と
で
は
な

い
と
思
い
ま
す
。大
学
時
代
は
地
方

へ
出
る
チ
ャ
ン
ス
。東
京
が
よ
け
れ

ば
就
職
の
時
に
戻
っ
て
く
れ
ば
い

い
。

石
井
校
長
：
私
も
大
学
時
代
、京
都
の

下
宿
で
何
年
間
か
過
ご
し
ま
し
た

が
、そ
れ
は
貴
重
な
経
験
で
し
た
。そ

う
い
う
経
験
を
本
校
の
生
徒
に
も
さ

せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。京
都
に

は
、
回
り
道
を
す
る
こ
と
で
得
ら
れ

る
よ
う
な
良
さ
が
あ
る
。人
間
の
幅

を
広
げ
て
く
れ
る
と
い
う
か
。

　

授
業
に
関
し
て
は
、
で
き
る
だ
け

時
数
を
確
保
し
て
、
や
ら
す
べ
き
こ

と
は
や
ら
せ
て
い
ま
す
。文
系
、理
系

に
つ
い
て
も
早
く
か
ら
科
目
は
絞
ら

せ
な
い
で
、
高
校
時
代
に
学
ぶ
べ
き

こ
と
は
、
き
ち
ん
と
学
ぶ
べ
き
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
先
ほ
ど
総
長
が
言
わ
れ
た

よ
う
に
、
社
会
全
体
で
子
ど
も
た
ち

の
教
育
を
考
え
よ
う
と
い
う
意
識
は

年
々
薄
く
な
っ
て
き
て
い
て
、
入
っ

て
く
る
生
徒
の
学
力
は
上
が
っ
て
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
人
と
触
れ

合
う
こ
と
、
人
間
関
係
能
力
と
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
か
、そ
の
点
で
、私
は

危
機
的
な
も
の
を
感
じ
て
い
ま
す
。

森
上
：
関
根
先
生
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

関
根
校
長
：
本
校
も
も
と
も
と
文
武

両
道
を
大
切
に
し
て
い
て
、
２
代
目

の
校
長
が
作
っ
た「
尚
文
昌
武
」、《
文

を
尊
び
、武
を
昌
ん
に
す
る
》と
い
う

言
葉
を
理
念
に
掲
げ
て
い
ま
す
。男

子
高
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
体
育

に
も
力
を
入
れ
て
い
て
、年
中
、走
ら

せ
て
い
ま
す
。

森
上
：
運
動
は
よ
く
し
ま
す
ね
。

関
根
校
長
：
11
月
６
日
に
あ
っ
た
50

キ
ロ
の
強
歩
大
会
で
は
、
81
％
の
生

徒
が
浦
高
か
ら
古
河
ま
で
走
破
し
ま

し
た
。強
歩
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、基

本
的
に
は
走
る
。ま
た
１
年
生
に
は
、

臨
海
学
校
に
向
け
て
3
か
月
間
泳
が

せ
て
い
る
。別
名
、体
育
学
校
と
言
わ

れ
る
ぐ
ら
い
で
、
1
5
0
0
メ
ー
ト

ル
の
記
録
は
３
年
生
の
平
均
が
５
分

29
秒
で
、全
国
平
均
よ
り
39
秒
速
い
。

　

私
は
20
年
程
前
に
は
こ
こ
に
教
員

で
い
ま
し
た
が
、
今
は
そ
の
頃
と
比

べ
て
、
半
分
は
同
じ
で
、
半
分
は
変

わ
っ
て
い
ま
す
。進
路
指
導
は
全
く

変
わ
り
ま
し
た
。私
の
い
た
こ
ろ
は
、

第3回

教
員
が
好
き
な
よ
う
に
授
業
を
す
る

だ
け
。進
学
実
績
が
落
ち
込
ん
だ
時

期
が
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
改
革
せ
ざ

る
を
え
な
く
な
っ
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。

　

校
長
と
し
て
赴
任
し
て
か
ら
は
、

生
徒
に
は
《
少
な
く
と
も
三
兎
を
追

え
》と
言
っ
て
い
ま
す
。少
な
く
と
も

勉
強
と
部
活
動
と
学
校
行
事
の
３
つ

に
は
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
と
。新
入
生
に
は
中
学
校
ま
で
の

固
定
概
念
も
あ
る
し
、
予
習
を
き
ち

ん
と
で
き
な
い
生
徒
も
い
る
。そ
こ

で「
守
破
離
」の
精
神
で
、
１
年
目
は

「
守
」で
、中
学
校
ま
で
の
型
を
壊
し
、

浦
高
の
型
に
は
め
る
。そ
れ
か
ら
浦

高
の
型
を「
破
」
っ
て
、自
分
な
り
の

方
法
を
見
つ
け
て
「
離
」
れ
て
行
き

な
さ
い
と
い
っ
て
い
る
。し
か
し
き

ち
っ
と
や
り
す
ぎ
る
と
、
浦
高
の
型

に
は
ま
っ
て「
離
」が
難
し
く
な
る
。

　

こ
う
お
話
し
す
る
と
、
な
か
な
か

厳
し
い
学
校
に
思
わ
れ
そ
う
で
す

が
、
生
徒
は
み
な
学
校
生
活
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。卒
業
式
の
前
日
に
ア

ン
ケ
ー
ト
で
３
年
間
の
満
足
度
を
聞

く
と
、
こ
の
春
の
卒
業
生
で
は
96
％

が
満
足
。４
％
は
、自
分
が
そ
こ
ま
で

や
れ
な
か
っ
た
と
い
う
意
味
で
の
不

満
足
で
、
学
校
に
対
し
て
の
不
満
は

京
都
大
学
　
総
長

松
本　

紘 

先
生

東
京
都
立
西
高
等
学
校 

校
長
　

石
井　

杉
生 

先
生

東
京
学
芸
大
学
附
属
国
際
中
等
教
育
学
校
　
校
長

出
口　

利
定 

先
生

●
司
会

森
上
教
育
研
究
所・代
表

森
上　

展
安 

氏

京都大学総長と首都圏有力進学校校長座談会

０
で
し
た
。

　

高
大
接
続
で
は
、
本
校
が
埼
玉
大

学
と
連
携
を
行
っ
た
の
が
、
お
そ
ら

く
全
国
で
初
め
て
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。海
外
と
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
と
姉
妹
校
の
提
携

を
し
て
、
短
期
交
流
の
ほ
か
、
毎
年

１
人
ず
つ
、
１
年
間
の
長
期
留
学
に

出
し
て
い
ま
す
。行
っ
た
生
徒
の
ほ

と
ん
ど
は
日
本
に
戻
ら
ず
、
イ
ギ
リ

ス
の
大
学
に
行
っ
て
い
ま
す
。た
だ

希
望
者
が
減
っ
て
き
た
た
め
、
一
度

２
年
生
あ
た
り
で
、
ア
メ
リ
カ
の
サ

マ
ー
キ
ャ
ン
プ
に
送
り
込
む
こ
と
も

検
討
し
て
い
ま
す
。同
窓
会
が
中
心

に
な
っ
て
、
O
B
を
招
い
て
の
麗
和

セ
ミ
ナ
ー
と
い
う
講
座
も
開
い
て
い

ま
す
。

　

大
学
と
の
連
携
で
は
、
見
学
会
と

称
し
て
い
ろ
い
ろ
な
大
学
の
授
業
を

見
に
行
き
ま
す
が
、
東
京
大
学
で
は

O
B
の
教
授
を
訪
ね
、
具
体
的
な
研

究
に
も
触
れ
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。他
に
、県
教
委
の
高
校
教
育
指
導

課
長
時
代
に
、
東
京
大
学
の
大
学
発

教
育
支
援
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
推
進

機
構
と
連
携
し
て
、
日
本
の
高
校
の

指
導
法
や
教
材
を
世
界
で
戦
え
る
レ

ベ
ル
に
し
よ
う
と
い
う
試
み
を
模
索

し
た
こ
と
が
縁
で
、
協
調
学
習
※
５
の

手
法
に
よ
る
教
材
作
り
の
推
進
校
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
の
大
学
入
試
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
は
、
お
お
い
に
問
題
が
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。東
京
都
を
中
心
に

始
ま
っ
た
、
難
関
大
学
に
何
人
入
れ

る
か
と
い
う
目
標
設
定
の
仕
方
は

埼
玉
県
で
も
盛
ん
で
、
実
績
を
上
げ

て
い
る
学
校
を
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
に
し

て
、
効
率
的
な
指
導
法
を
開
発
し
て

い
ま
す
。本
校
も
い
ろ
い
ろ
取
り
入

れ
ま
し
た
が
、
合
格
率
は
上
が
る
が

デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。例
え
ば

物
理
で
は
、
実
験
し
て
レ
ポ
ー
ト
を

書
か
せ
る
と
い
う
こ
と
を
、4
、50
年

前
か
ら
や
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
た

め
の
時
間
が
十
分
に
取
れ
な
い
。芸

術
で
も
、
人
間
国
宝
だ
っ
た
増
田
三

男
先
生
が
作
り
上
げ
た
指
導
法
を
基

に
、
職
人
技
で
木
工
を
つ
く
り
あ
げ

る
と
い
う
授
業
が
い
ま
だ
に
引
き
継

が
れ
て
い
ま
す
が
、
同
様
に
時
間
が

足
り
な
い
。

　

セ
ン
タ
ー
試
験
対
策
も
、
８
割
取

ら
せ
る
の
は
簡
単
で
す
が
、
95
％
取

ら
せ
る
の
に
は
も
の
す
ご
く
労
力
が

か
か
り
効
率
が
悪
い
。全
人
教
育
を

大
事
に
し
た
い
が
、
保
護
者
の
要
望

も
大
変
強
く
、
受
験
実
績
も
問
わ
れ

る
。そ
の
た
め
生
徒
は
か
な
り
忙
し

い
し
、
教
員
も
相
当
無
理
を
し
て
い

る
。精
神
的
に
も
弱
い
子
が
増
え
て

い
ま
す
か
ら
、
そ
の
カ
バ
ー
も
必
要

で
、
教
員
は
ほ
と
ん
ど
12
時
間
勤
務

で
す
。

松
本
総
長
：
そ
れ
は
大
変
で
す
ね
。で

も
生
徒
さ
ん
は
体
力
が
あ
り
そ
う
で

す
ね
。

関
根
校
長
：
昔
か
ら
の
バ
ン
カ
ラ
の

部
分
も
か
な
り
残
っ
て
い
て
、
体
育

祭
で
は
、
い
ま
だ
に
上
半
身
裸
に

な
っ
て
全
員
参
加
で
騎
馬
戦
を
や
っ

て
い
ま
す
。１
年
生
の
保
護
者
は
最

初
、び
っ
く
り
し
ま
す
が
、２
、３
年

生
に
な
る
と
慣
れ
て
し
ま
う
。

松
本
総
長
：
そ
こ
か
ら
何
人
か
は
将

来
、
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
わ
け

で
す
ね
。そ
の
と
き
に
フ
ィ
ジ
カ
ル

コ
ン
タ
ク
ト
の
経
験
が
な
い
と
、
人

の
痛
み
が
わ
か
ら
な
い
か
ら
伸
び
悩

む
。リ
ー
ダ
ー
は
大
変
つ
ら
い
決
断

を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
か
ら
人

の
痛
み
が
わ
か
ら
な
い
と
務
ま
ら
な

い
。今
は
ぶ
つ
か
る
と
痛
い
と
い
う

こ
と
が
わ
か
ら
な
い
子
も
多
い
か

ら
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
体
育
が
重
要

だ
と
思
い
ま
す
。そ
れ
も
18
歳
ま
で

の
。根
性
を
鍛
え
る
に
も
必
要
で
す
。

と
こ
ろ
で
進
学
先
は
ほ
と
ん
ど
が
関

東
で
す
か
。

関
根
校
長
：
北
の
ほ
う
へ
は
行
き
ま

す
が
、
西
に
は
な
か
な
か
行
き
ま
せ

ん
ね
。

森
上
：
で
は
、次
に
梶
取
先
生
お
願
し

ま
す
。

梶
取
校
長
：
武
蔵
で
は
現
在
、《
三
理

想
》
※
６
に
も
入
っ
て
い
る
「
自
調
自

考
」、《
自
ら
調
べ
自
ら
考
え
る
》こ
と

と
、「
本
物
教
育
」を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。本
物
が
何
か
は
、
実
は
私
も
よ
く

わ
か
ら
な
い
。た
だ
、
偽
物
と
い
う
の

は
、自
分
で
体
験
や
経
験
を
し
て
い
な

い
こ
と
を
、あ
た
か
も
し
た
こ
と
の
よ

う
に
語
る
こ
と
だ
と
理
解
し
て
い
ま

す
。そ
れ
で
学
校
行
事
も
、
み
な
現
地

に
行
っ
て
や
る
。天
文
実
習
は
八
ケ
岳

で
や
り
ま
す
が
、
雨
で
も
行
き
ま
す
。

雨
が
降
る
の
も
自
然
の
営
み
で
す
。ま

た
昼
間
晴
れ
て
い
て
も
、観
測
時
に
雲

が
厚
く
な
る
こ
と
も
あ
る
。し
か
し
晴

れ
て
い
れ
ば
満
天
の
星
が
見
え
る
。こ

う
い
う
時
は
、
夜
中
の
２
時
、
３
時
ま

で
起
き
て
観
測
し
ま
す
。理
科
も
、
中

学
校
の
間
は
実
験
が
主
体
で
、教
科
書

だ
け
で
や
る
の
と
違
っ
て
効
率
は
悪

い
。誤
差
も
出
ま
す
。し
か
し
そ
の
無

駄
こ
そ
大
切
に
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

国
外
研
修
も
本
校
の
目
玉
の
一
つ

で
す
。教
員
は
つ
い
て
行
か
ず
、生
徒

は
２
カ
月
間
ほ
っ
ぽ
り
出
さ
れ
ま

す
。現
地
の
学
校
に
入
れ
て
も
ら
っ

て
、１
ヶ
月
か
ら
１
ヶ
月
半
、ホ
ー
ム

ス
テ
イ
先
か
ら
通
い
ま
す
。最
後
の

約
２
週
間
は
自
由
旅
行
で
す
。自
分

で
計
画
を
立
て
て
一
人
で
旅
行
し
て

き
な
さ
い
と
。校
長
は
代
々
、ク
ビ
を

か
け
て
や
っ
て
き
ま
し
た
。し
か
し

生
徒
は
確
実
に
成
長
し
て
帰
っ
て
き

ま
す
。も
ち
ろ
ん
目
的
は
語
学
の
習

得
だ
け
で
は
な
く
、
現
地
の
文
化
を

体
ご
と
学
ん
で
く
る
こ
と
で
す
。

松
本
総
長
：
中
学
生
で
す
か
。

梶
取
校
長
：
高
校
２
年
の
終
わ
り
か

ら
高
３
に
か
け
て
で
す
。受
験
実
績

を
上
げ
る
た
め
な
ら
、
や
め
れ
ば
い

い
の
で
す
が
、
私
が
校
長
の
間
は
止

め
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。や
は

り
生
徒
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
成
長
す

る
か
を
見
た
い
か
ら
で
す
。

　

日
頃
、生
徒
た
ち
に
は
、親
が
望
ん

だ
こ
と
で
は
な
く
、
君
た
ち
が
望
ん

だ
こ
と
は
し
て
あ
げ
た
い
、
と
言
っ

て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
指
導
方
針

は
今
の
受
験
体
制
と
は
合
い
ま
せ

ん
。
O
B
な
ど
か
ら
は
、
東
京
大
学

の
合
格
者
数
が
な
ぜ
こ
ん
な
に
減
る

の
か
と
批
判
も
浴
び
ま
す
。た
だ
東

大
志
向
は
、
も
う
そ
れ
ほ
ど
強
く
な

い
。生
徒
た
ち
が
し
た
い
こ
と
を
さ

せ
た
い
、と
い
う
の
が
先
で
、そ
の
た

め
に
必
要
な
学
力
を
つ
け
て
あ
げ
た

い
と
い
う
の
が
基
本
ス
タ
ン
ス
で

す
。し
か
も
な
る
べ
く
な
ら
、
手
取
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大
学
が
求
め
る
力
、 

高
校
で
培
い
た
い
力
。

せ
る
よ
う
な
仕
組
み
も
取
り
入
れ
な

い
と
い
け
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
※
７
。

関
根
校
長
：
わ
れ
わ
れ
が
学
生
の
こ
ろ

は
、
国
立
の
学
費
が
と
て
も
安
く
、
ほ

と
ん
ど
全
国
に
散
ら
ば
り
ま
し
た
。

私
は
親
元
を
離
れ
た
い
と
い
う
理
由

で
、
北
へ
行
き
ま
し
た
が
。し
か
し
今

の
生
徒
に
は
親
元
を
離
れ
る
と
い
う

発
想
が
あ
ま
り
な
い
。東
京
を
離
れ
る

と
就
職
が
厳
し
い
と
い
う
こ
と
も
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。卒
業
生
で
宇
宙

飛
行
士
の
若
田
さ
ん
は
九
州
大
学
で

す
が
、だ
か
ら
九
州
ま
で
行
こ
う
と
い

う
子
も
少
な
い
。東
北
大
学
へ
は
少
し

行
き
ま
す
が
、関
西
へ
も
な
か
な
か
行

か
な
い
。文
化
の
違
い
が
あ
る
か
ら
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

松
本
総
長
：
た
し
か
に
文
化
は
す
ご

く
違
い
ま
す
ね
。た
だ
こ
れ
か
ら
は
、

関
東
に
い
る
か
ら
就
職
が
安
泰
と
は

言
え
な
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

企
業
は
外
国
に
ど
ん
ど
ん
出
て
行
っ

て
い
ま
す
し
、
日
本
の
大
学
か
ら
採

る
必
要
性
は
全
く
感
じ
な
い
と
公
言

し
て
い
る
経
営
者
も
い
る
。逆
に
勉

強
し
た
子
な
ら
、
ど
こ
を
出
て
い
て

も
い
い
。た
だ
、就
職
し
て
そ
れ
な
り

の
立
場
に
な
っ
た
こ
ろ
に
、
グ
ロ
ー

バ
ル
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
ど
う
い
う

視
点
で
日
本
を
語
れ
る
の
か
が
問
題

だ
と
思
い
ま
す
。や
は
り
、若
い
時
に

そ
れ
ぞ
れ
特
色
の
あ
る
大
学
に
散
ら

ば
っ
て
お
か
な
い
と
、
日
本
全
体
と

し
て
の
発
信
力
は
弱
ま
る
。場
所
は

ど
こ
で
も
い
い
か
ら
、
育
っ
た
土
地

以
外
の
文
化
を
若
い
と
き
に
一
度
吸

収
し
て
お
く
こ
と
が
す
ご
く
大
事
だ

と
思
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、大
学
に
入

れ
ば
、
世
界
の
あ
ち
こ
ち
に
行
け
る

と
は
思
い
ま
す
が
。

森
上
：
出
口
先
生
い
か
が
で
す
か
。

出
口
校
長
：
こ
こ
ま
で
生
徒
を
見
て

い
て
、
や
は
り
異
文
化
の
理
解
に
は

時
間
が
か
か
る
こ
と
を
痛
感
し
て
い

ま
す
。だ
か
ら
、個
人
的
に
は
寄
宿
舎

制
に
し
た
い
。家
に
帰
す
と
、学
校
で

り
足
取
り
し
た
く
な
い
。た
だ
10
年

ぐ
ら
い
前
ま
で
は
、
そ
れ
で
う
ま
く

い
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
の
生
徒
た

ち
は
ひ
弱
で
、
ほ
っ
て
お
く
と
本
当

に
し
な
く
な
る
。で
す
か
ら
、手
を
か

け
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
の
が
悩
み

の
種
で
す
。ま
た
受
験
を
考
え
た
と

き
に
、世
間
は
数
字
で
見
ま
す
の
で
、

そ
こ
を
ど
う
ク
リ
ア
し
て
い
く
か
も

課
題
で
す
。

松
本
総
長
：
物
理
を
実
験
主
体
で
や

る
の
は
い
い
と
思
い
ま
す
が
。

森
上
：
柳
沢
先
生
の
と
こ
ろ
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

柳
沢
校
長
：
今
年
の
４
月
か
ら
開
成

の
18
代
目
の
校
長
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
以
前
は
、
東
京
大
学
で
10
年
以

上
、
そ
の
前
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で

10
年
以
上
教
え
て
き
ま
し
た
。主
に

大
学
院
で
し
た
か
ら
、
今
は
大
学
院

生
や
学
部
学
生
を
教
え
て
い
た
時
に

感
じ
た
問
題
点
を
踏
ま
え
て
、
高
校

教
育
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
校
の
特
徴
は
学
園
行
事
が
非
常

に
多
い
こ
と
。４
月
は
、
中
学
１
年
生

3
0
0
名
と
、〝
新
高
”と
呼
ぶ
高
校

か
ら
入
学
し
て
く
る
1
0
0
名
が
、筑

波
大
学
附
属
高
校
と
の
ボ
ー
ト
レ
ー

ス
の
応
援
に
強
制
的
に
参
加
さ
せ
ら

れ
ま
す
。こ
の
時
、
応
援
歌
の
練
習
の

面
倒
を
み
る
の
は
高
校
３
年
生
。５
月

に
は
、６
年
間
で
一
番
の
メ
ー
ン
イ
ベ

ン
ト
で
あ
る
運
動
会
が
行
わ
れ
る
。

　

高
校
は
各
学
年
4
0
0
名
を
、50
人

の
ク
ラ
ス
の
ま
ま
８
つ
の
色
に
分
け

る
。中
学
生
は
各
学
年
3
0
0
名
で
、

１
ク
ラ
ス
43
名
で
７
ク
ラ
ス
し
か
あ

り
ま
せ
ん
か
ら
、ク
ラ
ス
ご
と
に
８
グ

ル
ー
プ
に
分
け
て
、そ
れ
ら
を
縦
に
つ

な
げ
る
。そ
し
て
練
習
を
ほ
と
ん
ど
高

３
が
指
導
す
る
な
ど
、縦
の
つ
な
が
り

を
非
常
に
重
要
視
し
て
い
ま
す
。そ
の

結
果
、５
月
の
中
間
考
査
の
後
に
始
ま

る
中
学
１
年
生
に
向
け
た
部
や
同
好

会
の
募
集
で
は
入
会
率
が
高
ま
り
、現

在
、部
か
同
好
会
の
い
ず
れ
か
に
所
属

し
て
い
る
の
は
、中
学
1
年
生
3
0
1

名
の
う
ち
2
8
8
名
、
実
に
96
％
に

上
り
ま
す
。そ
れ
に
運
動
会
や
文
化

祭
の
準
備
委
員
会
、
生
徒
会
、
６
月
に

あ
る
学
年
旅
行
の
準
備
委
員
会
な
ど

で
活
動
し
て
い
る
生
徒
数
を
加
え
る

と
6
2
0
人
で
、だ
い
た
い
１
人
が
２

つ
の
所
に
所
属
し
て
い
る
こ
と
に
な

る
。

　

こ
の
よ
う
に
わ
れ
わ
れ
が
課
外

活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
の
は
、

学
業
成
績
は
、
中
学
生
な
ら
ク
ラ
ス

の
中
で
１
番
か
ら
43
番
ま
で
順
位

が
つ
い
て
し
ま
う
が
、
そ
れ
だ
け
で

人
間
は
評
価
で
き
な
い
か
ら
、
や
は

り
一
人
ひ
と
り
が
何
ら
か
の
形
で
校

内
に
居
場
所
を
作
れ
る
よ
う
に
し
た

い
と
考
え
た
か
ら
で
す
。特
に
高
校

３
年
生
は
、
運
動
会
の
準
備
委
員
会

に
全
員
が
参
加
し
ま
す
。記
録
係
か

ら
文
集
を
つ
く
る
係
ま
で
あ
る
。運

動
会
は
５
月
の
母
の
日
で
す
が
、
高

校
３
年
生
は
そ
こ
ま
で
夢
中
に
な
っ

て
や
っ
て
、一
仕
事
終
え
た
時
点
で
、

自
分
の
将
来
に
備
え
て
受
験
勉
強
を

始
め
る
。私
は
、運
動
会
が
終
わ
っ
た

瞬
間
が
開
成
の
生
徒
の
元
服
式
で
あ

る
、と
言
っ
て
い
ま
す
が
。

　

文
系
、
理
系
で
ク
ラ
ス
分
け
は
せ

ず
、
高
校
２
年
、
３
年
と
は
同
じ
ク
ラ

ス
で
す
。た
だ
選
択
科
目
の
社
会
科
と

理
科
の
時
間
だ
け
、文
系
へ
行
く
生
徒

と
理
系
へ
行
く
生
徒
に
分
か
れ
る
。

　

結
び
つ
き
が
強
い
の
は
ク
ラ
ブ
な

ど
の
仲
間
で
、O
B
会
も
盛
ん
で
す
。

ち
ん
と
設
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
高
校
を

し
っ
か
り
拝
見
さ
せ
て
も
ら
っ
て
、

自
分
の
責
任
で
決
め
れ
ば
い
い
と
思

い
ま
す
。

　

実
は
、
中
川
文
部
科
学
大
臣
と
経

済
界
、メ
デ
ィ
ア
、そ
れ
に
東
京
大
学

の
濱
田
総
長
や
私
も
入
れ
て
い
た
だ

い
て
勉
強
会
を
始
め
て
い
ま
す
。そ

こ
で
も
同
じ
よ
う
な
議
論
に
な
る
。

私
は
大
学
と
高
校
の
接
続
だ
け
で
な

く
社
会
全
体
の
仕
組
み
を
考
え
な
い

と
駄
目
だ
と
言
い
ま
し
た
。中
川
大

臣
は
、
ア
メ
リ
カ
の
大
学
で
非
常
に

厳
し
い
教
育
を
受
け
ら
れ
た
。そ
れ

に
比
べ
る
と
日
本
の
大
学
の
ほ
と
ん

ど
は
楽
園
の
よ
う
で
す
。し
か
し
今

は
50
％
の
人
が
大
学
に
来
る
時
代
。

だ
か
ら
、
そ
こ
で
ど
う
い
う
教
育
を

す
る
か
、
国
を
挙
げ
て
一
度
議
論
し

な
い
と
駄
目
だ
と
思
い
ま
す
。

　

中
学
、
高
校
時
代
は
何
で
も
ス
ポ

ン
ジ
の
よ
う
に
吸
い
込
め
る
。そ
の

時
期
を
受
験
勉
強
だ
け
に
費
や
す
の

は
、す
ご
く
も
っ
た
い
な
い
と
思
い
ま

す
。日
本
の
良
さ
を
世
界
に
発
信
す
る

な
ら
、日
本
文
化
に
つ
い
て
も
時
間
を

か
け
て
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。高

校
も
い
い
教
育
を
し
た
い
け
れ
ど
、他

と
同
じ
で
な
い
と
心
配
だ
と
い
う
保

護
者
の
気
持
ち
も
あ
る
か
ら
、合
格
実

績
を
上
げ
る
方
に
流
れ
る
。そ
の
結

果
、首
都
圏
の
生
徒
は
大
体
首
都
圏
に

集
中
す
る
。そ
れ
な
ら
せ
め
て
、
寮
を

整
備
す
る
な
ど
し
て
、共
同
生
活
を
さ

卒
業
生
の
ほ
と
ん
ど
は
関
東
の
大
学

に
行
き
ま
す
。

松
本
総
長
：
９
月
入
学
に
つ
い
て
は

ど
う
お
考
え
で
す
か
。

柳
沢
校
長
：
大
学
人
の
感
覚
か
ら
は

大
賛
成
で
す
。様
々
な
入
試
を
一
本

化
で
き
教
員
の
負
担
が
減
る
か
ら
で

す
。高
校
の
立
場
か
ら
は
、首
都
圏
の

進
学
校
出
身
者
が
東
京
大
学
へ
入
っ

て
か
ら
伸
び
悩
み
気
味
だ
と
い
う
現

実
を
踏
ま
え
、
ギ
ャ
ッ
プ
イ
ヤ
ー
の

間
、
例
え
ば
自
分
で
稼
い
で
暮
ら
せ

る
よ
う
な
職
を
い
ろ
い
ろ
セ
ッ
ト
し

て
お
い
て
、
親
元
か
ら
離
れ
て
生
活

さ
せ
る
だ
け
で
も
、
お
お
い
に
効
果

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て

い
ま
す
。地
方
の
大
学
に
行
っ
て
下

宿
す
る
話
も
あ
り
ま
し
た
が
、
親
元

か
ら
通
っ
て
い
た
の
で
は
自
立
心
が

養
わ
れ
ず
、
そ
れ
が
学
業
に
も
影
響

し
て
く
る
。

松
本
総
長
：
た
だ
そ
の
際
、家
庭
の
経

済
格
差
が
出
て
こ
な
い
か
心
配
で

す
。ま
た
高
校
を
２
年
半
に
は
で
き

ま
せ
ん
か
ら
、
４
月
就
職
の
ま
ま
だ

と
卒
業
に
は
結
局
大
学
で
５
年
か
か

る
こ
と
に
な
る
。今
、
医
学
部
は
37

歳
、
普
通
の
ド
ク
タ
ー
コ
ー
ス
で
も

最
速
で
27
歳
に
な
ら
な
い
と
学
位
が

も
ら
え
ま
せ
ん
か
ら
、
幼
稚
園
の
入

園
式
か
ら
全
て
９
月
に
シ
フ
ト
し
な

い
限
り
、
社
会
へ
出
る
の
が
ま
す
ま

す
先
送
り
に
な
る
。昔
な
ら
27
歳
で

も
う
立
派
な
大
先
生
で
し
た
。私
は

京
都
大
学
総
長
と

首
都
圏
有
力
進
学
校
校
長
座
談
会

そ
う
い
う
時
代
ま
で
戻
ら
な
い
と
日

本
の
学
問
は
強
く
な
ら
な
い
の
で
は

な
い
か
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。少
な

く
と
も
一
握
り
の
人
は
、
そ
う
や
っ

て
頑
張
っ
て
も
ら
わ
な
い
と
。

　

た
だ
、
今
日
の
お
話
を
伺
っ
て
い

る
と
、
頑
張
れ
る
だ
け
の
鍛
練
を

個
々
の
高
校
は
や
っ
て
お
ら
れ
る
よ

う
で
す
。運
動
も
さ
せ
、冒
険
も
さ
せ

て
。だ
か
ら
そ
の
よ
う
な
教
育
を
受

け
た
子
が
、
で
き
る
だ
け
早
く
し
か

る
べ
き
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
つ
け
る
よ
う

に
、
周
り
が
あ
る
程
度
協
力
す
る
こ

と
も
必
要
だ
と
思
う
。そ
う
い
う
学

年
全
体
、
全
国
で
1
0
0
万
人
を
超

え
る
マ
ス
の
集
団
を
ど
う
扱
う
か
の

設
計
を
し
て
か
ら
で
な
い
と
、
９
月

入
学
だ
け
を
先
行
さ
せ
る
の
は
非
常

に
危
な
い
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

後
藤
：
半
年
間
の
身
分
を
誰
が
保
証

す
る
の
か
と
い
う
問
題
も
大
き
い
。

高
校
の
生
徒
な
の
か
、
大
学
の
学
生

な
の
か
。

松
本
総
長
：
高
校
を
卒
業
し
て
大
学

に
入
学
す
る
ま
で
身
分
は
な
い
。

後
藤
：
そ
こ
の
ブ
ラ
ン
ク
で
や
る
こ

と
が
わ
か
る
子
た
ち
は
い
い
で
す

が
、多
分
、わ
か
ら
な
い
子
た
ち
が
大

量
に
出
て
く
る
。

松
本
総
長
：
だ
か
ら
制
度
と
し
て
、例

え
ば
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
義
務
づ
け
、

そ
れ
に
つ
い
て
は
国
が
き
ち
ん
と
予

算
を
つ
け
る
の
な
ら
い
い
。そ
れ
も

な
い
ま
ま
に
進
め
る
の
は
非
常
に
困

難
だ
と
思
い
ま
す
。

後
藤
：
先
ほ
ど
か
ら
出
て
い
る
よ
う

に
、
今
の
子
た
ち
は
何
か
形
を
整
え

て
あ
げ
な
い
と
駄
目
な
と
こ
ろ
が
あ

る
。し
か
し
形
を
整
え
る
と
ギ
ャ
ッ

プ
イ
ヤ
ー
に
な
ら
な
い
。こ
の
矛
盾

を
ど
う
や
っ
て
解
消
し
て
い
く
の
か

が
大
き
な
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。

松
本
総
長
：
私
は
や
は
り
、時
期
よ
り

も
入
試
の
や
り
方
の
方
が
大
事
だ
と

思
う
。高
校
卒
業
ま
で
に
、ど
ん
な
教

育
を
受
け
た
の
か
と
い
う
の
が
す
ご

く
大
事
で
す
か
ら
、そ
れ
を
、ど
う
評

価
し
て
い
く
か
の
仕
組
み
を
大
学
側

は
ま
ず
考
え
な
い
と
い
け
な
い
と
思

う
。

森
上
：
大
学
が
高
校
の
教
育
を
守
っ
て

あ
げ
る
と
い
う
よ
う
な
感
じ
で
す
か
。

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

異
文
化
を

体
験
す
べ
し

松
本
総
長
：
一
般
入
試
の
場
合
、高
校

が
ど
ん
な
に
立
派
な
取
り
組
み
を
し

て
い
て
も
、
そ
れ
を
大
学
は
全
く
評

価
し
て
い
な
い
。で
き
な
い
か
ら
、し

な
い
と
い
う
こ
と
で
、
入
試
の
点
数

だ
け
で
評
価
し
て
い
る
。し
か
し
例

え
ば
、
今
日
お
集
ま
り
の
よ
う
な
高

校
で
、
成
績
が
日
頃
優
秀
な
生
徒
な

ら
、
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
大
歓
迎
で

す
。も
し
高
校
の
選
び
方
で
不
公
平

が
生
じ
る
と
い
う
の
な
ら
、
各
大
学

が
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
オ
フ
ィ
ス
を
き

東京都立西高等学校
校長 石井　杉生 先生
京都大学卒業後、埼玉県立日高高等学
校教諭、東京都立五日市高等学校教
諭、東京都教育庁指導部指導主事、同
人事部試験室長などを経て現職。桐朋高
等学校出身。

東京学芸大学附属国際中等
教育学校
校長 出口　利定 先生
東京学芸大学教授。専門は、音声言語
知覚の心理学。東北大学大学院博士
課程修了。教育学博士。東京学芸大学
附属図書館長、副学長などを歴任後　
2010年４月より現職。鹿児島市立鹿児島
玉龍高等学校出身。

武蔵高等学校・中学校
校長 梶取　弘昌 先生
1952年東京生まれ。77年東京芸術大
学音楽学部声楽科卒業後、武蔵高等学
校中学校芸術科非常勤講師。88年よ
り同校の専任教諭。教頭、校長代行を経
て、2011年より現職。アレクサンダー・テク
ニックの研究・実践、ドイツリートの研究・演
奏を現在でも続けている。武蔵中学高等
学校出身。

開成中学校・高等学校
校長 柳沢　幸雄 先生
1947年生まれ。東京大学工学部化学工
学科を卒業。コンピュータ会社のシステムエ
ンジニアを経て、東大大学院で大気汚染
を研究し、博士号取得。ハーバード大学公
衆衛生大学院研究員、同准教授、併任教
授、東京大学大学院新領域創成科学研
究科環境システム学専攻教授（現在、特
任教授）など、教育と研究に従事。2011年
より現職。開成中学高等学校出身。

埼玉県立浦和高等学校
校長 関根　郁夫 先生
北海道大学理学部数学科卒業後、埼玉県
立春日部東高等学校教諭、埼玉県立浦和
高等学校教諭を経て、埼玉県教育局指導
部高等学校教育課主査、埼玉県教育局管
理部企画総務課教育主幹、埼玉県川口市
立川口高等学校教頭、埼玉県立志木高等
学校長、埼玉県教育局県立学校部高校教
育指導課長などを経て、2009年4月より現
職。埼玉県立不動岡高等学校出身。

第3回
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大
学
が
求
め
る
力
、 

高
校
で
培
い
た
い
力
。

京
都
大
学
総
長
と

首
都
圏
有
力
進
学
校
校
長
座
談
会

平成24年1月11日（水）
平成24年1月 5日（木）

2月11日（土）
2月 5日（日）

特別準会場（団体受検）

公開会場特別準会場（団体受検）第2回検定日程
検定日会場種別

※お申込は、郵送にて受け付けます。詳しくはお問合せください。

　論理力に基づく「読解力」、「思考力」、「表現力」が身につけば、国語力全体が向上しますから、
国語の成績が上がるとともに、日頃のテストや入試問題もよりスムーズに解けるようになります。ま
た、あらゆる教科・学問は、論理という約束ごとで成り立っていますから、国語以外の教科の成績
向上にも結びつきます。
　さらに大学へ進んでからは、論文やレポート作成にあたって、論理的で説得力のある文章が書け
るようになるでしょうし、社会へ出てからは、自分の考えを相手に理解してもらい、スムーズな行動を
起こしてもらうための技術を自分のものにするのに欠かせないものになります。

論理文章能力検定とは
　情報の氾濫する現代社会の中で、自分の未来を切り拓くためには、適切な情報・課題を見
出すための「読解力」、課題解決策を筋道立てて考えるための「思考力」、解決策をあらゆる
人に伝え理解してもらうための「表現力」が必要だと私たちは考えます。そして、この３つを結
びつけ、支えるのが「論理」です。
　論理文章能力検定は、論理を土台としたこの３つの力（言語運用能力）を身につけ、これら
を総合的に涵養することを目的としています。

　現在、世界中で、マスメディア、インターネット、携帯な
ど、さまざまな媒体を通して膨大な量の情報が飛び交っ
ています。これらの情報をうのみにしたり、適切な解釈
ができないと、いざ何らかの課題に直面したときに、自ら
の方向性を見失ってしまうことにもなりかねません。
　このような現代を生き抜いていくためには、こうした膨
大な情報の中から適切な課題を見出すこと、課題解決
策をしっかり考えること、そしてそれを多くの人に正確に
伝え理解してもらうこと、すなわち論理的「読解力」、「思
考力」、「表現力」が大切なのです。
　論理的能力は、日常生活を営む上ではもちろんのこ
と、勉強、社会生活、将来の仕事など、さまざまなシーン
で重要となってきます。ですので、この能力をしっかりと
身につけることは、自分への大きな自信と力へと変わっ
ていくでしょう。
　1人でも多くの方にこの論理文章能力検定を受検し
ていただき、より豊かな人生を歩んでいただきたいと願っ
てやみません。

元　文部大臣
根津育英会武蔵学園長
静岡文化芸術大学 理事長

有馬　朗人氏

社会学者
首都大学東京教授

宮台　真司氏

私 た ち も 推 薦 し ま す 。

　私は、受験は要領であり、適切な勉強法の習得により成功で
きると主張してきました。今もこうした考えに変わりはありません
が、国語や現代文に関しては、特別な勉強は不要と考え、他教科
と比べ軽視してきたことは否めません。しかし、今は国語を学ぶこ
との重要性を感じています。
　志望校に入ることは目的ではなく、あくまでその先の夢を叶え
るための手段です。日本人が世界を舞台に活躍するためには、日
本のエリートに足りなかった発表能力や多様なものの考え方を
身につける必要があると私は考えています。
　そのためには、課題を見出す「読解力」、課題解決策を筋道立
てて考える「思考力」、それを人々に理解してもらうための「表現
力」を鍛えることが必要であり、論理文章能力検定は、論理性を
持ったこの3つの力を身につけることを目的にしています。つまり、
単に受験で使える国語力を鍛えるためのものではなく、将来にわ
たって必要な力を養うのにふさわしい検定だといえるでしょう。
　私は現在、老年精神医学を専門として高齢者問題に取り組ん
でいますが、その他様 な々社会課題を解決するためにも、論理的
に考え表現する力をつけることは大変重要です。そのためにも、
この検定を活用し、盤石な論理力を身につけていただくことを願
っています。

　グローバル化を背景に、政治（国家）や経済（市場）の前提
が変わり、日本は、国家と市場への過剰依存で共同体を空洞
化させたので、震災以前から沈没しつつありました。
　先進国で圧倒的首位の自殺率、孤独死や無縁死、超高齢者
所在不明、乳幼児虐待放置はその表れです。
　背後に、合理性や妥当性について中身のある話をせず、ＫＹ
（空気読めない）に怯えてポジションを維持するだけのコミュニ
ケーションがあります。
　それが合理的な社会設計を阻み、産業構造改革・租税制度
改革・官僚制度改革を不可能にしてきました。
　日本にあるのは「沈みかけた船上での座席争い」です。
　これに抗い、中身のあるコミュニケーションを拡げるべく、枝
葉末節な営みを廃し、人の幸いという最終目的に向けて人生や
社会を組織する力。国際標準論理文章能力検定はそのために
あります。コミュニケーションを通じ、明るく豊かな社会を作り出
して人 を々幸せにする。そのための検定なのです。
　私は、この検定の趣旨に全面的に賛同し、一人でも多くの日
本人が中身のあるコミュニケーションができるようになり、それ
を通じてより良い社会を作り出し、人 を々幸せにする力を得るこ
と。それを通じて自らも幸せになることを望みます。

これまでになかった全く新しい検定 第2回の申込受付中！

まだ まだ ある！
基 礎 力 財 団 の 検 定 試 験

国際標準英単語能力検定 準備中

精神科医
国際医療福祉大学大学院教授

和田　秀樹氏

論理文章能力検定習得のメリット

Webで検索！
▼

将来を切り拓くための力

言語運用能力（国語力）
論理
言語

思考力読解力 表現力
情報を正確に
読み取る力

筋道を立てて
考える力

相手に分かり
やすく伝える力

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

（
論
文
・
発
表
な
ど
）

情
　報

読む

聞く

書く

話す

論理的言語力、論理的読解力Ａ，Ｂ、論理的思考力、論理的表現力の5つの能力を11段階で測定

国際標準計算能力検定　Ｐ2へ
TEL 03-5537-0595
一般財団法人　基 礎 力財団
お問い合わせは

〒104-0061
東京都中央区銀座6-7-18

申込締切日※当日消印有効

〈レベル４・5～８まで実施〉

経
験
し
た
こ
と
が
ゼ
ロ
に
戻
る
。親

か
ら
離
れ
る
こ
と
が
大
学
生
に
は

必
要
だ
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た

が
、私
は
で
き
れ
ば
中
学
、高
校
の
段

階
で
そ
れ
を
経
験
す
べ
き
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。そ
の
方
が
家
の
良
さ
も

わ
か
る
し
、
寂
し
さ
な
ど
の
感
性
も

培
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

と
こ
ろ
で
う
ち
の
学
校
は
現
在
、

65
％
が
女
子
で
す
。国
際
と
い
う
名

前
は
語
学
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。今

日
お
集
ま
り
の
学
校
は
男
子
校
や
男

子
が
程
よ
く
お
ら
れ
る
学
校
で
う
ら

や
ま
し
い
限
り
で
す
。今
後
は
、近
く

に
あ
る
理
化
学
研
究
所
（
和
光
市
）

と
提
携
し
て
、
理
数
系
に
も
強
い
こ

と
を
強
調
す
る
な
ど
、
少
し
戦
略
を

変
え
よ
う
か
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

松
本
総
長
：
今
、日
本
の
理
工
系
で
は

女
子
が
少
な
い
。工
学
部
で
は
女
性

教
員
も
極
端
に
少
な
い
。韓
国
や
中

国
に
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。女
子
が

多
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し

て
、
理
科
教
育
に
力
を
入
れ
ら
れ
る

の
は
い
い
と
思
い
ま
す
。理
系
に
興

味
を
持
た
せ
る
よ
う
な
教
育
を
す
れ

ば
、多
分
、５
％
ぐ
ら
い
の
生
徒
は
興

味
を
持
つ
。そ
れ
を
20
％
、30
％
に
し

て
、
大
学
へ
送
り
込
ん
で
も
ら
う
と

う
れ
し
い
で
す
ね
。

　

も
う
一
つ
、
全
員
に
お
聞
き
し
た

い
ん
で
す
が
、夏
休
み
は
今
、ど
う
さ

れ
て
い
ま
す
か
。ク
ラ
ブ
活
動
中
心

で
す
か
。

森
上
：
私
学
と
公
立
と
は
違
っ
て
い

て
、都
立
は
今
、夏
休
み
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
ね
。

石
井
校
長
：
１
、２
年
生
は
ほ
と
ん
ど

部
活
動
で
、
３
年
生
は
ほ
と
ん
ど
講

習
で
す
。

柳
沢
校
長
：
ク
ラ
ブ
活
動
の
合
宿
が

多
い
。長
い
と
こ
ろ
で
す
と
10
日
間
。

行
き
先
は
千
差
万
別
で
す
。

松
本
総
長
：
違
う
高
校
、あ
る
い
は
大

学
生
と
一
緒
に
や
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

柳
沢
校
長
：
大
学
生
の
O
B
は
来
ま

す
が
、
同
じ
と
こ
ろ
で
育
っ
た
先
輩

で
す
ね
。

松
本
総
長
：
各
校
と
も
と
て
も
意
欲

的
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
よ
う
で

す
が
、
例
え
ば
受
験
勉
強
の
心
配
の

な
い
高
１
ぐ
ら
い
で
、
親
元
を
離
れ

て
、
よ
そ
の
高
校
へ
行
く
だ
け
で
も

か
な
り
多
様
性
を
経
験
さ
せ
ら
れ
る

と
思
う
。た
と
え
ば
関
東
か
ら
関
西

の
高
校
へ
、
あ
る
い
は
そ
の
逆
を
と

い
う
よ
う
に
す
れ
ば
、
国
内
で
も
か

な
り
異
文
化
交
流
で
き
る
。若
い
と

き
に
、
考
え
方
が
全
く
違
う
子
と
接

す
る
の
は
非
常
に
い
い
こ
と
で
す
。

そ
し
て
大
学
が
そ
れ
を
評
価
す
れ
ば

高
校
も
や
り
が
い
が
あ
る
。

柳
沢
校
長
：
そ
う
で
す
ね
。

松
本
総
長
：
有
名
受
験
校
か
ら
上

が
っ
て
く
る
子
は
、最
近
、画
一
的
に

な
り
つ
つ
あ
る
。し
か
し
大
学
で
は
、

知
識
は
粗
っ
ぽ
く
て
も
、
素
地
が
良

い
子
が
伸
び
る
。素
地
を
作
る
に
は
、

や
は
り
高
校
ま
で
に
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
さ
せ
る
の
に
尽
き
る
と
思
い
ま

す
。だ
か
ら
、先
生
方
が
や
り
た
い
こ

と
を
、
大
学
が
評
価
し
て
こ
な
か
っ

た
こ
と
が
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。今

後
は
、
大
学
側
の
責
任
と
し
て
そ
こ

を
何
と
か
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。■

■
■
■
■
■
■
■
■
■

入
試
を

変
え
る
た
め
に

森
上
：
石
井
先
生
、何
か
。

石
井
校
長
：
い
っ
そ
の
こ
と
、特

定
の
大
学
が
５
年
に
一
度
ぐ
ら

い
入
試
を
や
め
、
学
生
を
募
集

し
な
い
ぐ
ら
い
の
こ
と
を
し
な

い
と
、
今
の
閉
塞
感
は
ぬ
ぐ
え

な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。旧
７
帝
大
だ
け
で
も
い
い
、

順
番
で
毎
年
２
つ
ぐ
ら
い
が
休

む
。そ
の
間
、
大
学
は
充
電
で

き
る
し
、
あ
る
学
年
は
学
生
が

い
な
い
か
ら
、
勉
強
も
で
き
る
。

か
つ
て
東
京
大
学
の
入
試
が
な

か
っ
た
年
も
あ
り
ま
す
。私
自

身
も
経
験
者
で
す
が
、
あ
れ
に

は
文
化
交
流
的
な
イ
ン
パ
ク
ト

が
あ
っ
た
と
思
う
。

松
本
総
長
：
大
胆
な
提
案
で
す
ね
。

石
井
校
長
：
９
月
入
学
よ
り
も
、よ
ほ

ど
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
。

松
本
総
長
：
文
科
省
か
ら
は
怒
ら
れ

そ
う
で
す
が
、
ミ
キ
シ
ン
グ
効
果
は

大
き
い
で
し
ょ
う
ね
。

梶
取
校
長
：
大
学
の
入
試
シ
ス
テ
ム

が
変
わ
ら
な
い
と
、
わ
れ
わ
れ
は
変

わ
れ
な
い
。そ
こ
で
セ
ン
タ
ー
試
験

に
代
わ
る
も
の
と
し
て
資
格
試
験
を

考
え
て
は
ど
う
か
。そ
う
す
れ
ば
大

学
の
入
試
科
目
が
変
わ
る
ご
と
に
一

喜
一
憂
せ
ず
に
す
む
。そ
れ
も
、す
べ

て
の
科
目
を
き
ち
ん
と
学
ん
で
ほ
し

い
か
ら
全
教
科
で
行
う
。そ
れ
を
ク

リ
ア
し
な
い
と
大
学
は
受
け
ら
れ
な

い
。問
題
を
作
る
の
が
大
変
だ
っ
た

ら
過
去
問
で
も
い
い
。

松
本
総
長
：
そ
れ
も
い
い
提
案
で
す

ね
。私
は
個
人
的
に
は
、
全
教
科
勉
強

し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。理
系

に
行
く
子
は
文
系
に
弱
い
、文
系
の
子

が
数
学
も
わ
か
ら
な
い
の
で
は
困
る
。

音
楽
や
職
業
に
関
す
る
科
目
、美
術
や

体
操
も
し
っ
か
り
学
ば
な
い
と
バ
ラ

ン
ス
の
取
れ
た
人
間
に
な
れ
な
い
。

梶
取
校
長
：
生
徒
は
入
試
に
関
係
の

な
い
科
目
は
投
げ
や
す
い
。そ
れ
が
損

だ
と
い
う
こ
と
に
気
づ
き
ま
せ
ん
か

ら
。

柳
沢
校
長
：
ア
メ
リ
カ
の
大
学
を
受

け
る
場
合
、
外
国
人
は
T
O
E
F
L

に
S
A
T
※
８
が
必
要
で
す
。両
方
と

も
何
回
で
も
受
け
ら
れ
る
。日
本
で

も
同
じ
よ
う
に
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

科
目
を
順
次
と
っ
て
い
け
る
よ
う

に
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。そ
う
す

れ
ば
生
徒
が
、
自
分
で
自
分
の
限
界

を
見
定
め
る
こ
と
も
で
き
る
。こ
の

科
目
は
、こ
こ
ま
で
と
れ
る
と
か
、こ

れ
で
大
体
限
界
か
も
し
れ
な
い
な
ど

と
、一
つ
ひ
と
つ
判
断
し
て
い
く
。セ

ン
タ
ー
試
験
と
違
っ
て
３
年
の
間

に
、
い
つ
受
け
て
も
い
い
よ
う
に
す

る
。例
え
ば
帰
国
生
で
英
語
が
得
意

な
ら
、
高
１
で
T
O
E
F
L
を
受
け

て
、
あ
と
は
ほ
か
の
科
目
を
重
点
的

に
勉
強
す
る
。選
択
の
幅
が
あ
る
の

も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
。

松
本
総
長
：
妙
案
で
す
ね
。

柳
沢
校
長
：
私
は
環
境
学
が
専
門
で
、

東
京
大
学
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
プ

ロ
グ
ラ
ム
※
９
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
大
学
院
の
選
考
は
、
問
題
を
全

部
公
表
し
て
、
そ
の
問
い
に
対
す
る

エ
ッ
セ
イ
を
書
い
て
も
ら
う
A
O
入

試
と
、
大
学
の
成
績
と
T
O
E
F
L

と
で
行
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
の
と
こ

ろ
選
考
で
外
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
。受

け
る
側
は
自
分
が
納
得
す
る
ま
で
時

間
を
か
け
て
準
備
が
で
き
る
の
で
、

自
分
の
力
で
は
こ
こ
ま
で
だ
と
、
ど

こ
か
で
線
を
引
け
る
。同
じ
よ
う
に
、

高
校
生
一
人
ひ
と
り
が
判
断
で
き
る

よ
う
な
仕
組
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

松
本
総
長
：
高
校
だ
け
で
な
く
、小
学

校
、
中
学
校
か
ら
で
も
取
っ
て
い
け

て
、
あ
る
レ
ベ
ル
に
達
す
れ
ば
い
い

と
考
え
れ
ば
い
い
わ
け
で
す
ね
。数

学
な
ど
で
、
中
学
生
で
高
３
レ
ベ
ル

の
問
題
が
解
け
れ
ば
、
そ
れ
で
も
う

ク
リ
ア
だ
と
。

柳
沢
校
長
：
問
題
を
作
る
側
は
大
変

で
す
か
ら
、
一
つ
の
科
目
に
つ
い
て

は
３
万
題
ぐ
ら
い
プ
ー
ル
し
て
そ
こ

か
ら
取
り
出
す
よ
う
に
す
る
。そ
う

す
れ
ば
毎
回
、
毎
回
作
ら
な
く
て
す

む
。す
べ
て
の
科
目
に
つ
い
て
３
万

題
も
勉
強
す
る
人
は
多
分
い
な
い
で

し
ょ
う
か
ら
。

松
本
総
長
：
逆
に
い
た
ら
素
晴
ら
し

い
で
す
ね
。電
波
通
信
の
技
術
国
家

試
験
※
10
が
そ
う
で
す
ね
。分
厚
い
問

題
集
が
あ
っ
て
、そ
れ
で
勉
強
す
る
。

あ
と
は
学
科
試
験
で
計
れ
な
い
よ
う

な
音
楽
や
体
操
、
体
験
な
ど
を
ど
う

評
価
す
る
か
で
す
ね
。高
校
で
一
生

懸
命
人
間
を
育
て
よ
う
と
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
の
に
、
大
学
が
そ
れ
に

目
を
つ
ぶ
っ
て
い
る
の
は
良
く
な
い

と
思
い
ま
す
。高
校
が
公
正
に
評
価

し
て
く
だ
さ
る
の
な
ら
、
ク
ラ
ブ
活

動
も
少
し
ぐ
ら
い
加
点
し
て
も
い
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

や
は
り
、
入
学
試
験
を
変
え
る
ぐ

ら
い
の
雰
囲
気
を
つ
く
ら
な
い
と
、

わ
が
国
の
将
来
は
危
う
い
と
思
い
ま

す
。一
生
懸
命
、幅
広
く
教
育
し
て
お

ら
れ
る
高
校
に
し
て
も
、
入
試
で
ど

こ
へ
何
人
通
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
け

で
評
価
さ
れ
て
い
て
は
気
の
毒
だ
と

思
い
ま
す
。

後
藤
：
最
後
は
、学
力
を
い
か
に
担
保

す
る
か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す

か
。

松
本
総
長
：
資
格
化
す
れ
ば
可
能
だ

と
思
い
ま
す
。

後
藤
：
あ
と
は
志
と
か
、人
間
性
、あ

る
い
は
経
験
と
か
体
験
な
ど
で
評
価

で
き
る
わ
け
で
す
ね
。実
は
私
が
か

つ
て
早
稲
田
大
学
の
法
科
大
学
院
で

入
試
を
設
計
し
た
と
き
の
も
の
が
、

そ
れ
に
近
い
。適
性
試
験
※
11
で
学
力

的
な
も
の
は
担
保
で
き
ま
す
か
ら
。

松
本
総
長
：
失
敗
し
ま
せ
ん
で
し
た

か
。

後
藤
：
受
験
者
数
が
多
い
と
き
は
い

い
。た
だ
、受
験
倍
率
が
一
点
数
倍
と

か
に
な
っ
て
く
る
と
む
ず
か
し
い
面

が
出
て
く
る
。

松
本
総
長
：
そ
も
そ
も
定
員
と
い
う

考
え
方
が
お
か
し
い
の
か
も
し
れ
な

い
。

柳
沢
校
長
：
入
学
試
験
は
、教
育
機
関

が
社
会
に
向
け
て
出
す
メ
ッ
セ
ー
ジ

で
す
。東
京
大
学
や
京
都
大
学
で
も
、

そ
う
い
う
資
格
試
験
に
通
っ
て
さ
え

い
れ
ば
、
二
次
試
験
で
は
学
科
試
験

を
課
さ
ず
に
エ
ッ
セ
イ
と
面
接
だ
け

で
行
う
な
ど
と
、
独
自
に
決
め
れ
ば

い
い
。わ
れ
わ
れ
高
校
側
は
、大
学
に

対
し
て
、
そ
う
い
う
入
試
制
度
な
ん

で
す
ね
と
い
う
形
で
従
わ
ざ
る
を
得

な
い
の
で
す
か
ら
。開
成
の
場
合
は
、

中
学
、高
校
で
す
か
ら
、小
学
生
や
中

学
生
に
対
し
て
、
こ
う
い
う
こ
と
が

十
分
で
き
る
生
徒
を
受
け
入
れ
た
い

か
ら
、
こ
う
い
う
入
学
試
験
問
題
を

出
し
ま
す
と
言
っ
て
い
る
。そ
う
す

る
と
、
小
学
生
や
中
学
生
の
勉
強
の

仕
方
が
若
干
、変
わ
る
。

森
上
：
い
や
、お
お
い
に
変
わ
り
ま
す

ね
。

柳
沢
校
長
：
受
け
入
れ
る
側
の
責
任

は
大
き
い
。

松
本
総
長
：
日
頃
の
教
育
を
き
ち
ん

と
み
ん
な
で
考
え
た
い
。し
か
し
、今

の
制
度
に
は
ず
い
ぶ
ん
欠
陥
が
あ

る
。だ
か
ら
何
と
か
し
ま
し
ょ
う
と

い
う
と
こ
ろ
を
、
今
日
は
み
な
さ
ん

と
共
有
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

森
上
：
み
な
さ
ん
、ど
う
も
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
11
月
14
日
京
都
大
学
東
京
オ
フ
ィ
ス
に
て
）

※
１　

お
も
に
高
等
学
校
卒
業
か
ら
大

学
へ
入
学
す
る
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て

い
う
。英
語
圏
の
大
学
で
は
こ
の
期
間

を
あ
え
て
長
く
し
て
、そ
の
間
、大
学
で

は
得
ら
れ
な
い
よ
う
な
経
験
を
す
る
こ

と
を
推
奨
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。日
本

で
は
、『
教
育
再
生
国
民
会
議
』(

平
成
12

年)

や
近
く
は
安
倍
内
閣
時
の
『
教
育
再

生
会
議
』な
ど
で
提
唱
さ
れ
て
い
る
。

※
２　

International Baccalaureate

。

ス
イ
ス
の
財
団
法
人 

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア

機
構（O

rganisation du Baccalaureat 
International

）の
定
め
る
教
育
課
程
を
修

了
す
る
と
得
ら
れ
る
資
格
。
2
0
1
0

年
時
点
で
、
全
世
界
1
3
9
カ
国
の

3
0
8
6
校
の
学
校
で
採
用
さ
れ
て
い
る
。

※
３　

教
科
の
学
習
を
母
語
以
外
で
行

う
外
国
語
学
習
法
。

※
４　

選
ば
れ
る
とU

W
C

派
遣
留
学

生
と
し
て
２
年
間
、
派
遣
先
に
指
定

さ
れ
て
い
る
カ
レ
ッ
ジ
で
、
13
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
の
っ
と
っ
た
教
育
が
受
け

ら
れ
る
。

※
５　Collaborative　

Learning

：
認

知
心
理
学
者
の
三
宅
な
ほ
み
東
京
大
学

教
授(

大
学
院
教
育
研
究
科)

に
よ
る
。複

数
の
学
習
者
が
共
通
の
問
題
に
共
同
で

対
処
す
る
学
習
形
態
。協
調
学
習
と
は
、

複
数
の
学
習
者
が
共
通
の
問
題
に
共
同

で
対
処
す
る
学
習
形
態
。

※
６　

1.
東
西
文
化
融
合
の
わ
が
民
族

理
想
を
遂
行
し
得
べ
き
人
物
、
2.
世
界

に
雄
飛
す
る
に
た
え
る
人
物
、
3.
自
ら

調
べ
自
ら
考
え
る
力
あ
る
人
物
。創
立

の
こ
ろ
か
ら
重
視
さ
れ
、
い
ま
も
受
け

継
が
れ
て
い
る
。

※
７　

京
都
大
学
は
、
2
0
1
2
年
度

か
ら
博
士
課
程
教
育
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
開
設
し
、
そ
れ
を
基
礎
に

新
し
い
大
学
院
を
設
置
す
る
予
定
で
、

そ
れ
と
並
行
し
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
運
営

の
主
体
と
な
る「
大
学
院
思
修
館
」の
開

設
計
画
を
進
め
て
お
り
、
そ
の
中
核
的

な
教
育
専
用
施
設
と
し
て「
学
寮
」を
位

置
付
け
て
い
る
。収
容
人
員
は
、１
棟
当

た
り
30
名
程
度
で
、教
員
も
住
み
込
み
、

学
外
か
ら
ユ
ニ
ー
ク
な
講
師
を
招
き
、

徹
底
討
議
の
場
で
あ
る「
熟
議
」を
寮
内

で
行
い
、勉
強
漬
け
、修
練
漬
け
の
日
々

を
経
験
さ
せ
る
。

※
８　

Scholastic A
ssessm

ent Test

、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
内
に
あ
る
大
学
が
世

界
中
か
ら
の
受
験
生
に
求
め
ら
れ
る
共

通
テ
ス
ト
。

※
９　

サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
は
、「
環

境
の
世
紀
」
と
呼
ば
れ
る
21
世
紀
の
科

学
技
術
、
経
済
シ
ス
テ
ム
を
語
る
最
重

要
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
。サ
ス
テ
イ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
学
と
は
、
国
際
社
会
が
抱
え

る
喫
緊
の
課
題
を
解
決
し
、
地
球
社
会

を
持
続
可
能
な
も
の
へ
と
導
く
地
球
持

続
の
た
め
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
構
築
す
る
た

め
に
、
そ
の
基
礎
と
な
る
新
し
い
超
学

的
な
学
術
。

※
10　

特
殊
無
線
技
師
資
格
：
国
家
資

格
で
プ
ロ
の
無
線
従
事
者
資
格
の
一
つ
。

陸
上
、海
上
、航
空
に
分
か
れ
て
い
て
、陸

上
と
海
上
は
１
〜
３
級
ま
で
あ
っ
て
、陸

特
１
、海
特
１
な
ど
と
略
さ
れ
る
。

※
11　

法
科
大
学
院
適
性
試
験
：
法
科

大
学
院
の
受
験
者
が
全
員
受
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
試
験
。入
学
後
に
必
要
な

基
礎
学
力
を
確
認
す
る
。

京都大学　総長
松本　紘 先生
1942年生まれ。65年京都大学工
学部電子工学科卒業。67年同大
学院工学研究科（電子工学専攻）
修士課程修了。専門分野は宇宙
プラズマ物理学、宇宙電波工学、
宇宙エネルギー伝送など。2008年
10月より現職。奈良女子大学文学
部附属高等学校出身。

●司会
（株）森上教育研究所・代表
森上　展安氏
1953年生まれ。早稲田大学法学部
卒業。学習塾塾長を経て、88年私
立中高入試や塾に関する情報機関

「森上研究所」を設立。『中学校受
験 入りやすくてお得な学校』（ダイヤモンド社）など著書
多数。
●コーディネータ
本紙編集委員
後藤　健夫
1961年生まれ。南山大学経済学部
卒。大手予備校河合塾に就職。河
合塾在職中は、カリスマチューターと
して報道番組でも取り上げられたほ
か、東洋経済新報社と大学評価本「日本の大学」を発
刊。退職後、大学コンサルタントとして有名大学のAO入
試の設計等に携わる。早稲田大学法科大学院設立に
常勤嘱託職員として参加。元東京工科大学広報課長・
入試課長。森上教育研究所高校進路研究会、大学情
報研究会主宰。

《お詫びと訂正前号》　（vol.96）の京都大学総長と関西有力進学校長座談会（１３頁）にて下記の誤りがありましたので、お詫び申し上げるとともに訂正いたします。
●２段目　松本先生ご発言部分　誤）昭和４８年に東大の入試が　正）昭和４４年に東大の入試が　●３段目　誤）栗山高校　正）栗山校長　　ＨＰでは訂正済みの原稿を掲載しております。
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ま
と
め
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
『
ロ
ー
カ

ル
フ
ー
ド
探
検
隊
』『
環

境
探
偵
団
』
な
ど
の
親
し

み
や
す
い
ネ
ー
ミ
ン
グ
の

も
の
か
ら
、『
I
タ
ー
ン
・

U
タ
ー
ン
と
い
う
生
き

方
』『
統
治
の
社
会
学
〜

立
法
・
司
法
・
行
政
の
現

状
と
今
後
の
あ
り
方
に
つ

い
て
〜
』
な
ど
と
い
っ

た
、
生
活
に
則
し
な
が
ら

も
深
く
考
え
さ
せ
る
テ
ー

マ
が
用
意
さ
れ
て
い
ま

す
。
後
の
二
つ
は
い
ず
れ

も
社
会
学
部
の
も
う
一
つ

の
学
科
で
あ
る
現
代
社
会

学
科
に
所
属
す
る
先
生
が

行
う
も
の
で
、
学
科
の
枠

を
超
え
て
幅
広
い
テ
ー
マ

が
選
べ
る
の
も
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
演
習
の
特
徴
で
す
。

　
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

の
作
成
な
ど
か
ら
な
る
一

連
の
過
程
」
と
定
義
さ

れ
、
地
域
調
査
の
手
法
そ

の
も
の
を
学
び
ま
す
。
他

大
学
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
演
習
型
が
多
い
よ
う
で

す
が
、
公
共
政
策
学
科
で

は
７
年
前
の
開
設
当
初
か

ら
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

に
つ
い
て
は
様
々
な
試
行

錯
誤
を
行
っ
て
き
ま
し
た

か
ら
、
今
回
、「
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
演
習
」
と
分
け
る
こ

と
で
、
そ
の
一
層
の
充
実

を
図
り
た
い
と
考
え
た
わ

け
で
す
※
１
。

　
「
地
域
公
共
政
策
士
」

は
地
域
資
格
で
、
昨
年
、

公
共
政
策
系
の
学
部
、
大

学
院
を
持
つ
京
都
の
８
つ

の
大
学
が
京
都
府
な
ど
と

作
っ
た
財
団
が
認
定
す
る

も
の
で
、
そ
の
取
得
の
た

め
に
必
要
な
一
連
の
科
目

　

2
0
1
2
年
春
か
ら
、

従
来
の
環
境
政
策
コ
ー

ス
、
地
域
政
策
コ
ー
ス
と

い
う
２
つ
の
コ
ー
ス
に
加

え
て
、
２
、
３
年
次
を
中

心
に
「
公
共
政
策
学
講

読
」「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
演

習
」「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
」「
地
域
公
共
政
策
士
」

「
社
会
調
査
士
」
の
５
つ

の
履
修
モ
デ
ル
が
動
き
始

め
ま
す
。

　
「
公
共
政
策
学
講
読
」

は
、
少
人
数
ク
ラ
ス
で
、

事
前
に
テ
キ
ス
ト
を
熟
読

し
て
各
自
レ
ジ
ュ
メ
を
作

り
、
授
業
で
は
そ
れ
を
報

告
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ

に
基
づ
い
て
討
論
を
行
い

ま
す
。
社
会
科
学
の
基
礎

を
学
ぶ
の
と
、
テ
キ
ス
ト

P r o f i l e

法政大学経済学部卒業。京都
大学大学院経済学研究科経済
政策学専攻修了。金沢大学助
教授を経て、2004年より佛教
大学助教授、05年より現職。主
な著書に『生活協同組合研究』、

『 シリーズNPO４　NPOと事
業』など。名古屋学院名古屋高
等学校出身。

佛教大学　社会学部
教授　学部長
的場　信樹先生

社
会
学
部
の
中
に
あ
る
こ
と
で
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
佛
教
大
学
の
公
共
政
策
学
科
。就
職

戦
線
が
厳
し
さ
を
増
し
、
公
務
員
志
向
が
高
ま
る
中
、
2
0
1
2
年
春
か
ら
は
、
出
口
を
よ

り
意
識
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
始
ま
り
ま
す
。先
頃
完
成
し
た
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
コ
ン
セ

プ
ト
、
ま
た
求
め
る
人
材
像
な
ど
に
つ
い
て
、
社
会
学
部
長
で
経
済
学
が
ご
専
門
の
的
場
信

樹
先
生
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。

自
分
で
考
え
て
行
動
す
る
た
め
に

を
要
約
し
、
そ
れ
に
つ
い

て
意
見
を
述
べ
、
積
極
的

に
討
論
す
る
力
を
養
う
の

が
目
的
で
す
。
ま
た
、
２

つ
の
コ
ー
ス
の
内
容
の
理

解
を
図
る
と
と
も
に
、
公

務
員
志
望
の
学
生
に
も
役

立
つ
内
容
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
《
社
会
を
体
感
し
、
社

会
に
働
き
か
け
る
授
業
》

と
銘
打
っ
た
「
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
演
習
」
は
、
７
ク
ラ

ス
で
、
各
担
当
教
員
の
専

門
領
域
の
基
礎
知
識
と
結

び
つ
い
た
テ
ー
マ
に
つ
い

て
、
聞
き
取
り
や
資
料
収

集
、
企
画
の
立
案
か
ら
、

計
画
書
の
作
成
、
企
画
の

実
行
ま
で
を
行
い
ま
す
。

最
後
の
授
業
で
は
成
果
を

ク
」
は
、
地
域
を
対
象
と

し
た
調
査
の
基
本
的
な
考

え
方
、
進
め
方
を
体
験

的
・
実
践
的
に
習
得
す
る

科
目
で
す
。
社
会
調
査
な

ど
も
含
め
、
専
門
の
研
究

や
ゼ
ミ
活
動
な
ど
で
の
実

践
に
活
か
す
の
が
目
的
。

10
人
前
後
で
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
行
い
、
共
同
作

業
の
重
要
性
に
つ
い
て
も

理
解
を
深
め
ま
す
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
演
習
が
、
各
担

当
教
員
の
専
門
性
に
結
び

つ
い
て
い
る
の
に
対
し

て
、「
研
究
対
象
に
関
す

る
学
術
的
に
客
観
的
な
成

果
を
得
る
た
め
に
行
う
、

文
献
検
索
、
資
料
収
集
、

現
地
で
の
参
与
観
察
・
聞

き
取
り
調
査
や
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
な
ど
、
関
係
者
か

ら
の
デ
ー
タ
収
集
加
工
・

史
資
料
の
採
取
、
報
告
書

を
学
び
ま
す
。
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
と
半
年
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
必
修

で
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

も
半
年
と
も
な
る
と
受
け

入
れ
先
が
限
ら
れ
る
た

め
、
特
定
の
自
治
体
と
正

式
に
契
約
を
交
わ
し
て
行

う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
「
社
会
調
査
士
」
は
従

来
か
ら
あ
る
全
国
的
な
資

格
。
量
的
調
査
と
質
的
調

査
の
ど
ち
ら
か
を
選
択

し
、
よ
り
専
門
的
で
実
践

的
な
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
社

会
調
査
士
に
つ
い
て
の
本

学
の
取
り
組
み
は
早
く
、

こ
れ
ま
で
に
も
多
数
の
学

生
が
取
得
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
１
年
で
は

導
入
教
育
と
し
て
の
「
入

門
ゼ
ミ
」
を
用
意
し
、

２
、
３
年
次
の
履
修
モ
デ

ル
を
経
て
、
３
、
４
年
の

ゼ
ミ
へ
進
む
と
い
っ
た
よ

う
に
、
ど
の
学
年
に
お
い

て
も
課
題
解
決
型
の
授
業

を
取
り
入
れ
ま
す
。
こ
れ

ら
の
授
業
で
は
、
自
ら
考

え
、
自
分
か
ら
行
動
を
起

こ
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
か
ら
、
こ
れ
を
４
年
間

繰
り
返
す
こ
と
で
、
今
の

社
会
で
求
め
ら
れ
て
い
る

実
践
的
な
人
材
を
育
成
で

き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
１　

佛
教
大
学
は
全
学
的
に
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
推
進
し
て
い
て
、
各
学

部
独
自
の
も
の
の
ほ
か
、
伏
見
の
蔵
元

の
協
力
を
得
て
行
う
『
酒
づ
く
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
』、南
丹
市
美
山
町
に
あ
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
キ
ャ
ン
パ
ス
南
丹
（「
美

山
荘
」）
を
拠
点
に
し
た
『
京
都
モ
デ
ル

フ
ォ
レ
ス
ト
運
動
』、
北
野
商
店
街
に

あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
キ
ャ
ン
パ
ス
北
野

（「
ゆ
い
ま
ー
る
」）で
の
実
践
型
起
業
な

ど
が
あ
る
。

　専門は組織の経済学とか、制度経済
学と呼ばれる分野。市場を研究するのが
経済だが、これまで経営学の対象だった
市場で活躍する企業も一つの制度と考
え、経済学からその組織の役割を研究す
る。
　企業だけでなく、NPOをはじめ、組織
一般についての組織論、また社会的企
業、Social　enterprise についても研究
する。

佛
教
大
学
社
会
学
部
、公
共
政
策
学
科
で
新
し
い
履
修
モ
デ
ル
が
ス
タ
ー
ト

従
来
か
ら
の
緩
や
か
な
コ
ー
ス
制
に

５
つ
の
履
修
モ
デ
ル
を
組
み
合
わ
せ
る

　私は今の学生に対して、全体的に素
直で真面目すぎるという印象を持っていま
す。何事につけても余裕や幅がない。も
ちろんこれは本人のせいではなく、学校や
社会、家庭、それにマスコミに原因の多
くがあります。そこでよく１回生には、高
校生のうちは正解が一つで、いかにそれ
に早く到達するかで評価されてきたはずだ
が、大学では、正解は複数もしくはゼロか
もしれないから、そこで必要とされる選択
の仕方を学んだり、自分で問題を発見し、
問題解決の方法を自分の頭で考えること
が重要だ、と言っています。
　大学へ来る目的だけでなく、卒業したら
いい会社に勤めたいというように、卒業
後の目的についても受け身でしか考えない
学生も目立ちます。自分の人生なのに、
親や社会、学校が敷いたレールの上を歩
いていれば間違いないと考えるのでしょう。
しかし現実は、もはやそれだけで通用する
社会ではなくなりつつあります。
　しかし反対に、目標を早く見つけられれ
ば、今まで以上に何でもできる時代ではな
いかと私は思っています。去年や一昨年、
私のゼミから世界企業へ就職できた学生
がいます。彼らは、インターンシップなどを
通じて、地元の新進気鋭の経営者と親し
くなり、東京のセミナーへ連れて行っても
らうなど、人脈を広げ、見識も高めていっ
たようです。例が適切かどうかは別にして、
これからの時代は目標を定め、自分で考
え行動することができれば、誰にでもチャ
ンスが出てくるのではないでしょうか。もち
ろんそのためには、高校、大学時代としっ
かり学んでおかなければなりませんが。

公共
政策学
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※
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定
。

加
盟
国
間
で
取
引
さ
れ
る
品
目
に
対
し

て
関
税
を
原
則
撤
廃
し
よ
う
と
い
う
枠

組
み
。

ア
メ
リ
カ
外
交
が

抱
え
る
問
題

　

９
・
11
の
後
、
あ
る
女

性
が
「
ア
メ
リ
カ
は
世
界

の
た
め
に
こ
ん
な
に
が
ん

ば
っ
て
き
た
の
に
、
ど
う

し
て
こ
ん
な
目
に
あ
う
の

だ
ろ
う
」
と
言
っ
て
い
た

の
が
と
て
も
印
象
的
で
し

た
。

　

歴
史
を
ふ
り
返
る
と
、

ア
メ
リ
カ
に
は
、《
お
せ
っ

か
い
》
だ
と
か
、
口
を
出

し
過
ぎ
た
た
め
に
反
米
主

義
を
招
い
て
し
ま
っ
た
部

分
も
あ
り
ま
す
。《
二
枚

舌
外
交
》
と
い
わ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
ア
メ

リ
カ
は
、
善
意
が
通
る
と

い
う
こ
と
に
自
信
を
持
っ

て
き
た
。
大
人
に
な
れ
ば

誰
し
も
、
善
意
で
行
っ
た

こ
と
で
も
悪
意
に
と
ら
れ

る
こ
と
が
あ
る
の
を
知
っ

て
い
ま
す
が
、
ア
メ
リ
カ

は
自
分
が
善
意
で
し
て
い

る
こ
と
に
大
き
な
自
信
を

持
っ
て
い
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。
し
か
も
、
そ
れ
に

対
す
る
批
判
的
な
観
点
は

自
国
内
で
ほ
と
ん
ど
出
て

こ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と

と
、
学
生
か
ら
は
ア
メ
リ

カ
の
悪
口
ば
か
り
を
言
わ

な
い
で
ほ
し
い
と
言
わ
れ

る
の
で
す
が
、
私
は
何
も

反
米
主
義
を
煽
ろ
う
と
い

う
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

基
本
的
に
戦
後
の
日
本
の

外
交
の
中
心
は
日
米
外
交

で
し
た
し
、
日
本
は
今
後

も
、
ア
メ
リ
カ
と
う
ま
く

や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
政
治
で
も
経

済
で
も
ア
メ
リ
カ
の
影
響

力
は
無
視
で
き
ま
せ
ん
か

ら
、
そ
れ
を
認
め
つ
つ
も
、

言
い
な
り
に
な
ら
な
い
、

上
手
に
距
離
を
と
る
工
夫

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
ア
メ

リ
カ
と
い
う
国
を
よ
り
深

く
理
解
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
し
、
そ
の
関
係
の

中
で
日
本
に
つ
い
て
も
考

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

建
設
に
大
き
な
反
対
運
動

が
起
こ
る
フ
ラ
ン
ス
や
、

ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
す
ら
な

い
イ
タ
リ
ア
や
オ
ー
ス
ト

リ
ア
と
、
マ
ク
ド
ナ
ル
ド

も
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
も
乱

立
し
て
い
る
日
本
と
は
、

ど
こ
が
違
う
の
で
し
ょ
う

か
。デ

モ
ク
ラ
シ
ー
か
、

暴
動
か

　

一
方
で
、
ウ
ォ
ー
ル
街

の
デ
モ
か
ら
見
え
る
の

は
、
ア
メ
リ
カ
に
根
付
い

ア
メ
リ
カ
は

島
国
だ
っ
た

　

い
ま
話
題
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
※
。

賛
成
派
の
方
々
の
中
に

は
、
ア
メ
リ
カ
は
多
国
間

の
交
渉
が
巧
み
で
は
な
い

の
で
、
二
国
間
協
議
で
は

通
り
に
く
い
日
本
の
主
張

を
、
あ
る
程
度
反
映
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
い
っ

て
い
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。

　

た
し
か
に
ア
メ
リ
カ

は
、
歴
史
的
に
単
独
主
義

を
と
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。
協
議
す
る
に
し
て

も
せ
い
ぜ
い
二
国
間
協
議

で
、
多
国
間
で
も
自
国
の

思
惑
通
り
に
進
め
ば
よ
い

の
で
し
ょ
う
が
、
自
分
た

ち
の
考
え
で
他
の
国
を
動

か
せ
な
い
時
に
は
、
そ
の

協
議
か
ら
離
れ
て
い
く
傾

向
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
《
ア
メ
リ
カ
が

島
国
だ
っ
た
》
と
い
う
見

方
を
す
る
と
、
わ
り
と
理

解
で
き
ま
す
。
ア
メ
リ
カ

は
大
陸
で
あ
る
こ
と
は
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
が
、
19

世
紀
の
あ
る
時
期
ま
で
は

地
続
き
の
隣
国
と
し
て
メ

キ
シ
コ
も
カ
ナ
ダ
も
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
と
は
大
西
洋
で
隔
て
ら

れ
て
い
て
、
実
は
日
本
と
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政
治
や
外
交
に
と
ど
ま
ら
ず
、
映
画
や
音
楽
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
に
つ

い
て
、
学
生
と
と
も
に
ア
メ
リ
カ
と
は
ど
う
い
う
国
な
の
か
を
考
え
、
こ
れ
ま
で
に
な

か
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
見
方
に
気
が
付
か
せ
る
授
業
を
行
う
中
野
勝
郎
先
生
。ア
メ
リ
カ

研
究
を
例
に
、政
治
学
の
考
え
方
や
学
科
の
目
標
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
し
た
。

島
国
と
し
て
見
る
こ
と
で
、

新
し
い
ア
メ
リ
カ
が
見
え
て
く
る

一
緒
で
ア
メ
リ
カ
も
隣
国

の
な
い
島
国
だ
っ
た
の
で

す
。

　

地
理
的
に
孤
立
し
て
い

た
ア
メ
リ
カ
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
国
々
に
大
使
を
置
い

た
の
は
19
世
紀
後
半
。
日

本
は
、
特
定
の
時
代
を
除

け
ば
中
国
な
ど
か
ら
の
文

化
の
流
入
に
積
極
的
で
し

た
が
、
ア
メ
リ
カ
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
文
化
を
断
ち
切

ろ
う
と
し
て
い
ま
し
た
か

ら
、
も
っ
と
《
島
国
》
だ
っ

た
と
い
え
ま
す
。
よ
く
人

種
の
る
つ
ぼ
と
い
わ
れ
ま

す
が
、
南
米
の
よ
う
に
人

種
が
完
全
に
混
じ
り
合
っ

て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。

ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
―
ア
メ
リ

カ
ン
な
ど
、
ハ
イ
フ
ン
付

き
の
言
葉
が
今
で
も
残
っ

て
い
る
く
ら
い
で
す
。
そ

れ
ま
で
《
モ
ン
ロ
ー
主
義
》

で
外
国
と
は
一
切
か
か
わ

ら
な
か
っ
た
の
が
、
独
立

後
1
0
0
年
経
っ
て
、
よ

う
や
く
外
国
に
関
心
を
持

ち
、
本
格
的
な
外
交
を
始

め
た
の
で
す
。
こ
の
時
す

で
に
世
界
一
の
資
本
主
義

国
に
な
っ
て
い
ま
し
た
か

ら
、“
ア
メ
リ
カ
”
は
外
交

の
訓
練
な
し
に
ス
ー
パ
ー

パ
ワ
ー
を
持
っ
た
わ
け
で

す
。

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
元
々
が
孤
立
主

義
の
強
い
国
で
す
か
ら
、

国
民
の
外
交
へ
の
関
心
は

高
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
、
第
一
次
世
界
大
戦

で
は
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の

た
め
の
戦
い
」、
第
二
次
世

界
大
戦
で
は
「
世
界
を
自

由
に
し
て
い
く
」、
そ
し
て

イ
ラ
ク
戦
争
で
は
、「
中

東
に
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
」

と
い
う
言
葉
を
織
り
込
ん

で
、
政
府
は
自
分
た
ち
の

方
針
を
国
民
に
売
り
込
ん

で
き
ま
し
た
。
し
か
し
《
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
》
や
《
自
由
》

は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
す
。

具
体
的
な
利
害
で
は
な

く
、
正
義
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

に
基
づ
い
て
外
交
を
考
え

る
と
大
変
な
こ
と
に
な
り

ま
す
。
か
つ
て
の
ソ
連
の

共
産
主
義
と
同
じ
よ
う
な

も
の
で
、
妥
協
が
で
き
な

い
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
ア
メ
リ
カ
外

交
が
抱
え
る
問
題
の
根
っ

こ
に
は
、
隣
人
が
い
な
か
っ

た
た
め
に
、
自
分
た
ち
の

社
会
や
価
値
観
を
相
対
化

し
て
、
距
離
を
お
い
て
見

る
経
験
が
少
な
か
っ
た
こ

と
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
私

は
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
い
う
話
を
す
る

政治学

て
い
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の

伝
統
で
す
。
不
満
が
あ
れ

ば
、
直
接
の
行
動
で
抗
議

し
ま
す
。

　

私
た
ち
日
本
人
は
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
と
い
う
と
、
議

会
制
民
主
主
義
だ
と
考
え

や
す
い
で
す
が
、
自
分
た

ち
の
こ
と
を
自
分
た
ち
で

考
え
て
決
め
る
こ
と
が
何

よ
り
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
で

す
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
に
は

健
全
な
伝
統
が
残
っ
て
い

る
と
い
え
ま
す
。

　

た
だ
難
し
い
の
は
、
デ

モ
の
ニ
ュ
ー
ス
に
接
し
た

時
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
見

る
の
か
、
暴
動
と
見
る
の

か
は
、
観
察
す
る
人
間
に

よ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

議
会
制
民
主
主
義
だ
け
が

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
だ
と
考
え

る
人
間
の
目
に
は
、
近
頃

の
ウ
ォ
ー
ル
街
の
デ
モ
は

群
衆
に
よ
る
暴
動
だ
と
映

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
は
学
科
の
目
標

を
、《
よ
き
市
民
を
育
て

る
》
と
抽
象
的
に
い
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
も

の
を
見
る
目
と
も
の
の
と

ら
え
方
を
身
に
つ
け
た
学

生
を
社
会
に
送
り
出
し
た

い
と
い
う
意
味
で
す
。
そ

も
そ
も
政
治
学
と
は
、
よ

く
も
の
が
見
え
る
よ
う
に

目
を
磨
い
て
い
く
学
問
と

言
い
換
え
て
も
い
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
自
由
や
主

権
、
あ
る
い
は
国
家
な
ど
、

定
義
す
る
こ
と
が
難
し
い

言
葉
に
触
れ
、
ひ
と
つ
ひ

と
つ
と
厳
密
に
向
き
合

い
、
自
分
の
言
葉
に
し
て

い
く
こ
と
で
、
新
た
な
視

点
が
得
ら
れ
る
の
で
す
。

　

大
学
を
卒
業
す
れ
ば
、

こ
う
し
た
言
葉
と
関
わ
り

な
く
生
き
る
こ
と
に
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
国

内
や
世
界
で
起
き
て
い
る

こ
と
を
正
確
に
表
現
す
る

言
葉
を
持
つ
こ
と
は
、
社

会
の
ど
ん
な
場
面
で
も
自

分
の
強
み
に
な
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。

［お二人の講演要旨をまとめると以下のよう
になる。］

海はまさにわれわれ生物の故郷であり、その
神秘な姿は世界の子どもたちを魅了し続けて止
まない。しかも魚類などの海洋タンパク質は、
世界で10 億人の食を賄い、２億人の雇用を
生み出している。しかし海洋汚染や乱獲による
水産資源の減少、温暖化による海水への影
響はわれわれの想像をはるかに超えて進んでい
る。実際、1950 年以降、大型で肉食の魚
類の上位 10 種類の数は、この間 10％にま
で減少している。魚類の小型化が進むことで、
世界の漁獲高も1988 年をピークに下降を続
け、産業漁業は危機的状況に陥っている。い
まやわれわれの口にする魚類の 50％までは養
殖だが、養殖も様 な々問題をはらんでいて、魚
類の減少に対する根本的な解決方法とは考え
にくい。

このような状況にもかかわらず、地球の 71％
を占める海洋の保全のためにかけられている費
用は、そうした類の基金の１％で、地上での環

政策が立てられるのはとても大きなメリットだ。
海はもともと豊かで、復元力も強い。われわ

れが早急にアクションさえ起こせば、10 年ほど
で目に見える効果が表われると、私たちは信じ
ている。

( 後文 )
デビッド・ロックフェラー・ジュニア夫妻は、セ

イラーズ・フォー・ザ・シーの環境保護活動を
教育事業してとらえ、今後は、海洋資源の保
護や有効活用を学び、将来そうした研究や仕
事に従事しようと考える子どもたちの育成を支援
していきたいと考えているという。また、『ミッショ
ン　オブ　マーメイズ』の教育現場への無償
配布も構想中だ。

海
を

休
ま
せ
よ

う

境保全に比べて著しく遅れている。これは、わ
れわれが水面下のことを目の当たりにする機会
がとても少ないことに起因している。

われわれが子どもたちやそのまた子どもたちの
世代へ、豊かな海と海洋資源を残すために、
今すぐしなければならないのは海を休ませること
だ。

具体的には、①乱獲の禁止（海洋資源の
適正な配分）、②稚魚の生息地を増やすこと、
③混獲の禁止・管理だ。

一方、海洋保護には、地上の環境保護に比
べてやりやすい側面もある。魚類は大陸棚を好
むことから、公海の５倍の資源が排他的経済水
域（領海）に集中していて、しかもその 61％は、
広い排他的経済水域（沿岸地域）を持つわず
か 10カ国の領海内に集中している。これは海
洋資源の保護においては、漁獲高のトップ 10
ケ国の独自の努力があれば、その多くを解決でき
ることを示唆している。環境保護活動の多くが、
国際法の壁にぶつかりなかなか進展しないのに
比べると、それぞれの国の法律に基づいて保護

高校生へのメッセージ
　政治とは、基本的に人間とは何だろうと考える
学問。今は受験勉強で大変だとは思いますが、
人間について知るためにも、小説や歴史、映画
など、いろいろな人間を描いたものに触れてほし
い。体力もありますから、ぜひ長い小説にもチャ
レンジしてほしいですね。全体的に自分で考える
力が弱いので、人間に興味を持って、同調する
だけでなく、他人とは違う自分、自分とは違う他
人ということについて、もう少し考えてください。

大学ジャーナルvol.94、95、96でお知らせしました法政大
学A方式入試試験会場に関して、表記に誤りがありました。お
詫び申し上げるとともに、訂正させていただきます。

【誤】東京・札幌・仙台・長野・名古屋・大阪・福岡の7会場
【正】東京・札幌・仙台・名古屋・大阪・福岡の６会場

※A方式入試は長野では実施いたしません。

お詫びと訂正

さる11月10日、東北の被災地訪問と日本での支局
発足のために来日したデビッド・ロックフェラー・ジュニアと
スーザン・ロックフェラー夫妻は、それぞれ「次世代の次
世代にいかに地球を手渡すか」（デビッド）と「壊れゆく海」

（スーザン）と題して東京都内で講演した。
デビッド・ロックフェラー・ジュニア氏は世界有数の財閥

であるロックフェラー財団の第 12 代会長で、慈善活動家
として知られる。ヨットの愛好家でもあり、2000 〜 2003
年まで海洋審議会の委員を務めた経験から、海が危機に
瀕していること、なおかつそのことを知っている人が少ない
ことへの危機感を募らせたという。2004 年には、海洋保
護、環境教育、海洋由来の食糧確保への提言などを行
うNPO 団体、セイラーズ・フォー・ザ・シーを設立し、ま
ずは全米に 250 万人いるヨットマンおよび 1000 万人い
るモーターボート愛好家に、“海のレスキュー隊”を担っても
らうべく呼びかけを始めた。ドキュメンタリー映画の制作者
として知られる妻のスーザン・ロックフェラーも、海洋自然
保護団体 OCEANA の理事を務めるなど、環境問題や
海洋保護にはこれまで積極的に係ってきた。会場ではスー
ザンの制作したドキュメンタリーフィルム『ミッション　オブ
　マーメイズ』が日本で初めて上映された。

海洋自然保護のためのNPO団体、Sailors for the Sea(セイラーズフォーザシー )日本支局が発足

も
の
の
見
方
を
身
に
つ
け
る
学
問
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私たちは
「へばりついている
ひも」である

　　　　　　　　　3x − 4 = 2
　　　　　　　⇔　3x = 2 + 4
　　　　⇔ 　3x = 6
　　　　⇔ 　x = 2
となります。今、「⇔」という記号が現れましたが、「p ⇔ q」で「p

ならば q」と「q ならば p」の両方が成り立つという意味で、p 
と q は同値であるといいます。実際、3x = 2 + 4 の両辺に−
4 を足せば 3x− 4 = 2 になりますから、逆の「ならば」も成り立
ちますので、両方向の矢印が成り立つのです。
　教科書などでは、方程式を解く過程を⇔で結んだ記述はあ
まりでてこないため、気にしていなかったかもしれませんが、実
はこれら一つひとつの方程式の関係は、同値です。前の式が
成り立てば次の式が成り立つし、次の式が成り立てば前の式
が成り立つということです。
　ところが、みなさんの途中過程の記述では、こういった関係
をあまり意識せず、次のような適切でない記述がたまにありま
す。
　　　　　　　　　3x − 4 = 2
　　　　　　　　= 3x = 2 + 4
　　　　　　　　= 3x = 6
　　　　　　　　= x = 2
　このような途中過程をかいてしまう人は、「＝」の意味を単に
つなぎ程度にしか意識していなかったり、それぞれは、同値の
関係になっているということをきちんと理解していないのだと思
います。みなさんのノートは適切にかかれていますか？チェック
してみましょう！

御園　真史
島根大学教育学部数理基礎教育講座講師、博士（学術）第28回

どうして
　　 を学ぶの ?数学 研究室公式ホームページ　http://misono-lab.info/

ツイッター ID:miso_net

教科書に
出てくる

　みなさん、こんにちは。前回は数学の中での「ことば」の役割
について考えてみました。今回は、さらに「等号」の意味につい
て考えてみたいと思います。
■数式の「等号」と電卓の「等号」
　等号—数式では「＝」という記号を使いますが、この記号は
小学校の算数でたし算を習った時からおなじみだと思います。
　ところで、この等号にはどんな意味があるのか考えたことは
あるでしょうか？
　みなさんはきっと、等号は「等しい」という関係を示す記号だ
ということを頭の中ではよく理解していると思います。
　ここで、3 × 4 + 5 を計算するときを考えてみましょう。当然
ですが、まず 3 × 4 を計算し、それに 5 を加え、3 × 4 + 5 = 
12 + 5 = 17 と計算していくと思います。この式を改めてみて
みると、3 × 4 + 5 は12 + 5 に等しく、12 + 5 は17に等しい
ので、結果的に、3 × 4 + 5 は17 に等しくなるといえます。こ
のことを文字式を使って書くならば、「A = B かつ B = C  なら
ば A = C」のように表せます。ちなみに、このことを「推移律」と
いいます。
　ちょっと話がそれましたので、元に戻します。今度は、電卓の

「＝」ついて考えてみたいと思います。
　例えば、3 × 4 + 5 を計算するときに、どのようにキーを叩く
でしょうか。まず、3 × 4 を計算し、そしてそれに5 を加えますか
ら「3 → × → 4 → ＝ →（12 と表示）→ ＋ → 5 → ＝ →（17 
と表示）」というふうにキーを押していくと思います。ここで、考
えてほしいのは「＝」を2 回打っていますが、最初の「＝」と後
の「＝」では意味が違うということです。最初の「＝」は、3 × 4 

と12 が等しいという意味で、後の「＝」は、12 + 5 は17 に等
しいという意味です。何が等しいのかが異なりますね。
　ここで読者のみなさんに尋ねてみたいのは、数学の途中過
程をかくときに、電卓で「＝」を叩くようば感覚で、「＝」を使った
数式を書いてはいませんか、ということです。極端な例が、先ほ
どの 3 × 4 = 12 + 5 = 17 のような式です。このような簡単な
式の場合には、あまりおかしな式は書かないかもしれませんが、
採点をしていると、ちょっと複雑な問題では、このような答案を
時折見かけることがありますものです。
■方程式の中での等号
　もうひとつ違った角度で「＝」の意味を考えてみましょう。例え
ば、1 次方程式 3x − 4 = 2を考えてみます。この方程式を
解くとき、みなさんは、3x − 4 = 2 の左辺の − 4 を右辺に移
項するというふうに進めていくと思います。なぜ「移項」しても
良いのかというと、A = B ならば A + C = B + C という「等
式の性質」関係が成り立つからです。これは、両辺に等しい数
を加えても、等号の関係は保たれるという意味です。この性質
を使って、両辺に4 を加えることによって、3x − 4 = 2 ならば 
3x − 4 + 4 = 2 + 4 となり、結果的に 3x = 2 + 4 と左辺を
簡単にできます。与えられた方程式と、この結果を比べてみる
と、左辺の − 4 の符号を変えて右辺にもっていった形になっ
ており、これを移項と呼んでいます。しかし、大事なことは、移項
には、等式の性質という重要な性質が背後にあるということを
知っておく必要があります。
　さて、移項について復習したところで、方程式を解く経過をま
とめると、

「ことば」の隠れた意味は?

る
の
で
は
な
い
か
、
と
考

え
ら
れ
る
の
で
す
。
た
と

え
ば
、
高
さ
の
な
い
2
次

元
世
界
に
入
り
込
ん
だ
と

想
像
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
そ
の
世
界
で
3
次
元

方
向
（
上
下
）
に
反
復
運

動
す
る
板
が
あ
る
と
す
れ

ば
、
2
次
元
世
界
で
は
ど

う
見
え
る
で
し
ょ
う
か
？

　

わ
ず
か
な
振
動
ぐ
ら
い

は
観
測
で
き
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
ほ
と
ん
ど
動

か
な
い
線
に
し
か
見
え
な

い
は
ず
で
す
。
私
た
ち
に

観
測
で
き
る
宇
宙
で
の
暗

黒
物
質
も
同
様
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

重
力
が
他
の
力
と
大
き

く
違
う
の
は
、
重
力
を
伝

え
る
素
粒
子
グ
ラ
ビ
ト
ン

が
閉
じ
た
（
＝
輪
の
よ
う

な
）
ひ
も
だ
か
ら
で
は

な
い
か
、
と
い
う
仮
説
も

あ
り
ま
す
。
開
い
た
ひ
も

は
、
端
が
次
元
の
膜
に
へ

ば
り
つ
い
て
い
る
の
に
対

し
て
、
閉
じ
た
ひ
も
で
あ

る
重
力
だ
け
が
へ
ば
り
つ

い
て
い
な
い
の
で
す
。
そ

の
た
め
、
他
の
素
粒
子
は

私
た
ち
の
時
空
か
ら
離
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

が
、
重
力
は
他
の
次
元

に
出
て
行
っ
て
「
薄
ま

り
」
、
弱
く
な
る
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
。
私
た
ち
の

体
を
作
る
素
粒
子
も
開
い

　

人
気
マ
ン
ガ
に
登
場
す

る
未
来
の
ネ
コ
型
ロ
ボ
ッ

ト
は
「
四
次
元
ポ
ケ
ッ

ト
」
と
い
う
便
利
な
収
納

道
具
を
持
っ
て
い
ま
す
。

確
か
に
ポ
ケ
ッ
ト
の
中
が

4
次
元
で
あ
れ
ば
、
収
納

場
所
は
一
気
に
増
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
私
た
ち

が
持
っ
て
い
る
ポ
ケ
ッ
ト

は
3
次
元
（
縦
×
横
×
高

さ
）
構
造
を
し
て
い
る
た

め
、
ポ
ケ
ッ
ト
の
体
積
を

超
え
て
物
を
詰
め
込
む
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か

し
4
次
元
の
ポ
ケ
ッ
ト
で

あ
れ
ば
、
増
え
た
次
元
の

分
だ
け
余
計
に
物
を
詰
め

込
む
こ
と
が
で
き
そ
う
で

す
。

　

宇
宙
の
次
元
に
関
し
て

物
理
学
が
明
ら
か
に
し
て

き
た
こ
と
を
振
り
返
る

と
、
ま
ず
20
世
紀
初
め
に

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
相

対
性
理
論
に
お
い
て
時
間

と
空
間
と
を
合
わ
せ
て
考

え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を

示
し
ま
し
た
。
物
理
学
が

考
え
る
べ
き
宇
宙
は
3
次

元
か
ら
4
次
元
へ
と
広
が

り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
20
世
紀
後
半

に
な
っ
て
、
宇
宙
の
基
本

的
な
4
つ
の
力
（
強
い

力
、
弱
い
力
、
電
磁
力
、

重
力
）
を
統
一
的
に
説
明

す
る
理
論
の
登
場
に
よ

り
、
考
え
る
べ
き
宇
宙
の

次
元
は
一
気
に
10
次
元
へ

と
飛
躍
し
ま
す
。
4
つ
の

宇

宙
の

根

源

的

問

題

に

挑

む

—

最

新

宇

宙

論
P r o f i l e

理学博士。IPMU初代機構長、特
任教授。カルフォルニア大学バー
クレイ校MacAdams冠教授。日本
を代表する素粒子理論の若きリー
ダーの一人。IPMUは「宇宙はどう
やって始まったのか？」、「何でできて
いるのだろう？」、「どうして私たちは
宇宙に存在しているのか？」といった
根源的な問題に対して世界第一線
の数学者・物理学者・天文学者が
集まりさまざまな手法で宇宙の謎に
迫る新しいタイプの研究組織。

最
終
回

東京大学国際高等研究所
数物連携宇宙研究機構
（IPMU）機構長　特任教授
村山　斉 先生

5回にわたって東京大学国際高等研究所数物連携宇宙研究機構（IPMU）機構
長の村山斉特任教授にご登場いただくこのコーナーもいよいよ最終回となりまし
た。今回は、物理学の究極の目標のひとつである4つの力を統一的に説明する理
論と、その理論から考えられる素粒子の真の姿と宇宙の次元のお話しです。

た
ひ
も
だ
と
考
え
ら
れ
る

の
で
、
私
た
ち
は
み
ん
な

「
へ
ば
り
つ
い
て
い
る
端

の
あ
る
ひ
も
」
な
の
で

す
。

　

現
在
、
物
理
学
者
は
全

力
を
挙
げ
て
超
ひ
も
理

論
の
証
拠
を
探
し
て
い

ま
す
。
計
画
中
の
「
国

際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー

（
I
L
C
）
」
で
は
、
直

径
7
ナ
ノ
メ
ー
ト
ル
（
原

子
70
個
分
）
ま
で
絞
っ
た

ビ
ー
ム
同
士
を
光
速
近
く

ま
で
加
速
し
正
面
衝
突
さ

せ
れ
ば
ビ
ッ
グ
バ
ン
に
匹

敵
す
る
高
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
作
り
出
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
高
度
な
精
密
さ
が

求
め
ら
れ
る
実
験
の
た

め
、
成
功
さ
せ
る
の
は
簡

単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

う
ま
く
い
け
ば
、
こ
の
と

き
生
じ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

異
次
元
へ
と
逃
れ
る
様
子

が
捉
え
ら
れ
る
と
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

21
世
紀
に
入
り
、
物
理

学
は
宇
宙
が
想
像
を
は
る

か
に
超
え
て
謎
の
多
い
存

在
だ
と
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
物
理
学
の
大

き
な
前
進
な
の
で
す
。
み

な
さ
ん
も
既
存
の
知
識
で

満
足
す
る
こ
と
な
く
、
新

た
な
謎
の
発
見
や
そ
の
解

明
に
参
加
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

力
は
現
在
の
宇
宙
で
は

ま
っ
た
く
別
物
の
よ
う
に

見
え
ま
す
が
、
誕
生
直
後

の
宇
宙
で
は
1
つ
の
同
じ

力
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
実

際
、
弱
い
力
と
電
磁
力
は

一
定
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
以
上

で
は
同
じ
よ
う
に
説
明
で

き
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い

て
、
そ
の
理
論
は
「
統
一

理
論
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
現
在
、
物
理
学
者
た

ち
は
、
統
一
理
論
に
強
い

力
も
加
え
た
「
大
統
一
理

論
」
の
構
築
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
が
、
最
終
的
な

目
標
は
、
重
力
も
含
め
て

説
明
で
き
る
理
論
で
す
。

　

重
力
を
含
め
て
説
明
す

る
た
め
に
は
、
素
粒
子
の

り
、
電
子
に
な
っ
た
り
し

ま
す
。
し
か
し
ひ
も
は

10-35

メ
ー
ト
ル
と
、
と
て
つ
も

な
く
小
さ
い
た
め
、
私
た

ち
に
は
点
に
見
え
る
と
い

う
の
で
す
。
さ
ら
に
、
宇

宙
は
10
次
元
ま
で
あ
り
、

私
た
ち
に
見
え
る
4
次
元

（
空
間
×
時
間
）
以
外
の

6
つ
の
次
元
は
小
さ
く
畳

ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
の
で
す
。

　

素
粒
子
が
本
当
に
ひ
も

状
な
の
か
ど
う
か
、
畳
ま

れ
て
い
る
6
つ
の
次
元
が

本
当
に
あ
る
の
か
ど
う

か
、
確
か
め
る
こ
と
は
容

易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ひ

も
は
極
小
の
サ
イ
ズ
で
あ

り
、
畳
ま
れ
て
い
る
次
元

も
同
じ
ぐ
ら
い
小
さ
く
、

現
在
の
観
測
技
術
で
は
捉

え
ら
れ
な
い
の
で
す
。

　

と
は
い
え
、
宇
宙
を
10

次
元
だ
と
考
え
る
と
、
暗

黒
物
質
の
質
量
の
由
来
や

4
つ
の
力
の
中
で
な
ぜ
重

力
が
桁
違
い
に
弱
い
の

か
、
と
い
っ
た
疑
問
に
す

ん
な
り
と
答
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

暗
黒
物
質
は
私
た
ち
に

見
え
な
い
次
元
で
動
き

回
っ
て
い
て
、
そ
の
運

動
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
私
た

ち
の
4
次
元
で
は
質
量

（E
=

m
c

2

を
思
い
出
し

て
！
）
と
し
て
観
測
さ
れ

本
当
の
姿
を
考
え
直
す
必

要
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
考
え
出
さ
れ
た
の
が
、

素
粒
子
は
点
で
は
な
く
長

さ
を
持
っ
た
ひ
も
で
あ

る
、
と
い
う
「
超
ひ
も

理
論
（
超
弦
理
論
）
」
で

す
。
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞

を
受
賞
し
た
南
部
陽
一
郎

さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
を
ベ
ー

ス
と
す
る
理
論
で
、
目
下

4
つ
の
力
を
統
一
す
る
た

め
の
再
有
力
候
補
で
す
。

こ
の
理
論
に
よ
る
と
、
素

粒
子
は
す
べ
て
ひ
も
状
を

し
て
い
て
、
閉
じ
て
い
る

の
か
開
い
て
い
る
の
か
と

い
う
違
い
や
回
転
や
振

動
の
仕
方
に
よ
っ
て
、

ク
ォ
ー
ク
に
な
っ
た
り
、

ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
に
な
っ
た
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デザインの
教科書
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　Appleのスティーブ・ジョブズが、偏執なまでにデザインにこ
だわったことはよく知られている。というよりも、彼のデザイン
のこだわりがツールの新しい使用法を切り開き、生活を変え
たとすら言えるかもしれない。
　デザインとは、なんだろう。モノには形がある。人工物、その

く
な
る
と
い
う
「
時
計
の
遅

れ
」
な
ど
は
人
気
が
あ
り
ま

す
。
と
こ
ろ
が
こ
の
ロ
ー
レ

ン
ツ
収
縮
に
関
し
て
、
相
対

性
理
論
の
専
門
家
で
も
正

し
く
理
解
し
て
い
な
い
人

が
い
ま
す
。
そ
れ
が
今
回
の

話
で
す
。

２
台
の
ロ
ケ
ッ
ト
間
の

距
離
は
縮
む
か
？

運
動
し
て
い
る
物
体
の

長
さ
は
縮
む
と
い
う
「
ロ
ー

レ
ン
ツ
収
縮
」
に
関
し
て
、

私
は
あ
る
物
理
学
者
と
共

同
で
、
あ
る
物
理
雑
誌
に

「
2
台
の
ロ
ケ
ッ
ト
の
バ

ラ
ド
ッ
ク
ス
（
矛
盾
）」
と

呼
ん
で
い
る
問
題
を
発
表

し
ま
し
た
。

い
ま
、
宇
宙
空
間
に
2

台
の
ロ
ケ
ッ
ト
が
離
れ
た

と
こ
ろ
に
静
止
し
て
浮
か

ん
で
い
ま
す
。
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
は
2
台
の
ロ

ケ
ッ
ト
の
艦
長
に
、
次
の
よ

う
な
同
じ
命
令
を
下
し
ま

し
た
。
0
時
0
分
0
秒
に
同

時
に
ロ
ケ
ッ
ト
を
始
動
し

て
、
同
じ
加
速
度
で
同
じ
方

向
に
向
け
て
出
発
し
て
、
同

時
に
同
じ
速
度
に
達
し
た

ら
、
後
は
そ
の
速
度
を
維
持

せ
よ
。
そ
の
速
度
が
光
速

い
答
え
は
「
収
縮
し
な
い
」

と
い
う
も
の
で
す
。

こ
の
こ
と
を
理
解
す
る

た
め
に
、
横
軸
に
空
間
座

標
ｘ
、
縦
軸
に
時
間
座
標

t
を
と
っ
た
時
空
図
で
考

え
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
2
台

の
ロ
ケ
ッ
ト
が
静
止
し
て

い
る
場
合
は
、
時
空
図
上

の
ロ
ケ
ッ
ト
を
表
す
線
（
世

界
線
）
は
、
x
軸
に
垂
直

な
２
本
の
平
行
線
で
す
。
次

に
ロ
ケ
ッ
ト
が
急
加
速
し

て
、
短
い
時
間
の
間
に
あ
る

一
定
の
速
度
に
達
し
た
と

し
ま
す
。
こ
の
場
合
、
２

台
の
ロ
ケ
ッ
ト
を
表
す
世

界
線
は
傾
い
た
平
行
線
で

す
。
そ
の
線
の
間
の
水
平
距

離
は
、
先
の
垂
直
な
２
本
の

線
の
水
平
距
離
と
同
じ
で

す
。
つ
ま
り
２
台
の
ロ
ケ
ッ

ト
の
間
隔
は
、
ロ
ケ
ッ
ト
が

静
止
し
て
い
て
も
、
運
動

し
て
い
て
も
変
わ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
こ
と
は
、
相
対
性

理
論
と
は
関
係
な
く
、
時
空

図
上
の
作
図
か
ら
分
か
る

よ
う
に
幾
何
学
的
な
問
題

で
す
。
し
か
し
、
ロ
ケ
ッ
ト

の
長
さ
自
体
は
ロ
ー
レ
ン

ツ
収
縮
し
ま
す
。
こ
の
点
が

な
か
な
か
理
解
さ
れ
ま
せ

ん
。専

門
家
を
蝕
む

「
強
固
な
思
い
込
み
」

私
が
こ
の
問
題
を
講
演

「
相
対
性
理
論
」と
は

限
ら
れ
た
紙
面
で
相
対

性
理
論
に
つ
い
て
わ
か
り

や
す
く
説
明
す
る
こ
と

は
、
残
念
な
が
ら
不
可
能
で

す
。
そ
こ
で
と
り
あ
え
ず

「
相
対
性
原
理
」
と
い
う
言

葉
が
示
す
意
味
に
つ
い
て

説
明
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。

次
の
よ
う
な
例
を
考
え

ま
す
。
あ
る
人
が
電
車
の
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
い
て
、
そ

の
前
を
電
車
が
高
速
で
通

過
し
て
い
く
と
し
ま
す
。
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
い
る
人

が
手
に
持
っ
た
爪
切
り
を

落
と
す
と
、
足
下
に
落
下
し

ま
す
。
電
車
に
乗
っ
て
い
る

人
が
爪
切
り
を
落
下
さ
せ

て
も
、
爪
切
り
は
後
ろ
に

取
り
残
さ
れ
る
の
で
は
な

く
、
や
は
り
足
下
に
落
下
し

ま
す
。
つ
ま
り
プ
ラ
ッ
ト

ホ
ー
ム
で
も
電
車
の
中
で

も
同
じ
物
理
現
象
が
起
き

ま
す
。
昔
ガ
リ
レ
オ
は
こ
の

こ
と
を
さ
し
て
、「
船
の
中

で
も
陸
と
同
じ
生
活
が
で

き
る
」
と
表
現
し
ま
し
た
。

こ
れ
が
相
対
性
原
理
で
す
。

難
し
い
言
葉
で
言
え
ば
、

物
理
現
象
を
記
述
す
る
方

程
式
は
、
止
ま
っ
て
い
て

教

科

書

の

教

え

て

く

れ

な

い

物

理
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20
世
紀
最
大
の
物
理
学
者
と
称
さ
れ
る
ア
ル
バ
ー
ト
・
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
。

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
代
名
詞
と
い
え
ば
相
対
性
理
論
で
す
が
、

一
般
の
人
に
と
っ
て
難
し
い
理
論
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、

専
門
家
の
中
に
も
十
分
に
理
解
し
て
い
な
い
人
も
い
る
。

そ
の
一
端
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

専
門
家
も
惑
わ
す

相
対
性
理
論
の
ワ
ナ

も
、
運
動
し
て
い
て
も
形
が

変
わ
ら
な
い
（
不
変
）
と

い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
意

味
で
は
ニ
ュ
ー
ト
ン
力
学

も
相
対
性
原
理
を
満
た
し

ま
す
。
た
だ
し
ア
イ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
の
相
対
性
原
理
と

区
別
し
て
、
ガ
リ
レ
イ
の
相

対
性
原
理
と
で
も
言
っ
て

お
き
ま
す
。
ア
イ
ン
シ
ュ
タ

イ
ン
は
電
磁
気
学
を
記
述

す
る
マ
ク
ス
ウ
エ
ル
の
方

程
式
が
、
運
動
し
て
い
て
も

形
が
変
わ
ら
な
い
こ
と
に

目
を
つ
け
ま
し
た
。
つ
ま
り

電
磁
気
現
象
は
止
ま
っ
て

い
て
も
動
い
て
い
て
も
同

じ
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

れ
が
「
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

の
相
対
性
原
理
」
で
、
そ
れ

に
基
づ
い
た
理
論
が
「（
特

殊
）
相
対
性
理
論
」
で
す
。

相
対
性
理
論
が
絶
大
な

人
気
を
誇
っ
て
い
る
の

は
、
こ
の
考
え
方
を
受
け

入
れ
る
と
、
常
識
で
は
考

え
ら
れ
な
い
よ
う
な
現
象

が
次
々
と
起
き
る
か
ら
で

す
。
な
か
で
も
運
動
し
て
い

る
物
体
の
長
さ
は
短
く
な

る
と
い
う
「
ロ
ー
レ
ン
ツ
収

縮
」
や
、
高
速
度
で
飛
ん
で

い
る
ロ
ケ
ッ
ト
に
の
っ
て

い
る
時
計
の
進
み
方
は
遅

度
に
近
い
速
度
だ
と
し
ま

す
。
問
題
は
、
こ
の
2
台
の

ロ
ケ
ッ
ト
（
の
重
心
）
の
間

隔
が
ロ
ー
レ
ン
ツ
収
縮
す

る
か
と
い
う
も
の
で
す
。

発
表
後
に
分
か
っ
た
の

で
す
が
、
こ
れ
と
似
た
問
題

を
、
ベ
ル
と
い
う
有
名
な
量

子
力
学
者
が
私
た
ち
よ
り

以
前
に
提
案
し
て
い
ま
し

た
。
少
し
違
う
の
は
、
2
台

の
ロ
ケ
ッ
ト
は
細
い
紐
で

繋
が
れ
て
い
る
と
い
う
点

で
す
。
も
し
ロ
ケ
ッ
ト
が
同

時
に
同
じ
方
向
に
同
じ
加

速
度
で
加
速
し
て
、
同
じ
速

度
に
な
っ
た
と
き
に
、
こ
の

紐
が
切
れ
る
か
ど
う
か
？ 

と
い
う
問
題
に
し
て
い
ま

し
た
。
ベ
ル
が
予
期
し
た
答

え
は
、
ロ
ケ
ッ
ト
も
紐
も
そ

れ
ぞ
れ
ロ
ー
レ
ン
ツ
収
縮

す
る
。
し
か
し
ロ
ケ
ッ
ト
の

（
重
心
の
）
間
隔
は
縮
ま
な

い
。
従
っ
て
紐
は
切
れ
る
。

し
か
し
、
こ
の
場
合
、
紐

が
十
分
に
強
け
れ
ば
切
れ

ま
せ
ん
か
ら
、
答
え
は
紐
の

強
さ
に
よ
っ
て
変
わ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

私
た
ち
の
問
題
で
は
、
2

台
の
ロ
ケ
ッ
ト
は
紐
で
つ

な
が
れ
て
い
ま
せ
ん
。
間
に

あ
る
の
は
空
間
で
す
。
で

す
か
ら
問
題
は
2
台
の
ロ

ケ
ッ
ト
の
（
重
心
の
）
間
隔

は
ロ
ー
レ
ン
ツ
収
縮
す
る

か
？
と
い
う
点
で
す
。
正
し

最
終
回

な
ど
の
場
で
話
し
て
、
会
場

に
問
い
か
け
る
と
、
意
見

は
ほ
ぼ
半
々
に
分
か
れ
ま

す
。
そ
こ
で
「
縮
む
」
と
答

え
た
人
に
、
て
い
ね
い
に
説

明
す
る
と
、
再
び
半
数
の
人

は
理
解
し
て
く
れ
ま
す
。
と

こ
ろ
が
残
っ
た
人
に
は
、
な

か
な
か
理
解
が
難
し
い
よ

う
で
す
。
そ
の
原
因
は
、
相

対
性
理
論
で
は
、
高
速
に
運

動
す
る
も
の
は
ロ
ー
レ
ン

ツ
収
縮
す
る
と
い
う
思
い

込
み
で
す
。

実
は
こ
の
パ
ラ
ド
ク
ス

の
発
表
後
、
あ
る
大
学
の
名

誉
教
授
か
ら
反
論
を
も
ら

い
ま
し
た
。
そ
の
人
は
、
2

台
の
ロ
ケ
ッ
ト
を
1
台
の

巨
大
な
ロ
ケ
ッ
ト
に
見
立

て
た
と
す
る
と
、
ロ
ー
レ
ン

ツ
収
縮
に
よ
り
ロ
ケ
ッ
ト

は
収
縮
す
る
た
め
、
２
台
の

間
の
距
離
は
縮
む
、
と
主
張

さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
２

台
の
ロ
ケ
ッ
ト
が
強
く
紐

な
ど
で
結
ば
れ
て
い
な
い

か
ぎ
り
、
１
台
の
ロ
ケ
ッ
ト

と
は
見
な
せ
ま
せ
ん
。

ま
た
別
の
大
学
教
授

は
、
相
対
論
の
問
題
は
時

空
図
な
ど
で
は
説
明
で
き

な
い
と
反
論
し
て
き
ま
し

た
。
と
ん
で
も
な
い
話
で

す
。
時
空
図
は
ア
イ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
の
数
学
の
先
生
で

あ
っ
た
ミ
ン
コ
フ
ス
キ
ー

の
発
明
し
た
も
の
で
、
そ
の

教
授
の
専
門
で
あ
る
素
粒

子
論
で
は
フ
ァ
イ
ン
マ
ン

図
と
し
て
よ
く
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
人
た
ち
に
は
、
ど
の

よ
う
な
説
明
を
し
て
も
理

解
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で

し
た
。
専
門
家
な
の
に
、
な

ぜ
こ
の
よ
う
な
ワ
ナ
に
陥

る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は

一
つ
に
は
、
彼
ら
が
式
だ
け

に
頼
っ
て
、
図
と
か
直
感
的

に
考
え
る
こ
と
を
し
て
い

な
い
か
ら
で
す
。
も
う
ひ
と

つ
は
「
強
固
な
思
い
込
み
」

で
す
。

し
か
し
い
か
に
間
違
っ

た
思
い
込
み
を
し
て
い
て

も
、
科
学
と
は
客
観
的
、
合

理
的
な
説
明
を
す
れ
ば
、
一

定
の
知
的
訓
練
を
受
け
た

人
な
ら
、
共
通
の
認
識
に
達

す
る
は
ず
の
も
の
で
す
。

そ
れ
が
そ
う
な
ら
な
い
の

は
、
人
間
心
理
に
は
強
固
な

非
合
理
性
が
潜
ん
で
い
る

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

なかでも工業製品に限っても、そのモノがその形であること
の基準なり必然性が所与としてある訳ではなく、つまり、鋏な
ら鋏で、大体のおおざっぱなイメージはあるけれども、用途に
よって随分と異なるし、右利き用左利き用とでは違うし、実際
に鋏を作る時には、作り手がそれぞれの仕様を考案して作っ
ているのだ。そのデザインとは、どこからどうやってやってくる
のだろうか。また、ある製品ごとにそれぞれデザインがなされて
いることになるのだが、デザインにいいとか悪いとか、美しいと
か、駄目だとか、歴然としてあるのは、なんだか不思議だ。なに
が違うのだろう。
　わたしたちが生活している空間にあるモノは、ほとんどすべ
てデザインされたものだ。デザインは、作り手だけのものでは
ない。商品としてのモノは規格品であるが、一旦所有されると
それぞれの持ち主の、さまざまなやり方によって、固有のもの
に再編されていく。身につけるものや室内に置くもののデザ
インにこだわるのは、少しでも「心地よい」生活を作るためで
あり、結果として自身の姿が投影され、自分の内面が反映さ
れるからだ、と本書の著者柏木博は書いている。とすれば、デ

ザインとはなにかを考えることというのは、生活を考えることで
あり、生活するものの主体を考えることであり、社会や経済、
技術や産業、人々の思考や感覚を考えることでもある。
　本書のタイトルに「教科書」なんてついているから、工業デ
ザインの発想の指南書とか、あるいは技術史みたいなものと
勘違いしそうだが、そこは現代思想にも造詣が深く、社会的
な問題意識の鮮明な著者のことである。デザインという切り
口から、疑問なく見ていたかもしれない日常生活を泡立たせ
て、ゆるやかに近代資本主義社会というものを浮き出させて
くれるし、環境問題にまで目を開かせてくれるだろう。さらに、
デザインの基本をなすもののひとつが「心地よさ」の追求で
あるとするならば、話は、心地よさの追求をしたくてもできない
という制約のもとで生きること、すなわち貧困や虜囚のことに
も及ぶ。極限状態でも、生き抜くためのデザインとはなにか。
　建築の思想やら色彩心理学やら素材の知識やら、そこは

「教科書」らしくいろんなことに触れながら、日常生活のなか
で創意工夫を凝らし、できるだけ心地よく生きる手がかりを、
わたしたちに示してくれている、そんな本である。

前々号（vol.95）の記事内で誤りがありました。読者と
関係者の皆様にお詫び申し上げると共に、以下の通
り、訂正させていただきます。
●上から５段目、右から13行目
　誤）回転速度が遅いほど大きくなります。
　正）速度が遅いほど大きくなります。
●上から５段目、右から28行目
　誤）回転速度が大きいほど
　正）回転角速度が大きいほど
なお、ＨＰには訂正済みの原稿を掲載いたしております。

お詫びと訂正
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太
陽
活
動

　

10
月
か
ら
11
月
上
旬
に
か
け

て
、
太
陽
面
に
は
常
時
複
数
の

活
動
領
域
が
現
れ
て
お
り
、
C

ク
ラ
ス
の
小
規
模
フ
レ
ア
や
M
ク

ラ
ス
の
中
規
模
フ
レ
ア
が
頻
繁
に

発
生
し
ま
し
た
（
図
1
）。10
月

22
日
に
活
動
領
域
1
3
1
4
で

発
生
し
た
M
ク
ラ
ス
の
中
規
模
フ

レ
ア
に
お
い
て
は
、
24
日
に
静
止

軌
道
上
で
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
粒
子
フ

ラ
ッ
ク
ス
が
増
大
す
る
現
象
、
プ

ロ
ト
ン
イ
ベ
ン
ト
の
発
生
が
観
測

さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、
11
月
4
日

最
近
の

宇
宙
天
気

太陽活動は活発な状態が続
いており、中・大規模のフレア
が多数発生し、地磁気嵐も数
回観測されました。電離圏で
はフレアに伴うデリンジャー
現象などが観測されました。

情報通信研究機構（ＮＩＣＴ）
電磁波計測研究所
宇宙環境インフォマティクス研究室
主任研究員
津川 卓也先生
P r o f i l e
1976年北海道生まれ。京都大学
大学院理学研究科にて学位取
得後、日本学術振興会特別研究員

（名古屋大学、マサチューセッツ工
科大学）等を経て、07年12月に情
報通信研究機構入所。電離圏観測
を中心とした宇宙天気に関する研
究に従事。北海道札幌南高等学校
出身。博士（理学）。より詳細な宇宙天気概況は、（独）情報通信研究機構が提供する週刊宇宙天気ニュース（http://www.seg.nict.go.jp/wsw/）をご覧ください。

図3　地磁気嵐の規模を示すDst指数の変化。Dst指数が大きく負の値に変化しているところが地磁
気嵐。その原因となったCME現象が発生した日を青の矢印で示す。

図4　SOHO衛星（ESA/NASA）で観測された2011年10月22日のコロナ質量放出（CME）の様
子。2〜3日後に地球に到来し、地磁気嵐を発生させた。

図2　SDO衛星（NASA）の観測機器AIAで撮
影された2011年11月4日のX1.9の太陽フレア。

に
は
、
活
動
領
域
1
3
3
9
で

X
ク
ラ
ス
の
大
規
模
フ
レ
ア
が
発

生
し
ま
し
た（
図
2
）。

太
陽
風・地
磁
気

　

10
月
25
〜
26
日
、
及
び
11

月
1
〜
2
日
に
、
地
磁
気
嵐
が

発
生
し
ま
し
た
（
図
3
）。こ
の

地
磁
気
嵐
は
、
そ
れ
ぞ
れ
10
月

22
日
、
及
び
28
〜
29
日
に
太
陽

で
発
生
し
た
コ
ロ
ナ
質
量
放
出

（
C
M
E
）
が
2
〜
3
日
後
に

地
球
の
磁
気
圏
に
到
来
し
た
影

響
と
考
え
ら
れ
ま
す
（
図
4
）。

10
月
25
〜
26
日
の
地
磁
気
嵐

は
、
D
s
t
指
数
（
地
磁
気
嵐

の
大
き
さ
を
表
す
指
数
）が
マ
イ

ナ
ス
1
0
0
n
T
よ
り
も
減
少

す
る
強
い
地
磁
気
嵐
で
、北
米
各

地
で
オ
ー
ロ
ラ
が
観
測
さ
れ
た
と

い
う
報
告
も
あ
り
ま
し
た
。
北

米
は
地
理
的
な
緯
度
よ
り
地
磁

気
的
な
緯
度
が
高
い
た
め
、
こ
の

よ
う
な
地
磁
気
嵐
が
発
生
す
る

と
広
い
範
囲
で
オ
ー
ロ
ラ
が
観
測

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

電
離
圏

　

こ
の
期
間
に
発
生
し
た
M
ク

ラ
ス
、
X
ク
ラ
ス
の
太
陽
フ
レ
ア

の
影
響
で
、電
離
圏
の
下
部
領
域

が
異
常
電
離
さ
れ
、
短
波
の
吸

収
に
よ
り
通
信
に
障
害
を
起
こ
す

「
デ
リ
ン
ジ
ャ
ー
現
象
」が
、
日
本

各
地
で
観
測
さ
れ
ま
し
た
（
図

5
）。ま
た
、
地
磁
気
嵐
に
伴
って

日
本
上
空
の
電
離
圏
の
電
子
密

度
が
通
常
よ
り
も
や
や
高
め
の

状
態
に
な
る
現
象
が
観
測
さ
れ

ま
し
た
。電
離
圏
の
電
子
密
度

が
静
穏
時
よ
り
も
高
い（
あ
る
い

は
低
い
）
状
態
を
「
電
離
圏
嵐
」

と
呼
び
ま
す
。今
回
の
電
離
圏

嵐
は
比
較
的
弱
い
も
の
で
し
た

が
、
今
後
太
陽
活
動
が
活
発
化

し
大
規
模
な
太
陽
フ
レ
ア
や
地

磁
気
嵐
が
発
生
す
る
と
、
強
い

電
離
圏
嵐
が
発
生
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。そ
の
よ
う
な

時
は
、
G
P
S
等
の
衛
星
測
位

の
高
度
利
用
や
衛
星
通
信
に
影

響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

図5　2011年10月20日Mクラ
スの中規模フレアに伴うデリン
ジャー現象の発生予想図（左）
と、鹿児島で観測されたデリン
ジャー現象（右）。電離圏下部で
短波帯の電波が吸収され、イオノ
ゾンデ観測の電離圏エコーが消
失した。

図１　SDO衛星（NASA）の観測機器HMIで撮
影された2011年10月22日の太陽活動領域。

きっと
見つか

る。
があなた

に

※1…2012年4月学部名称変更予定

※2…2012年4月設置計画中

NEWS
1

NEWS
2

2012年4月
多様な視点から社会にアプローチする
「総合社会学部 」を設置。※1

2012年4月
臨床心理学部に保育士、精神保健福祉士をめざせる
「保育福祉支援コース 」を設置。※2

A日程Ⅰ期
平成24年

1/21（土）・22（日）
A日程Ⅱ期

平成24年

1/28（土）・29（日）
B日程

平成24年

2/11（土・祝）・12（日）
C日程

平成24年

       3/7（水）

総  合  社  会  学  部
■経済・経営コース
■メディア・社会心理コース
■現代社会コース
■観光・まちづくりコース
■国際・日本文化コース

臨  床  心  理  学  部
■保育福祉支援コース
■こども・青年コース
■生命・医療コース
■ユング心理学コース
■コミュニティコース
■心理学総合コース
●コース名は変更される場合があります。
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               　 TEL :0774-25-2488
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● 一般入試日程


